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 1 巻頭エッセー／新たな価値が生まれ続けるまち名古屋 河村たかし（名古屋市長）

　　　　　　　　　　 　地域おこし協力隊とまちづくり特　集
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表
紙

と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン「
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
」

（
山
口
県
岩
国
市
）

　
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
と
は
、
山
口
県
岩
国
市
内
に
あ

る
第
三
セ
ク
タ
ー
錦
川
清
流
線
の
終
点
・
錦
町
駅
か
ら
、

雙
津
峡
温
泉
ま
で
鉄
道
未
成
線
を
利
用
し
て
走
る
ト
ロ

ッ
コ
遊
覧
車
で
す
。

　
走
行
中
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は「
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
」

で
、ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
光
る
蛍
光
石
を
使
っ
た
壁
画
が
、

幻
想
的
な
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。
そ
の
他
、
コ
ウ
モ
リ
の

生
息
す
る
ト
ン
ネ
ル
や
、
自
然
の
中
を
走
り
抜
け
る
ト

ロ
ッ
コ
遊
覧
車
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
お
客
様

に
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
は
11
月
末
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
・
夏
休
み
に
１
日
３
往
復
で
運
行
い
た
し
ま
す
。
運

行
時
間
を
ご
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
皆

様
の
ご
乗
車
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先
＝
錦
川
鉄
道
株
式
会
社
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写
真
提
供
＝
錦
川
鉄
道
（
株
）きらら夢トンネル

レギュラーリポート

●千葉県館山市 実践から始める逆転のプロセスのまちづくり 岸田一輝
●山梨県富士吉田市 「空き家」と「教育」で起業 渡辺英之
●兵庫県朝来市 地域の害を地域の資源に 吉原剛史
●奈良県川上村 エコツアー、農家民宿、家具工房などを展開 松本勝典
●愛媛県西予市 伝統的木造建築の喫茶店を復活、人の集えるカフェに 藤川朋宏
●高知県四万十町 地域どこでもキッチンカーでピザを販売 石田朋久
●熊本県菊池市 健康づくりで地域づくりを 北里嘉幸

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  人的支援による地域づくりの成果と課題 田口太郎（徳島大学
大学院准教授）

 6 北海道占冠村 メープルシロップでまちおこし 原野知有紀

 8 山形県長井市 BaCyBox から始まる子育てしやすいまちづくり 佐藤亜紀

 10 長野県長野市 ジビΤを通した地域おこしと情報発৴ 越前屋圭司

 12 三重県鳥羽市 ւ女としてٕज़・จ化をܧঝ、発৴へ 大野愛子

 14 長崎県島原市 株式会社で೶業をܦ営 光野竜司

 16  地域おこし協力隊の推進に向けて 中井孝一（総務省地域自立
応援課課長補佐）

基調論文

副基調論文

地方創生実践塾　京都府（宇治田原町、精華町、和束町、南山城村）
地域資源活用と教育機関連携による地方創生の実際
 杉岡秀紀

まちづくりコラボ　千葉県いすみ市 +株式会社ぐるなび
料理人と地域人材の協働による地域活性化モデル
 鈴木信司

平成 29年度第２回土日集中セミナー
地域経済を見る眼とその手法
地域づくりは人づくり
地域活性化センターが新たに取り組む
横串人材育成 佐藤啓太郎

地域づくり団体全国協議会
各団体をつなぐネットワークの重要性を共有
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平成29年度地域づくりコーディネーター研修会のご案内
　自主的、主体的な地域づくりのための活動を行う「地域づくり団体」の全国組織である地域づくり団体全国協議
会より、「平成 29 年度地域づくりコーディネーター研修会」の案内がありましたので、ご紹介いたします。
　参加ご希望の方は、下記の地域づくり団体全国協議会事務局へお問い合わせ下さい。

地域づくり８月号
2017 年８月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

「『地方』×『若者』×『働き方』セミナー～地域おこし協力隊という選択～」開催！
　このセミナーでは「地域おこし協力隊」という働き方を切り口に、地方で暮らしたい・働きたいと考えている若
者と、地方で活躍してくれる人材を求めている自治体が集い、セミナーを通して学びを深めるとともに、双方がつ
ながる場を提供します。

【日　　時】平成 29 年９月 28 日（木）18 時～ 21 時（交流会含む）
【会　　場】移住・交流情報ガーデン（東京都中央区京橋１- １- ６ 越前屋ビル１F）
【講　　師】株式会社シゴトヒト　代表取締役　ナカムラ　ケンタ　氏
 みんなの孫プロジェクト　代表取締孫　水柿　大地　氏（元岡山県美作市の地域おこし協力隊）
 東栄町観光まちづくり協会　メインコーディネーター　 大岡　千紘　氏（元愛知県東栄町の地域おこし協力隊）
 群馬県下仁田町職員
【対 象 者】  ・地域おこし協力隊をはじめとして地域で働くこと、暮らすことに興味を持つ若者（学生含む）　20 名程度

・地域おこし協力隊の導入を検討している自治体　５団体（10 名程度）
【問合せ先】企画・コンサルタント業務課　担当：川上
 Tel：03-5202-6133　Fax：03-5202-0755　MAIL:kikaku@jcrd.jp

詳細はチラシや FB などで随時お知らせしていきますのでご確認ください。
なお、事前申込み制となっておりますので、参加を希望される方は①住所②氏名③年齢（年代で構いません）
④所属⑤電話番号⑥交流会の出欠を明記のうえ、kikaku@jcrd.jp までメールをお願いします。
※自治体の方は③は必要ありません。
※交流会に参加される方は当日、1000 円ご負担いただきます。

　「若者が地域を変え始めた。時に都会とつながりながら新しい仕事を起こし、時にスローで楽しい暮らしを提案し、
それがまた新たな若者を引き付ける」。今回はその代表として、地域おこし協力隊の「やる気」をマネジメントし
ている若者、廃校をアートと教育でよみがえらせている若者、大震災被災地で元気な地域づくりを仕掛けている若
者の３人を講師にお招きし、そのアイデアと取り組みを皆さんと一緒に学びます。

【日　　程】平成 29 年９月 12 日（火）13 時～ 17 時
【場　　所】kokoka 京都市国際交流会館（京都市左京区粟田口鳥居町２番地の１）
【内　　容】講師による事例発表、パネルディスカッション、交流会
【テ ー マ】「若者が地域を変え始めたぞ！
 －キーワードは移住、空き家、廃校舎、起業、コミュニティだ！－」
【講　　師】「町の人事部としてのアスヘノキボウ　～女川町の起業・移住支援について～」
 ・小松　洋介　氏（ＮＰＯ法人アスヘノキボウ　代表理事）
 「他人の夢は、自分の夢～地域のサーバントリーダー～」
 ・吉田　真知子氏（碧河舎運営会社（株）Dreamaway　代表取締役）
 「『移住のバトンリレーモデル』行政から地域へのつなぎづくり」
 ・後藤　雅人　氏（竹田市役所企画情報課 ＴＯＰ戦略推進室　主査）
【対 象 者】地域活性化に熱意をお持ちの方
【受 講 料】5,000 円（交流会への参加をご希望される方は、別途 3,000 円をご負担いただきます。）
【定　　員】40 名（但し、定員になり次第、締め切らせていただきます。）
【問合せ先】地域づくり団体全国協議会事務局
 Tel：03-5202-6135　Fax：03-5202-0755　E-mail：chi-dantai@jcrd.jp
 　※右の QR コードから申込いただけます。
   なお、詳細は地域活性化センターホームページ内、「地域づくり団体のひろば－地域

づくりコーディネーター研修会」をご覧ください。

平成29年度地域づくりコーディネーター研修会（京都市）概要
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名
古
屋
市
で
は
、
国
全
体
の
少
子
化
が
進
む
な
か
、
昨
年
５
月

に
は
市
の
人
口
が
初
め
て
２
３
０
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

人
口
は
都
市
の
活
力
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一
つ
と
も
さ
れ
、

名
古
屋
が
住
み
良
く
、
マ
チ
と
し
て
の
潜
在
力
が
健
在
で
あ
る
こ

と
の
証
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
日
本
一
応
援
す
る
マ
チ
と
し
て

「
な
ご
や
子
ど
も
応
援
委
員
会
」
の
設
置
や
待
機
児
童
４
年
連
続

ゼ
ロ
の
達
成
な
ど
、
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
継
続
し
つ
つ
、
さ
ら
に
新
た
な
施
策
を
展
開
し
、
こ
の
名
古

屋
の
魅
力
を
高
め
、
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
名
古
屋
に
と
っ
て
「
産
業
の
力
」
は
大
変
重
要
な
存
在

で
す
。
名
古
屋
の
産
業
は
、
高
度
な
技
術
・
技
能
を
持
っ
た
人
材

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
て
発
展
し
て
き
た
企
業
群
を
は

じ
め
、
多
彩
で
魅
力
的
な
産
業
資
源
を
も
と
に
、
世
界
有
数
の
も

の
づ
く
り
の
中
枢
圏
域
と
し
て
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
愛
知
県
の
製
造
品
出
荷
額
等
は
úÿ
年
連
続
、
名
古
屋
港
の

貿
易
黒
字
額
は
øĀ
年
連
続
の
日
本
一
で
あ
り
、
名
古
屋
は
、
日
本

の
産
業
を
長
き
に
わ
た
り
牽
引
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
、
名
古
屋
市
で
は
、
国
際
的
な
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
競

技
大
会
で
あ
り
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
つ
こ
と
を
目
標
と

す
る
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や
人
工
知
能
な
ど
の
研
究
の
推
進
、
様
々
な
分
野

の
基
礎
技
術
と
し
て
の
波
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
大
会
は
第
１
回
大
会
（
１
９
９
７
年
）
が
名
古

屋
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
再
び
巡
っ
て
き
た
こ
の
契
機
に
、
市
民

や
子
ど
も
達
と
と
も
に
次
世
代
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
６

年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
、
２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
開
業
な

ど
が
控
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
ø÷
年
間
は
、
名
古
屋
が
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
る
ま
た
と
な
い
機
会
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
産
業
の
力
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
た
め
、
名
古
屋
市
は
、
平
成
ùÿ
年
３
月
に
策
定
し
た
「
名
古

屋
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」（
計
画
期
間
：
平
成
ùÿ
年

度
〜
úù
年
度
）
に
お
い
て
、﹃
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
続
け
る
ま

ち
名
古
屋
﹄
の
実
現
を
掲
げ
ま
し
た
。

従
来
の
産
業
や
地
域
の
枠
を
越
え
て
企
業
や
大
学
、
各
種
支
援

機
関
、
行
政
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
主
体
が
交
流
・
連
携
し
、
互

い
の
得
意
と
す
る
経
営
資
源
を
結
び
つ
け
、
新
た
な
価
値
の
創
出

を
図
る
た
め
、
交
流
の
機
会
や
場
の
構
築
・
提
供
を
名
古
屋
市
の

役
割
と
し
、
業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
欲
あ
る
だ

れ
も
が
様
々
な
場
所
・
場
面
で
主
役
と
な
っ
て
「
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
」、
そ
し
て
「
い
き
い
き
と

働
き
輝
け
る
」
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
名
古
屋
大
都
市
圏

が
、
今
後
も
地
方
創
生
を
牽
引
す
る
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
心
都

市
で
あ
る
名
古
屋
市
が
、
将
来
に
わ
た
り
圏
域
全
体
の
活
力
を
維

持
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Տଜ͔ͨし名古屋市長

৽ͨͳՁ஋͕ੜまΕଓ͚Δまち໊ݹ԰
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特 集
と
ま
ら
ぬ
人
口
減
少
と

都
市
農
村
交
流
に
よ
る
元
気
づ
く
り

我
が
国
で
「
過
疎
」
が
初
め
て
言
わ
れ
た
の
は
１
９
６

０
年
代
の
島
根
県
と
言
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
が
あ
り
、
朝
鮮
特
需
を
経
て
高
度
経
済
成
長
へ
と
突

き
進
む
中
で
、「
過
疎
」に
代
表
さ
れ
る
地
方
の
衰
退
は「
発

展
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
、
国
土
計
画
な
ど
で

は
「
均
衡
あ
る
発
展
」
を
謳
い
文
句
に
様
々
な
整
備
が
成

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
環
境
整
備
に
よ
り
生

活
利
便
性
が
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
た
地
域
で
は
、
完
成
し

た
道
路
を
利
用
し
た
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
さ
ら
に
加
速

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
様
々
な
過
疎
対
策
の
取
り

組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
減
少
は
と
ま
ら
ず
に
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
る

地
域
づ
く
り
の
文
脈
の
中
で
都
市
農
村
交
流
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
当
初
は
観
光
を
中
心
と
し
た
産
業
と
し
て
の
都

市
農
村
交
流
だ
っ
た
が
、
都
市
部
の
若
者
を
は
じ
め
と
し

た
人
材
と
地
域
が
協
働
す
る
段
階
が
１
９
９
０
年
代
か
ら

始
ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（１
）
１
９
９
０
年
代
と
い
え

ば
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、「
失
わ
れ
た
ø÷
年
」と
言
わ
れ
、

１
９
９
５
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
が
発
生
す
る
な
ど
、
我
が
国
の
「
安
心
・
安
全
神
話
」

が
崩
壊
を
始
め
、
人
々
の
価
値
観
の
大
転
換
が
始
ま
っ
た

時
期
と
も
言
え
る
。
こ
の
時
期
に
、
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
（
１
９
９
４
年
〜
）」

や
国
土
庁
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
（
１
９
９

６
年
〜
）」
な
ど
、
都
市
部
の
若
者
を
農
山
漁
村
へ
一
定

期
間
派
遣
す
る
事
業
が
始
ま
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
人
口
」

は
増
え
な
い
も
の
の
、
都
市
部
の
若
者
と
の
交
流
を
契
機

に
「
元
気
」
を
取
り
戻
す
よ
う
な
地
域
が
出
現
し
て
き
た
。

地
域
の
活
力
は
人
口
や
経
済
と
は
違
う
物
差
し
で
質
的
な

指
標
で
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
視
点
が
示
さ
れ

た
と
言
え
る
。

一
方
で
、
当
初
の
都
市
農
村
交
流
の
取
り
組
み
は
、
今

日
と
比
べ
る
と
極
め
て
小
規
模
な
も
の
だ
っ
た
。
都
市
部

で
農
山
村
に
興
味
を
抱
く
若
者
も
少
な
け
れ
ば
、
都
市
部

の
若
者
と
の
交
流
を
画
策
す
る
よ
う
な
地
域
も
少
な
か
っ

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

人
的
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た
。
結
果
と
し
て
、
強
い
意
志
を
持
っ
た
地
域
と
若
者
の

交
流
と
な
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
問
題
は
さ
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
現
地
で
発
生
す
る
よ
う
な
大
小
様
々
な
問
題
も

「
自
己
責
任
」
の
範
疇
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

「
人
的
支
援
」
の
施
策
化

筆
者
が
記
憶
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
都
市
部
の
人
材
を

農
山
漁
村
へ
派
遣
す
る
事
業
を
政
策
と
し
て
は
じ
め
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
（
財
）
新
潟
県
中
越
地
震
復
興
基
金

に
お
け
る
「
地
域
復
興
支
援
員
設
置
支
援
」
事
業
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
ø÷
月
ùú
日
に
発
災
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
を

被
災
し
大
幅
に
人
口
が
減
少
し
た
被
災
集
落
で
は
、
近
隣

か
ら
通
い
続
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
集
落
住
民
と
の
協
働

を
通
じ
て
復
興
に
向
け
て
の
実
績
を
あ
げ
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
２
０
０
７
年
øø
月
に
川

口
町
（
現
長
岡
市
）
に
１
名
、
２
０
０
８
年
４
月
に
長
岡

市
、
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
に
も

配
置
さ
れ
、
計
ùĀ
名
の
地
域
復
興
支
援
員
が
集
落
復
興
の

支
援
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。（２
）

２
０
０
８
年
３
月
に
は
総
務
省
過
疎
問
題
懇
談
会
の
提

言
の
中
に
「
集
落
支
援
員
」
が
入
る
こ
と
で
国
の
動
き
の

中
に
人
的
支
援
が
入
り
始
め
た
。
２
０
０
８
年
度
に
は
総

務
省
に
よ
る
「
集
落
支
援
員
」、農
林
水
産
省
に
よ
る
「
田

舎
で
働
き
隊
」
が
ス
タ
ー
ト
、
翌
２
０
０
９
年
か
ら
は
現

在
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

も
ス
タ
ー
ト
す
る
（
２
０
１
６
年
度
よ
り
農
水
省
「
田
舎

で
働
き
隊
」
も
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
名
称
統
合
）。

つ
ま
り
、
２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
、
こ
れ
ま
で
個
別
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
人
的
支
援
が
政
策
化
し
、
一
挙
に
全

国
に
広
ま
っ
た
こ
と
と
な
る
。

地
域
で
様
々
な
成
果
を
生
ん
で
き
た
人
的
支
援
を
国
が

後
押
し
す
る
こ
と
で
、
全
国
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
良

い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
政
策
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
特
に
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
な
く
て
も
募
集
し
導

入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
側
面
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

十
分
な
検
討
を
経
ず
に
協
力
隊
を
始
め
と
し
た
人
的
支
援

を
導
入
し
て
い
る
事
例
が
多
数
出
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。地

域
振
興
と
田
園
回
帰
の
促
進
、

２
つ
の
側
面
か
ら
生
ま
れ
た

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
読
み
解
い
て
み
る
と
、

こ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
２
つ
の
流
れ
が
見
え
て
く

る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
「
地
域
づ

く
り
」へ
の
人
材
投
入
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
過
疎
対
策
事
業
を
進
め
な
が
ら
も
と
ま

ら
な
か
っ
た
地
域
の
衰
退
が
前
述
し
た
よ
う
な
人
的
支
援

を
通
じ
て
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
動
き
を
加

速
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
方
は
、
移
住
・
定

住
の
促
進
、
い
わ
ゆ
る
「
田
園
回
帰
」
の
加
速
で
あ
る
。

若
者
の
価
値
観
の
転
換
と
と
も
に
生
ま
れ
た
田
舎
思
考
を

後
押
し
し
、
地
方
へ
の
人
口
還
流
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
つ
の
背
景
は
一
見
親
和
性
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
筆
者
は
少
し
違
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

は
、
地
域
づ
く
り
と
定
住
促
進
の
２
つ
の
目
的
を
両
取
り

す
る
の
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
と
は
、
そ

も
そ
も
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
協
力
に
よ
り
成
立

す
る
も
の
で
あ
り
、即
経
済
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
地
域
づ
く
り
活
動
が
任
期
終
了
後
の
な
り
わ

い
づ
く
り
に
直
接
的
に
寄
与
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
方

の
田
園
回
帰
、
定
住
の
促
進
の
た
め
に
は
活
動
期
間
中
か

ら
定
住
に
向
け
た
準
備
、
つ
ま
り
自
身
の
な
り
わ
い
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
。
自
身
の
な
り
わ
い
づ
く
り
は
就
農
を

含
め
た
い
わ
ゆ
る
「
起
業
」
と
な
る
が
、
本
気
で
の
起
業

は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
日
常
を
占
め

る
状
況
で
は
難
し
い
。
結
果
と
し
て
両
者
の
両
立
を
図
る

こ
と
は
至
難
の
技
と
な
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
て
い
る
人
材
は
様
々
で
あ

る
。
移
住
を
目
指
し
て
い
る
者
、
地
域
づ
く
り
を
志
向
し

て
い
る
者
、地
域
で
起
業
を
目
指
す
者
。こ
の
よ
う
に
様
々

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
に
飛
び
込
ん
で
い
く

わ
け
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
的
確
に
マ

ッ
チ
で
き
な
い
事
例
が
生
ま
れ
る
結
果
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

地
域
に
も
た
ら
し
た
成
果

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
我
が
国
の
地
域
振
興
の
取
り

人的支援の背景
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組
み
の
中
で
は
画
期
的
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
評

価
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興
や
過
疎
対
策
は
各

種
振
興
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
地
域
が
こ
な
し
て
い
く
よ
う

な
「
事
業
型
支
援
」
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
地
域
は
国

が
提
示
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
と
地
域
の
実
情
が
必
ず
し
も

あ
っ
て
い
な
く
て
も
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
施
策
は

地
域
の
物
理
的
な
発
展
を
実
現
し
た
も
の
の
、
過
疎
化
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
い
わ

ゆ
る
「
人
的
支
援
」
で
あ
る
。
明
治
大
学
の
小
田
切
徳
美

教
授
が
「
補
助
金
か
ら
補
助
人
へ
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
金
に
よ
る
地
域
支
援
か
ら
補
助
人
、
直

接
人
を
送
り
込
む
支
援
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、「
人
」
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
地
域
に
飛
び
込
む

人
材
は
十
人
十
色
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験

や
人
生
設
計
を
有
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
転

出
ば
か
り
が
続
い
て
き
た
地
域
を
選
択
し
て
移
住
し
て
く

る
、
と
い
う
地
域
に
対
す
る
前
向
き
な
意
識
を
も
っ
た
若

者
が
地
域
に
入
る
こ
と
で
、
地
域
が
自
信
と
誇
り
を
取
り

戻
す
例
も
多
発
し
て
い
る
。

○
減
り
つ
つ
あ
る
地
域
の
担
い
手
と
し
て

地
域
で
は
若
者
の
流
出
に
よ
り
、
担
い
手
不
足
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
的
に
は
地
域
の
出
事
や
消

防
団
な
ど
、
若
手
が
負
う
役
割
は
大
き
い
が
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
こ
う
し
た
地
域
の
仕
事
の
担
い
手
は
減
り
続
け

て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
意
思

を
持
っ
た
若
者
の
流
入
は
減
少
す
る
担
い
手
の
確
保
と
い

う
意
味
で
も
大
き
い
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
担
い
手

に
な
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
地
域
か
ら
す
る
と
そ
の
存
在
価

値
す
ら
疑
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

○
地
域
を
前
向
き
に
捉
え
る
層
と
の
接
続

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
動
機
こ
そ
様
々
で
あ
れ
、
都

市
部
か
ら
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
へ
移
住
を
し
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
か
ら
す
れ
ば
地
域
に
新
し

い
人
材
を
１
人
獲
得
し
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
１
人
の
人
材
が
た
だ
増
え
た
だ
け
で
は
な
い
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
志
す
よ
う
な
人
は
都
市
部
で
生
活
し
て

い
る
時
期
か
ら
既
に
都
市
で
の
暮
ら
し
に
対
す
る
問
題
意

識
や
農
山
漁
村
で
の
暮
ら
し
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
お

り
、
同
じ
よ
う
な
意
識
を
持
つ
人
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
協
力
隊
と
し

て
着
任
す
る
と
同
時
に
地
域
は
１
人
の
協
力
隊
を
通
じ

て
、
地
域
に
関
心
が
あ
る
多
く
の
都
市
住
民
と
の
人
的
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
が
出
来
た
、
と
も
言
え
る
。
地
域
は
こ
れ
ま

で
の
様
々
な
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
進
む
過
疎
化
に
自
信
を

失
い
、
地
域
を
前
向
き
に
見
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
は
な

か
な
か
持
て
な
か
っ
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域

を
数
あ
る
候
補
か
ら
選
択
し
て
や
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
極
め
て
前
向
き
に
地
域
を
評
価
す
る
層
と
地
域
住

民
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
協
力
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
も

言
え
る
「
地
域
の
自
信
と
誇
り
」
の
醸
成
に
向
け
た
取
り

組
み
は
加
速
し
や
す
い
。

○
地
域
内
外
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
価
値
創
造

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
外
部
か
ら
地
域
を
前

向
き
に
捉
え
て
や
っ
て
く
る
協
力
隊
か
ら
す
れ
ば
、
地
域

は
「
宝
の
山
」
で
あ
る
。
地
域
住
民
か
ら
す
れ
ば
当
た
り

前
の
も
の
が
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
若
者
か
ら
す
れ
ば
貴

重
な
地
域
資
源
と
な
る
。
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

作
り
出
す
よ
う
な
地
域
資
源
は
、
地
域
か
ら
す
れ
ば
ご
く

身
近
な
存
在
で
あ
り
、
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
な
い

が
、
都
市
部
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
豊
か
な
資
源
で
あ
る
。

故
に
、
協
力
隊
に
よ
る
地
域
資
源
の
発
信
の
内
容
は
地
域

か
ら
す
れ
ば
「
驚
く
ほ
ど
身
近
な
も
の
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
外
部
か
ら
の
評
価
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
で
、
自
身
の
地
域
に
対
す
る
再
評
価
に
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
地
域
資
源
を
外
の
目
か
ら
捉
え
直
し
、
外
に
向
け

て
発
信
す
る
こ
と
は
地
域
の
潜
在
的
な
価
値
を
可
視
化

し
、
そ
れ
を
地
域
の
魅
力
と
し
て
価
値
化
す
る
こ
と
と
な

る
。
地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
価
値
の
創
造
へ

も
協
力
隊
が
寄
与
し
て
い
る
面
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
転
出
が
続
い
て
き
た
地
域
に
前
向
き
な
意

思
を
持
っ
た
人
材
が
入
る
意
味
は
大
き
い
。
と
同
時
に
、

地
域
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
労
力
は
人
口
減
少
と
と
も

集落維持の負担意識
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に
減
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
道
路

イ
ン
フ
ラ
も
発
達
し
た
今
日
で
は
地
域
に
居
住
し
な
い
転

出
者
や
フ
ァ
ン
が
地
域
の
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
可

能
性
が
増
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
居
住
者
と
し
て
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
同
時
に
協
力
隊
を
介
し
て
地
域
と
つ

な
が
り
が
で
き
る
様
々
な
人
材
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

地
域
の
社
会
課
題
を
解
決
す
る
人
材
と
し
て
位
置
づ
け
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
課
題

最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
負
の
側

面
が
賑
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
協
力
隊
の
隊
員
数
も
全
国
で
４
千
人
を
超
え
、

当
初
か
ら
す
れ
ば
想
像
を
超
え
る
若
者
が
都
市
部
か
ら
地

域
へ
と
居
を
移
し
、
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
大
学
の
授
業
で
も
協
力
隊
の
存
在
を
知
っ
て
い
る

学
生
数
も
一
定
数
居
る
よ
う
に
な
り
、
就
職
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
も
「
協
力
隊
」
を
挙
げ
る
学
生
す
ら
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
感
す
ら
消
え
つ

つ
あ
っ
た
日
本
の
農
山
漁
村
や
こ
う
し
た
地
域
で
の
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
こ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
近
年
の
「
地
方
創
生
」

の
動
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い

が
、
結
果
と
し
て
は
、
何
の
定
ま
っ
た
方
針
も
な
い
ま
ま
、

移
住
者
の
獲
得
や
人
員
補
填
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
導
入
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。

移
住
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
が
な

ぜ
問
題
な
の
か
。
移
住
は
近
年
、
非
常
に
活
発
で
「
移
住

者
獲
得
競
争
」
の
状
態
で
あ
る
が
、
移
住
自
体
は
以
前
か

ら
な
か
っ
た
動
き
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
移
住
者
は
、
自

ら
の
目
で
地
域
を
見
て
歩
き
、
自
ら
リ
ス
ク
を
負
っ
た
上

で
地
域
に
飛
び
込
ん
で
い
た
。
当
然
、
定
住
出
来
た
者
も

い
れ
ば
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
が
上
手
く
い
か
ず
に
転
出

し
た
者
も
い
る
。
ど
れ
も
自
己
責
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

移
住
者
獲
得
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入

は
移
住
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
ぐ
っ
と
引
き
下
げ
た
と
同

時
に
、
覚
悟
な
き
移
住
も
大
い
に
進
め
て
し
ま
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
任
期
終
了
と
同
時
、
あ
る
い
は
任
期
途
中
で

現
実
を
知
っ
た
上
で
転
出
が
進
み
、「
ど
う
せ
出
て
い
く

ん
だ
ろ
う
」と
い
う
地
域
の
諦
め
感
を
助
長
し
て
し
ま
う
。

地
域
で
は
、
移
住
者
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
悪
化
し
て
、

後
続
の
移
住
者
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
安
易
な
移
住
を
進
め
て
し
ま

う
こ
と
は
地
域
に
諦
め
感
を
広
げ
か
ね
な
い
と
い
う
現
実

が
あ
る
。

一
方
で
、
人
員
補
填
型
の
協
力
隊
が
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
設
計
は
極
め
て
柔
軟
性
が
高
い
。
結
果

的
に
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
側
が
ど
の
よ
う
な
方

針
の
下
で
協
力
隊
を
導
入
す
る
か
、
が
重
要
と
な
る
が
、

地
域
や
地
域
内
組
織
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
協

力
隊
を
斡
旋
す
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
行
政
は
受
け
入

れ
団
体
に
丸
投
げ
し
、
受
け
入
れ
団
体
は
費
用
を
か
け
ず

に
人
員
を
確
保
で
き
た
と
喜
ぶ
の
で
あ
る
。本
来
的
に
は
、

必
要
と
な
る
人
件
費
を
含
め
た
組
織
経
営
を
す
べ
き
と
こ

ろ
が
、
協
力
隊
と
い
う
制
度
が
あ
る
が
ゆ
え
に
「
人
件
費

の
か
か
ら
な
い
人
材
確
保
」
の
手
段
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
協
力

隊
自
身
の
経
験
や
能
力
と
い
う
よ
り
も
受
け
入
れ
組
織
の

目
的
達
成
に
主
眼
が
置
か
れ
、
協
力
隊
自
身
の
自
己
実
現

や
、
協
力
隊
本
人
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
活
動
は
二
の
次

と
さ
れ
て
し
ま
う
。
協
力
隊
は
自
身
の
価
値
を
見
い
だ
せ

ず
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
り
、
地
域
で
の
新
し
い
可
能

性
を
目
指
し
た
り
し
て
入
っ
て
く
る
。
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
協
力
隊
が
持
つ
ス
キ
ル
や
人
生
設
計
を
無
視
し
た
活
動

を
し
て
し
ま
う
と
、
協
力
隊
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
地
域
づ
く
り
も
十
分
に
進

ま
な
い
、
と
い
う
結
果
に
な
り
や
す
い
。

地
域
と
外
部
人
材
が

Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
関
係
づ
く
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
「
人
」
に
よ
る
支
援
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
型
の
支
援
と
は
異
な
り
生
身
の
人
間
が

地
域
に
飛
び
込
ん
で
い
く
わ
け
な
の
で
、
制
度
設
計
も
そ

れ
ぞ
れ
の
人
間
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
活
力
向
上

に
効
果
的
な
施
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
故
に
、
導

入
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
地
域
の
実
情
と
外
部
人
材
を

導
入
す
る
意
義
や
人
的
支
援
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
生
ま

れ
る
地
域
の
新
た
な
方
向
性
な
ど
を
事
前
に
十
分
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
着
任
し
た
協
力
隊
が

持
つ
経
験
や
ス
キ
ル
、
人
生
設
計
も
十
分
に
考
慮
に
入
れ

た
上
で
、
双
方
が
Ｗ
ｉｎ
Ｗ
ｉｎ
に
な
る
よ
う
な
関
係
づ

く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
地
域

が
新
し
い
可
能
性
を
持
ち
始
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
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特 集
私
は
、
占
冠
村
の
村
木
で
あ
る
カ
エ
デ
を
使
っ
た
メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
村
の
新
た
な
特
産
品
に
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
３
年
前
よ
り
社
会
教

育
の
一
環
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
２
０
１
６
年

に
、
村
が
民
間
企
業
で
あ
る
占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生

産
組
合
に
事
業
委
託
す
る
形
で
本
格
的
な
事
業
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
こ
の
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
と
苦
労
の
連
続

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
と
な
る
の
は
、
カ
エ
デ
の

樹
液
で
す
。
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
、
樹
液
を
煮
詰
め
る

こ
と
で
出
来
上
が
り
ま
す
。
樹
液
は
、
１
年
中
採
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
春
先
の
１
カ
月
程
度
し
か
採
れ
ま
せ
ん
。

占
冠
村
で
は
、
３
月
〜
４
月
上
旬
が
メ
ー
プ
ル
樹
液
の
収

穫
期
に
な
り
ま
す
。
採
取
さ
れ
た
樹
液
は
、
新
鮮
な
う
ち

に
手
作
り
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
で
煮
詰
め
ら
れ
、
メ
ー
プ
ル
シ

ロ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

ø÷
㍑
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
お

よ
そ
６
０
０
㍑
の
樹
液
を
ùû
時
間
、
煮
詰
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
に
は
大
量
の
燃

料
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
村
の
間
伐
材
で
つ
く
っ
た
薪
で
す
。

◆◆◆

こ
の
採
取
〜
製
造
の
工
程
は
、
薪
の
生
産
者
で
も
あ
る

占
冠
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
組
合
と
、
こ
の
時
期
、
閑

散
期
と
な
る
村
の
林
業
従
事
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

製
造
が
初
め
て
と
な
る
昨
年
は
、
試
行
錯
誤
と
苦
労
の

連
続
で
し
た
。
そ
れ
を
乗
り
切
れ
た
の
は
、
シ
ロ
ッ
プ
づ

く
り
に
関
わ
る
村
の
人
た
ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
良
さ
で
し
た
。
困
難
な
状
況
も
楽
し
ん
で
し
ま

う
お
お
ら
か
さ
に
、村
に
来
た
ば
か
り
の
私
は
圧
倒
さ
れ
、

救
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

占
冠
村
の
新
た
な
特
産
品
に

さ
て
、
収
穫
期
が
終
わ
り
シ
ロ
ッ
プ
が
完
成
す
る
と
、

商
品
化
、
Ｐ
Ｒ
、
販
売
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

一
緒
に
働
い
て
き
た
仲
間
が
本
来
の
仕
事
に
戻
っ
て
し
ま

う
こ
の
時
期
か
ら
は
、
た
っ
た
ひ
と
り
の
活
動
と
な
り
ま

す
。事

業
化
１
年
目
。
商
品
化
し
た
初
め
て
の
商
品
は
、
カ

ナ
ダ
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
に
占
冠
村
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
商
品
で
し
た
。
大
量
生
産
で
き
な

い
村
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
、
豊
富
に
あ
る
カ
ナ
ダ
産

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
と
ブ
レ
ン
ド
し
て
量
産
す
る
こ
と

で
、
占
冠
村
で
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
が
で
き
る
こ
と
を
な

る
べ
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
で
つ

く
っ
た
商
品
で
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
商
品
の
発
売
に
合
わ
せ
て
、「
メ
ー
プ

ル
収
穫
祭
」
と
い
う
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
村
の

土
産
店
で
も
販
売
さ
れ
、
占
冠
村
の
新
た
な
特
産
品
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開

催
し
た
り
、
村
や
近
隣
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
た

◆◆◆

メープルシロップづくりを支えるメンバー

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
生
産
、
販
売
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
活
用
―

原
野
知
有
紀

占
冠
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊 北

海
道
占
冠
村

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
で
ま
ち
お
こ
し
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り
と
Ｐ
Ｒ
や
販
売
の
場
に
積
極
的
に
出
向
き
ま
し
た
。

村
産
１
０
０
％
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
発
売

そ
ん
な
中
、
一
番
売
り
出
し
た
い
占
冠
村
産
１
０
０
％

の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
発
売
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
数
量
が
少
な
い
村
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
の
ロ
ッ
ト
に
対
応
し
て
く
れ
る
瓶
詰
め
工
場
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
特
殊
な
形
の
瓶
を
採
用
し
た
た
め
、

そ
の
形
状
に
合
う
ラ
ベ
ル
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
こ
と
な

ど
に
あ
り
ま
す
。
事
業
化
第
１
号
の
カ
ナ
ダ
産
と
の
ブ
レ

ン
ド
商
品
と
は
違
い
、
商
品
化
す
る
ま
で
に
予
想
以
上
の

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
積
極
的
に
売
り
出
し

て
行
く
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
こ
と

で
し
た
。

一
丸
と
な
っ
て
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
完
成
の
み
を

目
指
し
て
い
た
頃
と
は
違
い
、
販
売
に
関
し
て
は
慎
重
な

意
見
も
あ
り
、
村
の
土
産
店
に
さ
え
置
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ず
に
い
た
の
で
す
。

地
域
お
こ
し
と
い
う
任
務
の
も
と
、
新
し
い
産
業
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
誰
し
も
が
望
ん
で
い

る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
た
私
が
、「
ま
ち
お
こ
し
」
の
本

当
の
難
し
さ
に
初
め
て
気
づ
い
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
積
極
的
に
」な
る
こ
と
を
た
め
ら
う
中
、

聞
こ
え
て
き
た
の
は
「
占
冠
村
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は

偽
物
」
だ
と
い
う
声
で
し
た
。
本
来
売
り
出
す
べ
き
村
産

１
０
０
％
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
世
に
出
せ
な
い
ま

ま
、
カ
ナ
ダ
産
と
の
ブ
レ
ン
ド
商
品
の
み
を
販
売
、
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
皮
肉
な
結
果
で
し
た
。
そ
れ

は
、「
行
動
を
起
こ
す
」
こ
と
を
た
め
ら
う
以
上
に
悔
し

◆◆◆

い
こ
と
で
し
た
。

村
産
１
０
０
％
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
が
完
成
し
て
か

ら
８
カ
月
が
経
っ
た
øù
月
の
あ
る
日
、
私
は
、
村
に
あ
る

道
の
駅
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自
ら
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
を
発
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

反
響
は
思
っ
た
以
上
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。
新
聞
や

ラ
ジ
オ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
雪
で
閑
散
と

す
る
中
で
も
、
こ
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
目
当
て
に
道

の
駅
を
訪
れ
る
お
客
様
が
何
人
も
い
た
の
で
す
。

こ
の
年
２
０
０
本
つ
く
っ
た
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
発

売
か
ら
４
カ
月
で
完
売
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
の
土
産
店
で
も
手
に
入
る
商
品
に
な
り
ま

し
た
。メ

ー
プ
ル
ツ
ア
ー
を
開
催

２
年
目
と
な
っ
た
今
年
、
昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ボ

イ
ラ
ー
を
改
良
。
生
産
効
率
が
上
が
り
、
昨
年
の
１
・
８

倍
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昨

年
は
２
０
０
本
だ
っ
た
村
産
１
０
０

％
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
、
今
年
５
０

０
本
を
生
産
。
新
た
な
商
品
と
し
て
、
村

民
が
手
軽
に
買
え
る
「
村
民
限
定
メ
ー
プ

ル
シ
ロ
ッ
プ
」
も
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
樹
液
の
採
取
体
験
と
シ
ロ
ッ
プ

の
製
造
現
場
を
見
学
す
る
メ
ー
プ
ル
ツ
ア

ー
を
開
催
。
定
員
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
。

◆◆◆

観
光
や
雇
用
の
場
と
し
て
も
活
用

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
は
ど
こ
で
も
真
似
の
で
き

る
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
イ
ラ
ー
を
つ
く
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
樹
液
の
採
取
、
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
に

至
る
ま
で
、
こ
の
村
に
暮
ら
す
人
の
力
と
こ
の
村
に
あ
る

広
大
な
森
か
ら
生
ま
れ
た
「
森
の
恵
み
」
で
あ
り
、「
村

の
恵
み
」
で
す
。

元
々
こ
こ
に
い
る
人
々
に
は
、
地
元
の
恵
み
に
気
づ
か

な
い
謙
虚
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
客
観
的
に
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

将
来
は
、
商
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
が
生
ま
れ
る
森
や
そ
の
環
境
も
「
こ
の
村
に
し
か
な

い
、
こ
の
村
だ
け
で
で
き
る
体
験
」
と
し
て
、
観
光
や
雇

用
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
と
面
白
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆◆

土産店に並んだ村産100%メープルシロップ

「メープルの森」体験ツアー。
樹液採取の森を案内する様子

特 集
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特 集
平
成
ùþ
年
øø
月
に
「
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
始
動
記
者
発
表
が
山
形
県
長
井
市
で
開
か
れ
、
日
本
初

の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
長
井
市
の
Ｂ
ａ
ｂ

ｙ
Ｂｏ
ｘ
と
は
、
自
治
体
、
地
域
の
事
業
者
、
伝
統
工
芸

職
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
が
共
に
企
画
か
ら
考
え
育
児
用
品

を
作
り
、
一
つ
の
大
き
な
箱
に
詰
め
て
、
地
域
の
魅
力
と

ま
ち
全
体
の
祝
福
の

気
持
ち
を
込
め
た
贈

り
物
で
す
。
平
成
ùĀ

年
４
月
以
降
に
市
内

で
出
産
し
た
全
て
の

世
帯
に
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み

は
、
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂ
ｏ

ｘ
を
通
し
て
市
民
に

地
域
の
魅
力
と
伝
統

を
伝
え
て
い
く
と
共

に
、
市
外
へ
は
販
売

を
行
う
こ
と
で
地
場

産
業
の
振
興
と
、
市

民
の
活
躍
の
場
や
地
域
と
の
交
流
の
創
出
な
ど
を
目
的
と

し
、
子
育
て
支
援
と
同
時
に
様
々
な
地
域
課
題
を
解
決
す

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

子
ど
も
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
た
い

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
を
作
る
過
程
で
子
育
て
世
代
を
対
象

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
商
品
開
発
の
参
考
に
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
長
井
の
魅
力
を
自
分
の
子
ど
も
に
伝
え

ら
れ
る
か
？
」
と
い
う
質
問
に
全
体
の
約
７
割
が
「
何
と

な
く
」「
分
か
ら
な
い
」と
回
答
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
様
々
な
地
域
を
探
し
回
っ
て
「
子
育
て
す
る
な
ら
こ

の
場
所
」
と
思
い
神
奈
川
県
か
ら
長
井
市
に
移
住
し
ま
し

た
が
、
地
域
の
人
に
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
て
「
地
域

の
魅
力
の
実
感
」
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

子
ど
も
た
ち
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
、
地
域
に
誇

り
を
持
ち
主
体
的
に
地
域
の
た
め
に
行
動
す
る
大
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
っ
た
の
で
す
。

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
を
通
し
て
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
地
域

の
伝
統
や
魅
力
を
伝
え
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
向
上
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
Ｂ
ｏ
ｘ
の
中
身

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
に
は
øü
個
の
商
品
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
タ
イ
」
は
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
日
本
を
代
表
す
る
（
株
）
ア

バ
ン
テ
ィ
か
ら
生
地
を
仕
入
れ
デ
ザ
イ
ン
も
作
っ
て
頂

き
、
長
井
市
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
縫
製
し
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
た
ち
は
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
か
ら
の

孤
立
感
も
軽
減
で
き
ま
す
。「
漆
と
縄
の
モ
ビ
ー
ル
」
は

◆◆◆◆◆◆

BabyBox のニーズ調査

BabyBox の中身。様々な育児用品

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
行
政
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
共
創
の

 
「
日
本
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
―

佐
藤
　
亜
紀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
Ｌ
ｋ
ｕ
代
表
理
事

長
井
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

山
形
県
長
井
市

Ｂａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
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長
井
市
の
漆
器
職
人
が
製
作
し
、
漆
と
い
う
伝
統
工
芸
を

活
用
し
た
新
た
な
商
品
の
開
発
と
、
体
験
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
伝
統
工
芸
の
継
承
と
地
域
と
の
交
流
も
生
ま
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
に
入
る
商
品
に
は
一

つ
一
つ
背
景
と
目
的
が
あ
り
、
何
よ
り
も
長
井
市
の
人
た

ち
の
愛
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
Ｂ
ｏ
ｘ
は
創
る
過
程
と

贈
っ
た
後
に
意
味
が
あ
る

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
が
遂
に
完
成
し
、
平
成
ùĀ
年
４
月
øø

日
に
、
完
成
記
者
発
表
と
贈
呈
式
を
行
い
、
山
形
県
内
全

て
の
新
聞
社
と
テ
レ
ビ
局
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
同
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ａ
Ｌ
ｋｕ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
で
の
販
売
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
と
し
て
取
り

扱
い
も
開
始
し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
多
く
の
ご
注
文
を

頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
製
作
し
て
い
る
事
業
者
やａ
Ｌ

ｋｕ
と
し
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
を
創
る
過
程
で
は
「
子
育
て
世
代
の

た
め
に
何
が
出
来
る

か
？
何
を
作
れ
ば
地

域
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
る
か
？
」
と
事
業

者
や
職
人
と
共
に
考

え
る
こ
と
で
、
地
域

の
魅
力
を
見
直
し
、

商
品
を
企
画
か
ら
開

発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
他
業
種
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
自
分
た

ち
の
仕
事
に
対
す
る

新
た
な
可
能
性
の
発

◆◆◆

見
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
が

贈
ら
れ
た
後
で
は
、
伝
統
工
芸
の
体
験
や
、
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂ

ｏ
ｘ
を
受
け
取
っ
た
方
が
今
度
は
創
る
側
に
な
れ
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
子
育
て
し
な
が
ら
も
活
躍
で
き
る
場
が
生

ま
れ
ま
す
。
モ
ノ
を
作
り
贈
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
ヒ

ト
と
コ
ト
に
も
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
様
々
な
地
域
課
題
を

解
決
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
目
的
が
Ｂ
ａ
ｂ

ｙ
Ｂｏ
ｘ
に
は
あ
る
の
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
す
る

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
を
発
案
し
て
か
ら
１
年
ほ
ど
は
全
く

事
業
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
例
の
な
い
新
し
い
事
業

で
あ
っ
た
し
、
多
く
の
事
業
者
や
職
人
、
市
民
を
巻
き
込

ん
で
の
商
品
開
発
の
方
法
な
ど
、
未
知
の
挑
戦
に
皆
頭
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
が
予
算
を
持
つ
の
か
？
誰
が
進

め
る
の
か
？　

と
、
関
係
課
が
集
ま
る
会
議
で
は
、
進
む

ど
こ
ろ
か
後
退
し
て
い
く
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
諦
め
た
く
は
な
か
っ
た
し
、
こ
の
事
業

を
や
り
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
覚
悟
を
決
め
「
私
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
責
任
を
持
っ
て
商
品
開
発
を
行
い

ま
す
の
で
、予
算
だ
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
、

Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂ
ｏ
ｘ
は
や
っ
と
動
き
出
し
ま
し
た
。「
地
域

課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
、そ
の
事
業
を
行
い
、

こ
の
地
域
に
定
住
し
た
い
」。
そ
う
心
に
決
め
た
瞬
間
で

し
た
。様

々
な
形
の
起
業
支
援

そ
れ
か
ら
私
は
起
業
の
準
備
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
同

時
に
、
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
事
業
の
開
発
資
金
を
調
達
す
る

◆◆◆◆◆◆

た
め
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
に
挑
戦
し
た
り
、
総
務
省

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
に
も
採
択
さ
れ
、
助
成
金
と
専
門

家
か
ら
起
業
に
関
す
る
指
導
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
起
業
す
る
に
あ
た
り
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｇ
Ｃ
Ｆ
で
は
多
く
の
寄
付
金
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

取
り
組
み
に
賛
同
す
る
応
援
者
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ロ
ボ
ノ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
も
採

択
さ
れ
、
プ
ロ
ボ
ノ
チ
ー
ム
に
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
頂
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ａ
Ｌ
ｋｕ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
等
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
ùÿ
年
øù
月
に
は
長
井
市
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施

設
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ａ
Ｌ
ｋｕ
の

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

地
方
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
準
備
が
整
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

地
方
か
ら
世
界
へ
日
本
の
魅
力
を
発
信
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
最
後
の
年
に
な
り
、
任
期

後
も
長
井
に
住
み
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
に

勉
強
と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

方
で
新
し
い
事
業
を
始
め
る
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
は
２
年
前
よ
り
今
の
方
が
長
井
を
愛
し

て
い
る
し
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
き
っ
と
Ｂ
ａ
ｂｙ
Ｂｏ
ｘ
を
通
し
て
私
自
身
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
た
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。

「
地
方
か
ら
世
界
へ
日
本
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
」

そ
ん
な
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
い
、
全
国
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
社
会
起
業
家
の
仲
間
に
敬
意
を
込
め
て
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

箱がそのままベビーベッドに
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特 集
ジ
ビ
エ
と
は
な
ん
で
す
か

こ
こ
数
年
で
流
行
に
な
り
つ
つ
あ
る
ジ
ビ
エ
を
皆
さ
ん

食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

ジ
ビ
エ
と
い
う
言
葉
の

認
知
度
は
以
前
と
比
べ
て
随
分
と
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
改
め
て
ジ
ビ
エ
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
ち
ょ
っ
と
説

明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ビ
エ
【
フ
ラ
ン
ス
語
：HJCJFS

】
と
は
、
狩
猟
に

よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
の
鳥
獣
で
あ
る
。
近
年
で
は
狩

猟
か
ら
供
給
さ
れ
る
鳥
獣
肉
を
使
っ
た
料
理
に
ジ
ビ
エ
と

入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
書
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ジ
ビ
エ
と
は
畜
産
で
な
く
ワ
ナ
や

猟
銃
で
獲
っ
た
野
生

の
動
物
と
い
う
こ
と

で
す
。
ジ
ビ
エ
と
し

て
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
鴨
、
猪
、

鹿
な
ど
が
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の

◆◆◆

ジ
ビ
エ
を
使
っ
て
地
域
お
こ
し
を
進
め
て
い
る
の
が
私
の

住
む
長
野
市
若
穂
で
す
。

長
野
市
若
穂
に
つ
い
て

若
穂
は
長
野
県
長
野
市
の
最
東
端
に
位
置
す
る
地
域
で

北
の
須
坂
市
、
南
の
松
代
に
隣
接
す
る
地
域
で
す
。
人
口

は
約
１
万
２
５
０
０
人
、若
穂
の
市
街
地
寄
り
の
地
区「
綿

内
」
か
ら
新
幹
線
長
野
駅
ま
で
車
で
ù÷
分
く
ら
い
の
立
地

条
件
の
た
め
、
こ
の
地
区
は
長
野
市
街
に
勤
め
る
市
民
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、若
穂
は
広
く
、

南
東
方
向
に
は
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
が
広

が
り
、
多
様
な
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。

若
穂
は
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が

盛
ん
で
レ
ン
コ
ン
も
有
名
で
す
。
で
も
肝
心
の
若
穂
と
い

う
地
名
の
認
知
度
は
全
国
レ
ベ
ル
と
は
ま
だ
言
え
な
い
状

況
で
す
。
若
穂
と
い
う
地
名
は
比
較
的
新
し
く
で
き
た
地

名
で
お
隣
の
須
坂
市
（
須
坂
藩
）
や
松
代
地
区
（
松
代
藩
）

の
よ
う
に
古
く
か
ら
あ
る
地
名
で
な
い
こ
と
も
一
つ
の
要

因
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
若
穂
で
い
ま
私
は
ジ
ビ
エ
を

◆◆◆

通
し
た
地
域
お
こ
し
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
態
系
の
変
化
と
有
害
鳥
獣
の
増
加

皆
さ
ん
も
猪
や
鹿
な
ど
に
よ
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
産

物
被
害
や
市
街
地
、
住
宅
街
で
の
猪
の
出
没
な
ど
の
ニ
ュ

ー
ス
は
よ
く
耳
に
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
全
国
で
猪

や
鹿
な
ど
の
大
型
獣
の
生
息
数
は
増
え
続
け
て
お
り
農
産

物
へ
の
被
害
は
甚
大
で
す
。
若
穂
も
例
外
で
は
な
く
ピ
ー

ク
時
に
は
若
穂
だ
け
で
年
間
２
０
０
頭
も
の
猪
が
有
害
鳥

獣
と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
数
年
は
年
間
ý÷
〜
þ÷
頭
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
猪

の
捕
獲
頭
数
が
減
っ
て
き
た
代
わ
り
に
鹿
の
数
は
年
々
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
は
２
０
０
頭
も
獲
れ
た
猪

で
す
が
、
û÷
年
く
ら
い
前
ま
で
は
そ
も
そ
も
猪
は
若
穂
に

居
な
か
っ
た
と
地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
猟
師
さ
ん
か
ら
話
を
聞

い
て
い
ま
す
。
鹿
に
つ
い
て
も
３
〜
４
年
前
ま
で
は
年
間

３
〜
４
頭
し
か
獲
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
有
害

◆◆◆

鹿捕獲風景

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
若
穂
の
ジ
ビ
エ
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策
―

越
前
屋
圭
司

長
野
市
若
穂
地
区
地
域
お
こ
し
協
力
隊 長

野
県
長
野
市

ジ
ビ
エ
を
通
し
た
地
域
お
こ
し
と
情
報
発
信

若穂ジビエ ロゴ
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鳥
獣
の
捕
獲
数
が
増
え
て
き
た
若
穂
で
「
猪
を
埋
設
処
分

や
自
家
消
費
に
回
す
だ
け
で
な
く
肉
を
販
売
し
よ
う
」
と

い
う
目
的
で
平
成
ùü
年
「
野
生
鳥
獣
食
肉
加
工
施
設　

自

美
恵
（
じ
び
え
）」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
食
肉
加
工
施
設　

自
美
恵（
じ
び
え
）

狩
猟
と
有
害
駆
除
で
捕
獲
さ
れ
た
猪
を
解
体
処
理
し
て

肉
を
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
美
恵
で
す
が
、
順

調
な
運
営
と
い
う
状
況
に
は
今
も
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
運

営
の
問
題
に
関
し
て
は
先
の
有
害
鳥
獣
の
増
加
原
因
と
同

じ
く
複
数
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
解
体
精
肉
作
業

従
事
者
の
不
足
」「
狩
猟
者
の
不
足
」「
販
路
の
不
足
」「
付

加
価
値
の
不
足
」
な
ど
で
す
。
今
ま
で
は
、
す
べ
て
の
作

業
を
猟
友
会
会
員
有
志
が
本
業
の
仕
事
の
合
間
に
時
間
を

作
っ
て
対
応
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
運
営
が
難
し
い
の
も

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
順
調
な
運
営
と
は
、
利
益
が
出
る

◆◆◆

＝
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
こ
と
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
若
穂
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
人
が
平
成
ùĀ
年
１
月

か
ら
入
っ
て
き
ま
し
た
。
若
穂
の
協
力
隊
の
業
務
内
容
は

「
若
穂
の
ジ
ビ
エ
振
興
」
と
「
有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
対
応
」

で
す
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
ジ
ビ
エ
を
売
る

若
穂
地
区
の
協
力
隊
と
し
て
採
用
さ
れ
着
任
し
た
１
月

は
狩
猟
期
間
中
で
加
工
施
設
の
繁
忙
期
で
し
た
。
若
穂
の

ジ
ビ
エ
を
広
め
る
前
に
ま
ず
は
肉
の
知
識
が
な
け
れ
ば
売

れ
ま
せ
ん
。
毎
日
加
工
施
設
に
行
き
、
猪
、
鹿
の
解
体
作

業
の
手
伝
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
猟
師
さ
ん
に

解
体
方
法
を
学
び
、
そ
の
後
に
自
身
で
学
ん
だ
他
の
加
工

施
設
の
方
法
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
１
月
の
着
任
か

ら
３
カ
月
で
ùü
頭
以
上
の
獲
物
を
解
体
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
自
分
独
自
の
解
体
方
法
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
加

工
す
る
だ
け
で
な
く

獲
る
方
も
で
き
な
く

て
は
ジ
ビ
エ
を
作
る

こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
協
力
隊
着
任
後

す
ぐ
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
猟
銃
の
所

持
も
目
指
し
て
お
り

８
月
に
は
猟
銃
の
所

持
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
平
成
ùĀ
年
の
狩

猟
期
か
ら
は
自
身
も

ワ
ナ
を
掛
け
て
猟
銃

を
持
っ
て
獲
物
を
獲

◆◆◆

り
ま
す
。
つ
ま
り
猟
師
に
な
る
わ
け
で
す
。

狩
猟
期
が
終
わ
り
獲
物
の
搬
入
が
少
な
く
な
る
春
・
夏
・

秋
に
つ
い
て
は
、
売
る
、
知
っ
て
も
ら
う
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
協
力
隊
が
入
っ
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
加
工
施

設
と
ジ
ビ
エ
振
興
を
支
援
す
る
行
政
（
長
野
市
）
と
の
連

携
が
う
ま
く
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
が
加
工

施
設
に
い
る
の
で
迅
速
な
対
応
も
可
能
で
す
。

ジ
ビ
エ
は
ひ
と
つ
の
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ジ
ビ
エ
を
扱
う
飲
食
業
が
全
国
で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

若
穂
は
長
野
市
で
す
か
ら
信
州
ジ
ビ
エ
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
力
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
猟
友
会
中
心
の
人
脈
で
販
売

し
て
い
た
肉
を
行
政
や
さ
ら
に
は
民
間
の
会
社
と
連
携
し

て
販
売
先
を
探
っ
て
い
く
と
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
保
冷

庫
の
在
庫
が
不
足
す
る
ほ
ど
の
顧
客
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
業
務
用
の

販
売
だ
け
で
な
く
、
地
元
若
穂
の
方
々
に
も
ジ
ビ
エ
試
食

会
、
料
理
教
室
な
ど
を
通
じ
て
「
若
穂
の
ジ
ビ
エ
」
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
を
通
し
て
の
地
域
づ
く
り

若
穂
の
ジ
ビ
エ
を
広
め
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
様
々

な
相
乗
効
果
が
で
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
地
元
特
産
と
な

る
有
力
な
ア
イ
テ
ム
が
一
つ
出
来
た
こ
と
で
す
。
地
元
の

ピ
ザ
屋
さ
ん
で
は
「
ジ
ビ
エ
ピ
ザ
」
が
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ

り
大
人
気
で
す
。
長
野
駅
周
辺
の
飲
食
店
で
も
若
穂
の
ジ

ビ
エ
取
扱
店
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ジ
ビ
エ
を
通

じ
て
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
や
、
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
新
し
い

土
産
物
の
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
を
通
じ
て
全

国
に
若
穂
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
試
み
が
若
穂
で
進

ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

猪肉スライス

野生鳥獣食肉加工施設・自美恵
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特 集
鳥
羽
市
は
日
本
一
の
海
女
の
多
い
ま
ち

三
重
県
鳥
羽
市
は
志
摩
半
島
の
東
端
に
位
置
し
、
温
暖

な
気
候
と
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
海
女
が

日
本
一
多
い
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、
全
国
約
２
０
０
０

人
の
海
女
の
う
ち
約
５
０
０
人
が
鳥
羽
市
で
暮
ら
し
働
い

て
い
ま
す
。

海
女
と
は
、
素
潜
り
で
ワ
カ
メ
や
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海

藻
を
採
っ
た
り
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
の
貝
類
を
獲
っ

た
り
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
る
女
性
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
万
葉
集
に
も
記
述
が
あ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
海
女

漁
が
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
平
成
ùĀ
年
３
月
に
は「
鳥
羽
・

志
摩
の
海
女
漁
の
技
術
」
が
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、「
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
業
と
真
珠
養
殖
業
」

が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
海
女
漁
は
日
本
の
誇
り
高
い
文
化
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

私
が
暮
ら
す
石
鏡
町
は
海
女
と
漁
師
の
ま
ち
で
、
鳥
羽

◆◆◆

の
市
街
地
か
ら
車
で
ú÷
分
ほ
ど
南
下
し
た
所
に
あ
り
、
外

洋
に
面
し
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
絶
景
が
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
石
鏡
町
で
は
、
現
在
ü÷
人
以
上
の
海
女
が
操
業

し
て
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
þ÷
歳
を
超
え
て
い
て
、
や

は
り
後
継
者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

私
は
こ
こ
石
鏡
町
で
、
２
年
前
か
ら
主
に
海
女
後
継
者

の
１
人
と
し
て
海
女
漁
を
し
た
り
、
海
女
に
ま
つ
わ
る
神

事
や
文
化
の
継
承
・
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を
し
て
ま
ち

お
こ
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
海
女
に
な
っ
た
の
か

会
う
人
、
会
う
人
に
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
聞
か
れ

る
の
が
「
な
ぜ
海
女
に
な
っ
た
の
？
」
と
い
う
質
問
で
す
。

そ
う
で
す
よ
ね
、
ど
う
し
て
海
女
に
な
っ
た
の
か
不
思
議

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
中
で
は
海
女
に
な
る
べ

く
し
て
海
女
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
運
命
み
た
い

な
も
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
小
さ
い
頃
か
ら
海
が
大
好
き
で
、
海
で
遊

ぶ
の
も
、
海
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
な
ど
を

◆◆◆

観
る
の
も
好
き
で
し
た
。
大
学
の
海
洋
学
部
に
進
学
し
た

際
に
は
様
々
な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
体
験
し
、
勉
強
も
遊

び
も
全
て
海
で
し
た
。
卒
業
研
究
で
１
年
ほ
ど
沖
縄
県
の

西
表
島
に
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
朝
起
き
た
ら
ま
ず
海
で
泳

ぎ
、
日
中
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
潜
水
調
査
、
夕
方
は
釣
り
を

し
た
り
、
貝
を
拾
っ
た
り
、
山
で
野
草
な
ど
を
採
っ
て
そ

の
日
の
夕
食
に
し
て
い
ま
し
た
。
海
と
共
存
し
て
い
る
暮

ら
し
は
私
の
人
生
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

卒
業
後
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
ø÷
年
間
、
東
京

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
写
真
も
好
き
な
の
で
、
仕
事
に
は

満
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
海
の
近
く
で
暮
ら
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
鳥
羽
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一
つ
と

し
て
海
女
後
継
者
を
募
集
し
て
い
る
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
の
で
す
。運
命
と
し
か
思
え
ず
、

「
海
と
写
真
の
経
験
で
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
」
と
応
募

石鏡町の全景
外洋に面しています。冬の澄んでいる日には富士山を見ることもできます

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
日
本
一
海
女
の
多
い
鳥
羽
市
で
の
ま
ち
お
こ
し
―

大
野
　
愛
子

鳥
羽
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊 三

重
県
鳥
羽
市

海
女
と
し
て
技
術
・
文
化
を
継
承
、
発
信
へ
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し
ま
し
た
。

家
族
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た

海
女
さ
ん
達

海
女
漁
は
地
域
の
人
々
が
共
同
で
守
り
育
て
て
い
る
大

切
な
漁
法
で
あ
る
た
め
、
誰
で
も
無
条
件
で
潜
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
目
的

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

当
初
は
市
外
町
外
の
人
に
海
女
漁
を
さ
せ
る
な
ん
て
、
も

っ
て
の
ほ
か
。
ほ
と
ん
ど
の
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
へ
の

受
け
入
れ
を
断
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
都
会
か
ら
知
ら
な
い

人
が
来
て
町
に
住
み
、
自
分
達
の
海
に
潜
る
な
ん
て
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
最
初
は
警

戒
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
た
今
の
海
女
小
屋
の
皆
さ

ん
が
「
こ
こ
を
家
族
の
集
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
い
」
と
言

っ
て
く
れ
た
時
の
嬉
し
さ
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

そ
の
後
は
海
が
好
き
、
海
女
が
好
き
と
い
う
思
い
は
同

じ
で
す
の
で
、
他
の
海
女
さ
ん
達
と
も
す
ぐ
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。
顔
を
合
わ
せ
ば
必
ず
話
し
か
け
て
く
れ
る
し
、

技
術
も
色
々
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

気
さ
く
に
接
し
て
く
れ
、
家
族
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
海
女
さ
ん
達
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
、
海
女
後
継
者

と
し
て
の
活
動
以
外
に
も
、
地
域
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
頃
は
、

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
Ｐ
Ｒ
で
町

外
へ
出
る
要
請
も
続
い
た
た
め
、
海
女
と
し
て
の
時
間
を

除
く
と
地
元
の
人
と
深
く
関
わ
る
余
裕
が
な
く
、
地
域
の

困
り
ご
と
を
深
く
知
る
こ
と
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

で
も
、
私
は
石
鏡
町
が
好
き
で
、
こ
こ
で
生
き
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
で
も
な
い

の
で
、
で
き
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
目
の
前
に
あ
る
仕

事
を
と
に
か
く
目
的
を
持

っ
て
臨
み
、
そ
し
て
楽
し

も
う
と
決
め
ま
し
た
。
任

期
３
年
目
に
差
し
掛
か
る

平
成
ùĀ
年
度
は
、
地
域
内

の
活
動
を
主
に
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

今
は
、
私
の
特
技
の
一

つ
で
あ
る
写
真
で
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
、
海
女

文
化
や
町
内
行
事
等
の
記

録
撮
影
を
し
て
い
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
写

真
を
配
っ
た
り
、
写
真
展

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
市
外
か
ら
来
た
私
だ
か
ら
気
づ
く

地
域
の
魅
力
を
広
く
多
く
の
人
に
か
つ
、
地
域
の
方
に
も

再
認
識
し
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
Ａ
ｍ
ａ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
作
る
の
が
夢

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
一
人
前
の
海
女
と
し
て
技
術
・

文
化
を
継
承
し
、
稼
げ
る
こ
と
で
す
。
任
期
終
了
後
も
石

鏡
町
で
暮
ら
し
、
海
女
を
続
け
た
い
私
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

次
に
重
要
な
の
は
写
真
家
と
し
て
海
女
文
化
を
記
録

し
、
残
し
て
い
く
こ
と
と
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
海
女
文

化
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
日
も

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
海
女
文
化
を
継
承
、
記
録
、
伝
え

る
こ
と
は
今
後
に
向
け
て
社
会
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

あ
と
は
、地
域
の
人
た
ち
と
朝
市
を
開
催
し
た
い
で
す
。

鳥
羽
市
内
で
は
、
い
く
つ
も
朝
市
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
石
鏡
町
に
も
他
の
地
域
に
負
け
な
い
活
気
、
ま
た
、

な
ん
と
い
っ
て
も
海
の
恵
み
が
あ
り
ま
す
。

隊
員
の
任
期
は
最
長
３
年
で
す
が
、
任
期
が
終
了
し
た

ら
、
地
域
活
性
化
の
仕
事
が
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
色
々
と
慣

れ
、
地
域
の
こ
と
が
理
解
で
き
始
め
た
今
や
っ
と
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
海
女
と
し
て

の
暮
ら
し
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
石
鏡
町
の
一
員
と
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
海
が
見
え
る
景
色
と
、
海
女
が
獲
っ
た
物

を
堪
能
で
き
る
「
Ａ
ｍ
ａ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
作
る
の
が
夢

で
す
。
地
元
の
人
が
集
ま
れ
る
場
の
提
供
や
、
雇
用
に
も

繋
が
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

海女小屋仲間の先輩達と

石鏡町の海女
平均年齢 70歳以上の海女さん達と一緒に潜っています

特 集
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特 集
農
業
に
携
わ
る

ň

農
業
の
持
続
可
能
な
新
し
い
形
を
作
り
た
いŉ
。
学
生

時
代
に
日
本
各
地
を
巡
り
、
地
域
の
農
家
さ
ん
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
農
業
と
関
わ
る
中
で
、
私
の
中
で
の
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
収
入
が
不
安
定
、重
労
働
、

後
継
者
不
足
な
ど
、
抱
え
て
い
る
課
題
を
目
の
当
た
り
に

し
て
き
た
中
で
、
食
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
産
業
を
未
来

の
あ
る
形
に
変
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

農
業
と
は
程
遠
い
東
京
で
育
っ
た
私
で
す
が
、
地
方
へ

の
関
心
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
移
住
し
て
農
業
に
関
わ
る

と
決
め
て
い
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
３
年
後
、
偶
然
に
も

旅
先
でň

地
域
お
こ
し
協
力
隊ŉ

の
存
在
を
知
り
、
２
０

１
６
年
１
月
に
長
崎
県
島
原
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

そ
も
そ
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

◆◆◆◆◆◆

の
は
何
な
の
か
、ň

地
域
お
こ
しŉ

と
は
何
な
の
か
、
移

住
す
る
以
前
よ
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

１
．  

既
存
の
資
源
、
人
材
を
活
用
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ

る
。

２
．  

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
を
作
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
は
こ
れ
ら
に
分
類
さ

れ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
１
は
地
域
の
特
産
品
や
工
芸

品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
商
品

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
な
ど
、
一
般
的
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
た
だ
、
こ
れ

ら
で
は
任
期
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
過
性
の

も
の
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
将
来
的
に
見
る
と
２

の
側
面
を
持
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

３
年
と
い
う
短
期
間
で
は
結
果
が
見
え
に
く
い
で
す

が
、
未
来
へ
向
け
た
人
材
の
育
成
や
産
業
の
基
盤
を
作
る

こ
と
、
こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
地
域
お
こ
し
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

移
住
当
時
の
私
自
身
こ
れ
ら
の
考
え
の
も
と
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
農
業
分
野
で
具
体
的
に
何
を
す
る
の

か
見
え
な
い
中
で
も
、
１
年
以
内
に
事
業
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
農
家
さ
ん
と
新
し
い
農
業
の
形
を
作
っ
て
い
く
と

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
、
農
業
を
知
る

農
業
を
何
と
か
し
た
い
と
は
い
え
、
私
自
身
が
全
く
の

素
人
で
あ
り
、
島
原
と
い
う
地
域
の
こ
と
を
何
一
つ
知
ら

な
い
ま
ま
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
農
家
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
も
な
け
れ
ば
、
協
力
者
も
市
役
所
の
方
を
除
け

ば
１
人
も
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
地
域
の
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
り
、
島
原
の
こ
と
、
農
業
の
こ
と
を
知
る
、
を

テ
ー
マ
に
、
４
カ
月
間
様
々
な
人
に
会
い
、
話
し
、
繋
が

り
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
累
計
２
０
０
人
ほ
ど
の
方
と
会

う
中
で
、
多
様
な
島
原
の
情
報
を
集
め
る
と
共
に
、
地
域

の
農
業
の
課
題
や
問
題
点
、
反
対
に
良
い
と
こ
ろ
を
学
び

ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
４
月
よ
り
、
島
原
の
農
業
に
適

し
た
事
業
計
画
を
具
体
的
に
立
て
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。島

原
の
農
業
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
島
原
半

島
と
い
う
産
地
だ
け
で
も
多
種
多
品
目
の
農
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
品
質
や
味
も
最
高
に
美
味
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
反
対
に
課
題
と
な
る
も
の
は
、
流
通
の
条
件
が

非
常
に
悪
く
、
そ
れ
も
あ
っ
て
販
路
の
選
択
肢
が
少
な
い

（
大
半
の
農
家
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
や
市
場
へ
の
出
荷
）、
ま
た
１

年
を
通
し
て
収
入
が
安
定
し
な
い（
天
候
や
相
場
の
影
響
）

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
浮
き
出
た
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
見
る
と
農
業
規
模
、
人
口
が
縮

小
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
か
ら
見
て
も
危
機
感
を
感
じ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

◆◆◆

஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
「
し
ま
ば
ら
野
菜
」
に
よ
る
新
し
い
農
業
の
形
を
―

光
野
　
竜
司

株
式
会
社
ト
ト
ノ
ウ 

代
表
取
締
役

島
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

長
崎
県
島
原
市

株
式
会
社
で
農
業
を
経
営
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強
み
を
活
か
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
先
を

見
た
持
続
可
能
な
農
業
の
形
を
つ
く
っ
て
い
く
役
割
を
担

う
会
社
と
な
る
。
こ
れ
を
見
据
え
た
「
株
式
会
社
ト
ト
ノ

ウ
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

ň

ト
ト
ノ
ウŉ

と
は
「
農
業
の
形
を
新
し
い
も
の
に
整

え
て
い
く
」「
都ト

と
農ノ

ウ

を
つ
な
ぐ
、
良
い
関
係
性
を
構
築

す
る
」
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
農
業
の
形
を
作
る
ト
ト
ノ
ウ

農
業
の
あ
り
方
、
立
ち
位
置
を
変
え
る
こ
と
、
未
来
へ

持
続
可
能
な
形
を
作
る
こ
と
、
こ
れ
は
前
に
述
べ
た
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
を
作
る
こ
と
に
深
く
関
わ
っ
て
き

ま
す
。
私
が
農
業
を
見
て
き
た
中
で
最
大
の
欠
点
は
、
収

入
が
不
安
定
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
ギ
ャ
ン
ブ
ル
み

た
い
な
も
の
で
、天
候
や
相
場
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

こ
の
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
た
め
に
農
業
に
取
り

込
む
べ
き
は
、
固
定
給
と
い
う
概
念
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
同
じ
で
、
学
生
の
就
活
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
も

の
に
し
ま
す
。
農
家
さ
ん
を
構
成
員
と
し
た
法
人
を
作
る

こ
と
で
、
こ
の
形
が
目
指
せ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

単
な
る
農
作
業
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
と
い
う
視
点
か
ら

の
農
業
を
考
え
る
機
会
が
作
れ
そ
う
で
す
。
こ
の
先
、
特

に
未
来
あ
る
若
手
の
農
家
さ
ん
に
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
く
る
視
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

株
式
会
社
ト
ト
ノ
ウ
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、
島
原
半

島
の
農
家
さ
ん
（
特
に
若
手
）
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
出

資
い
た
だ
く
こ
と
で
発
起
人
の
一
員
、
言
い
換
え
れ
ば
株

主
と
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ト
ト
ノ
ウ
の
経
営
に
直
接

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
は
取
締
役
や
従
業
員

と
し
て
農
作
物
の
対
価
を
単
な
る
売
買
契
約
で
は
な
く
固

定
給
と
し
て
支
払
い
で
き
る
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

都
会
と
農
家
を
つ
な
ぐ
ト
ト
ノ
ウ

ト
ト
ノ
ウ
が
株
式
会
社
で
あ
る
以
上
、
利
益
の
追
求
は

必
須
で
す
。
た
だ
島
原
半
島
に
お
い
て
農
業
の
形
は
完
成

◆◆◆◆◆◆

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
新
し
い
農
業
の
形
と
は
程
遠
い
も

の
で
す
。

「
自
分
が
作
っ
て
い
る
野
菜
は
、
誰
が
食
べ
て
ど
ん
な

感
想
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
あ
る
１

人
の
農
家
さ
ん
か
ら
聞
い
た
言
葉
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た

こ
と
は
、
農
業
と
は
遠
い
都
会
に
い
る
消
費
者
と
生
産
現

場
の
農
家
さ
ん
を
直
接
つ
な
ぎ
、
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
島
原
半
島
に
は
多
種
多
品
目
の
質

の
高
い
農
作
物
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
最
大
限
活
用
し

な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
に
は
農
家
さ
ん
か
ら
直
接
お
い
し
い
野
菜
が
届

く
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
や
野
菜
の
情
報
に
よ
る
食
、
農

業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
生
産
者
に
は
直
接
食
べ
た
方

の
声
が
届
く
こ
と
に
よ
る
さ
ら
な
る
質
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。
相
互
にｗ
ｉ
ｎ
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
性
を
構
築
で
き

る
仕
組
み
を
目
指
す
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
直

販
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
サ
イ
ト
に
は
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
掛
け
を
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
が
２
０
１
７
年
１
月
。
現
在
で
は
ユ
ー

ザ
ー
の
約
７
割
が
東
京
、
大
阪
の
首
都
圏
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ト
ト
ノ
ウ
の
こ
の
先

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
か
ら
始
ま
っ
た
ト
ト
ノ
ウ
は
、

①
新
規
就
農
者
増
加
の
た
め
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
②
農

業
の
方
法
を
変
え
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
③
農
業
技
術
の
海

外
輸
出
、
を
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

九
州
全
体
に
広
め
て
い
く
こ
と
で
、「
ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

九
州
」
と
い
う
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

島原の農業風景（南串山の棚田） しまばら野菜の詰め合わせ商品
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஍
Ҭ
͓
こ
͠
ڠ
ྗ
ୂ
と
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
・
強
化
が
必
要
―

中
井
　
孝
一

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
課
長
補
佐

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
推
進
に
向
け
て

は
じ
め
に

都
市
部
の
若
者
等
が
過
疎
地
域
等
に
移
住
し
て
、
概
ね

１
年
以
上
３
年
以
下
の
期
間
、
地
場
産
品
の
開
発
、
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
に
定
住
・
定
着
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
総
務
省

が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
創
設
し
て
か
ら
、
８
年
が

経
過
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
資
料
）。
本
稿
で
は
、
今
年
度
、

９
年
目
を
迎
え
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と
総
務
省

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と 

今
後
の
課
題

○
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
標

初
年
度
で
あ
る
平
成
ùø
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

隊
員
数
ÿĀ
人
・
取
り
組
み
団
体
数
úø
団
体
で
あ
っ
た
が
、

平
成
ùý
年
６
月
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
島
根
県
と

鳥
取
県
を
視
察
さ
れ
た
際
、
今
後
３
年
間
で
隊
員
数
（
当

時
約
１
千
人
）
を
３
倍
に
す
る
よ
う
に
総
務
大
臣
に
指
示

を
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
、「
平
成
ùÿ
年
に
３
千
人
、
平
成
úù
年
に
４
千

人
を
め
ど
に
拡
充
」
と
の
数
値
目
標
が
明
記
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
後
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
平

成
ùÿ
年
に
活
動
し
た
隊
員
は
４
１
５
８
人
、
取
り
組
み
団

体
は
８
６
３
団
体
と
な
っ
た
。
隊
員
の
約
４
割
が
女
性
で

あ
り
、
ù÷
歳
代
、
ú÷
歳
代
の
隊
員
が
約
７
割
を
占
め
て
い

る
な
ど
、
若
い
方
々
の
感
性
で
地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ

て
い
る
。

○
今
後
の
課
題

こ
の
よ
う
に
、
平
成
úù
年
の
目
標
を
４
年
前
倒
し
で
達

成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
次
の

３
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、
隊
員
を
受
け
入
れ
る
地
方
自
治
体
（
以
下
「
受

け
入
れ
自
治
体
」）
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

受
け
入
れ
自
治
体
が
地
域
住
民
と
連
携
し
、
隊
員
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
や
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
・
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
受
け
入
れ
自
治
体
や
地
域
と
隊
員
候
補
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
活
動
に
思
い
を
寄
せ
る
隊
員
の
な
り
手
を
掘
り
起
こ

し
、
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
多
く
の
隊
員
が
定
住
に
際
し
て
起
業
し
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
希
望
を
か
な
え
、

任
期
終
了
後
に
地
域
で
起
業
を
実
現
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
即
し
て
、
総
務
省
の
取
り
組

み
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

受
け
入
れ
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

○‌‌

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
手
引
き
」

の
策
定

隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
け
る
大
き
な
決
断
を

し
て
移
住
し
、
慣
れ
な
い
生
活
の
中
、
地
域
協
力
活
動
に

従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。
受
け
入
れ
自
治
体
は
、
こ
の
よ

う
な
隊
員
を
業
務
面
の
み
な
ら
ず
、
生
活
面
も
含
め
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
受
け
入
れ
自
治
体
が

隊
員
を
受
け
入
れ
地
域
に
つ
な
ぎ
、
受
け
入
れ
自
治
体
・

受
け
入
れ
地
域
・
隊
員
の
３
者
で
「
想
い
」
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
隊
員
の
円
滑
か
つ
有
意
義
な
地
域
協
力
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
隊
員
の
活
動
は
、
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
関
係
を
損

ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
隊
員
の
服
務
規
律
、
活
動
規
律

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
、
総
務
省

は
、
隊
員
を
受
け
入
れ

る
際
に
留
意
す
べ
き
点

や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等

を
と
り
ま
と
め
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

入
れ
に
関
す
る
手
引

き
」（
以
下
「
手
引
き
」）

を
作
成
し
、
受
け
入
れ

自
治
体
に
実
務
上
の
参

考
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

（
１
）
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
に
当

た
っ
て
の
留
意
点

各
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
、
現
状
、
主
に

以
下
の
２
つ
の
任
用
形

態
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
存
在
す
る
。

・  

一
般
職
非
常
勤
職
員

・  

特
別
職
非
常
勤
職
員

こ
の
ほ
か
、
地
方
自

治
体
が
任
用
せ
ず
、
委

託
契
約
を
締
結
す
る
場

合
等
も
見
ら
れ
る
。

地
方
公
務
員
と
し
て

任
用
す
る
場
合
、
ど
の

業
務
に
ど
の
よ
う
な
任

用
・
勤
務
形
態
の
職
員

を
充
て
る
か
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
関
係
す
る
法
令
等
の
適

用
関
係
を
適
切
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、「
臨
時
・
非
常

勤
職
員
及
び
任
期
付
職
員
の
任
用
等
に
つ
い
て
」（
平
成

ùý
年
７
月
４
日
付
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
長
通

知
）
等
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
す
る
場
合
、
地
方
公

務
員
法
に
お
い
て
、
営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
従
事
す
る
場
合
は
任
命
権
者
の
許
可
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
公
務
に

支
障
を
来
し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
十
分
留
意
し

つ
つ
、
勤
務
形
態
等
を
勘
案
し
て
必
要
に
応
じ
弾
力
的
な

運
用
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
、
一
般
職
非

常
勤
職
員
と
し
て
任
用
し
て
い
る
隊
員
に
つ
い
て
、
許
可

権
者
を
隊
員
の
普
段
の
活
動
に
精
通
し
て
い
る
担
当
課
の

管
理
職
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。兼
業
等
を
通
じ
て
、

隊
員
が
任
期
中
か
ら
起
業
や
就
業
に
向
け
た
準
備
を
し
、

ひ
い
て
は
任
期
終
了
後
に
活
動
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

特
別
職
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
非
常
勤
職

員
と
異
な
り
、
地
方
公
務
員
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い

る
た
め
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
に
係
る
制
度
上
の
課
題
と

し
て
は
、
服
務
の
面
で
、
守
秘
義
務
、
政
治
的
行
為
の
制

限
な
ど
公
共
の
利
益
保
持
に
必
要
な
諸
制
約
が
課
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
状
、
特
別
職

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
お
い

て
は
、
各
地
方
自
治
体
の
設
置
要
綱
等
に
、
隊
員
の
活
動

内
容
に
応
じ
て
、
服
務
等
に
係
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

ま
た
、「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」（
平
成
ùĀ
年
法
律
第
ùĀ
号
）
が
、
平
成

資料
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ùĀ
年
５
月
øþ
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
úù
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
別
職
の
任
用
の
厳
格
化

等
に
伴
い
、
隊
員
は
、
原
則
、
一
般
職
の
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
な
る
。
法
改

正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、他
の
特
別
職
非
常
勤
職
員
と
同
様
、

服
務
等
の
面
で
適
正
化
を
図
る
た
め
、
法
施
行
前
に
お
い

て
も
、
実
情
に
応
じ
て
、
一
般
職
非
常
勤
職
員
に
任
用
根

拠
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

そ
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
の
段
階
に
応
じ
た
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
手
引
き
に
掲
載
し
た
。

ま
ず
、「
ス
テ
ー
ジ
１　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
前
」

と
し
て
、
事
前
に
十
分
な
準
備
を
す
る
た
め
に
、
受
け
入

れ
自
治
体
に
押
さ
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
項
目
を
具

体
的
に
挙
げ
て
い
る
。
隊
員
の
募
集
を
始
め
る
前
に
、
受

け
入
れ
自
治
体
と
受
け
入
れ
地
域
等
が
「
想
い
」
を
共
有

し
て
い
る
か
、
受
け
入
れ
準
備
が
十
分
に
整
っ
て
い
る
か

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
、「
ス
テ
ー
ジ
２　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
・

採
用
時
」
と
し
て
、
募
集
要
項
の
作
成
か
ら
採
用
の
方
法

ま
で
、
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
項
目
を
具
体
的
に
挙
げ

て
い
る
。
隊
員
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
個
性
を

も
っ
た
隊
員
と
受
け
入
れ
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要

で
あ
る
。
募
集
や
採
用
時
に
お
い
て
も
、
十
分
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、「
ス
テ
ー
ジ
３　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

開
始
〜
任
期
中
」
で
あ
る
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取

り
組
み
は
、
隊
員
の
任
期
中
に
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
用
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
の
リ
ス
ト
は
受
け
入
れ
自
治
体
・
受
け
入

れ
地
域
・
隊
員
と
い
っ
た
３
者
の
立
場
か
ら
改
め
て
確
認

で
き
る
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
３
つ
用
意
し
て
い
る
。
他

の
立
場
か
ら
の
見
え
方
を
含
め
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

○
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
の
運
営

総
務
省
で
は
、
隊
員
や
地
方
自
治
体
職
員
等
か
ら
の
電

話
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
に
一
元
的
に
対
応
す
る
た

め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」（
以
下
「
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」）
を
平
成
ùÿ
年
９
月
か
ら
開
設
し
て
い

る
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
で
は
、
一
般
行
政
相
談
員
の

ほ
か
、
専
門
相
談
員
（
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
５
人
（
う
ち

女
性
２
人
）
が
対
応
し
て
い
る
。

平
成
ùĀ
年
４
月
末
ま
で
の
営
業
日
１
７
７
日
間
に
お
い

て
、
６
９
７
件
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。
相
談
者
の
区

分
は
、
地
方
自
治
体
関
係
者
３
１
１
件
（
ûû
・６
％
）、
隊

員
３
１
０
件
（
ûû
・
５
％
）、
協
力
隊
希
望
者
ùü
件
（
３
・

６
％
）、
そ
の
他
üø
件
（
７
・３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

○
研
修
機
会
の
充
実

総
務
省
で
は
、隊
員
等
を
対
象
と
し
て
初
任
者
研
修
会
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会
、
起
業
・
事
業
化
に
向
け
た
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方
自
治
体
職
員
向
け
の

研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

一
方
で
、
前
述
の
と
お
り
、
隊
員
数
が
４
千
人
を
超
え

る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
、
都
道
府
県
単

位
の
研
修
等
の
開
催
に
よ
る
研
修
機
会
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。

受
け
入
れ
自
治
体
が
実
施
す
る
隊
員
を
対
象
と
す
る
研

修
等
に
要
す
る
経
費
は
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
財
政
措
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
同
様
の
研
修

等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
ùÿ
年
度
か
ら
、
普

通
交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

都
道
府
県
単
位
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
例
と
し
て
、

岐
阜
県
が
、
県
内
の
活
動
事
例
の
紹
介
や
現
地
視
察
を
行

う
初
任
者
研
修
の
ほ
か
、「
特
産
品
づ
く
り
」「
空
き
家
活

用
」
等
の
テ
ー
マ
ご
と
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
任
期
終

了
後
を
考
え
る
研
修
な
ど
、
各
段
階
に
応
じ
た
内
容
の
研

修
を
複
数
回
開
催
し
て
い
る
。
平
成
ùþ
年
度
は
、
初
任
者

研
修
１
回
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
３
テ
ー
マ
（
各
テ
ー
マ

３
回
）、
任
期
終
了
後
に
向
け
た
研
修
１
回
の
ほ
か
、
セ

ミ
ナ
ー
及
び
交
流
会
を
各
１
回
実
施
し
て
い
る
。

隊
員
の
円
滑
な
地
域
協
力
活
動
の
実
施
や
任
期
終
了
後

の
定
住
・
定
着
の
支
援
に
加
え
、
隊
員
同
士
の
交
流
の
機

会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
各
地
域
で
の
研
修
機
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

隊
員
の
な
り
手
の
掘
り
起
こ
し

○
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

総
務
省
で
は
、
隊
員
や
地
方
自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
、

広
く
一
般
の
方
の
参
加
も
得
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。
事
例
報
告
や
Ｐ
Ｒ

等
に
よ
り
広
く
制
度
を
周
知
し
、
隊
員
の
な
り
手
の
掘
り

起
こ
し
を
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
同
士
の
学
び
、
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
ùÿ
年
øø
月
、
ベ
ル
サ
ー
ル
東
京
日
本
橋
に
お
い

て
開
催
し
た
第
３
回
に
は
、
約
１
千
人
（
う
ち
隊
員
は

５
８
０
人
程
度
）
が
参
加
さ
れ
た
。
今
年
度
も
開
催
予
定

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
都
市
部
の
住
民
に
対
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
周
知
を
行
い
、
隊
員
の
な
り
手
の
掘
り

起
こ
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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○
効
果
的
な
情
報
発
信

地
域
で
の
活
動
に
関
心
や
意
欲
の
あ
る
人
材
に
効
果
的

に
募
集
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う

な
情
報
発
信
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

①
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
」）
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
募
集
情
報
を
掲
載
す

る
。

②
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
「
隊
員
希
望
者
登

録
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
条
件
に
合
う
隊
員
希
望
者

に
直
接
連
絡
を
す
る
。

③
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
主
要
都
市
に
お
い
て
募
集

説
明
会
を
開
催
す
る
（
募
集
説
明
会
は
県
単
位
・
エ
リ

ア
単
位
で
複
数
自
治
体
に
よ
る
合
同
募
集
説
明
会
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
）。

④
毎
年
１
月
に
都
内
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
地
域
お

こ
し
協
力
隊
合
同
募
集
説
明
会
」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

隊
員
希
望
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
。

な
お
、
総
務
省
で
は
１
自
治
体
あ
た
り
２
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
、
隊
員
の
募
集
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

も
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

○
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
運
営

隊
員
や
こ
れ
か
ら
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
受
け

入
れ
自
治
体
関
係
者
等
の
役
に
立
つ
情
報
を
発
信
す
る
た

め
、
平
成
ùÿ
年
ø÷
月
に
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
等
の
情
報
を
随
時
発
信
す
る
と
と
も
に
、

個
々
の
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
動
の
様
子
も
紹
介

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

広
く
理
解
を
深
め
、
都
市
部
の
住
民
の
興
味
、
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
。

定
住
促
進
に
向
け
た
起
業
支
援

○
起
業
・
事
業
化
研
修
の
充
実

任
期
終
了
後
も
、
隊
員
の
約
６
割
は
引
き
続
き
同
じ
地

域
に
定
住
し
、
同
一
市
町
村
内
に
定
住
し
た
隊
員
の
約
２

割
は
自
ら
起
業
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
株
式
会
社
や

一
般
社
団
法
人
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
農
業
法
人
の
設

立
等
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
隊
員
が
定
住
に
際
し
て
、
起
業
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
ùþ
年
度
に
は
ýü
％
、
平
成
ùÿ
年
度
に
は
þø
％
の
隊
員

が
「
起
業
し
た
い
（
農
林
水
産
業
以
外
）」
ま
た
は
「
農
業
、

林
業
、
水
産
業
の
自
営
（
起
業
）」
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
起
業
を
希
望
す
る
よ
り
多
く
の

隊
員
が
希
望
を
か
な
え
、
任
期
終
了
後
に
地
域
で
の
起
業

を
実
現
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
平
成
ùý
年
度
か
ら
隊
員
が
起
業
す
る
際

の
経
費
を
支
援
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
ùÿ
年
度
に
は
、
起
業
・
事
業
化

研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
に
は
、
üü
人
の
隊
員
が
参

加
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
基
礎
知
識
等
に
関
す
る
講
義

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
演
習
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、よ
り
多
く
の
隊
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
起
業
・
事
業
化
研
修
の
充
実
・
強
化
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

○‌‌

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
官
民

連
携
事
業

平
成
ùÿ
年
度
か
ら
は
、
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
地

域
で
起
業
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
た
寄
附
を
通
じ
て
応
援
す
る
仕
組
み

で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
官
民
連
携
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。

平
成
ùÿ
年
度
に
は
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、

資
金
調
達
の
累
計
額
は
約
１
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
例

え
ば
、
愛
媛
県
西
予
市
の
隊
員
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
あ
る
喫
茶
店
を
復
活
さ
せ
、
人
と
人
と
を

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
、「
古

民
家
・
古
店
舗
「
喫
茶 

春
名
」
再
生
資
金
調
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
目
標
金
額
３
０
０
万
円
の
と

こ
ろ
、
最
終
金
額
３
６
０
万
７
０
０
１
円
（
達
成
率
約

１
２
０
・
２
％
）と
な
り
、２
５
３
人
か
ら
支
援
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、来
年
度
で
ø÷
年
目
を
迎
え
る
。

平
成
ùø
年
度
の
創
設
以
降
、
隊
員
本
人
や
受
け
入
れ
自

治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
地
域
の
方
々
な
ど
、
多

く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
全
国
で
４
千
人
を
超
え

る
規
模
と
な
り
、国
民
に
広
く
知
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
す
る
地
域
の
期
待
は
、

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
３
つ
の
課

題
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
さ
ら
な
る

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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は
じ
め
に

「
京
都
の
お
茶
」
と
言
え
ば
宇
治
市
を
、

「
大
学
の
ま
ち
」と
言
え
ば
京
都
市
を
、「
学

研
都
市
（
以
下
、
学
研
）」
と
聞
け
ば
つ

く
ば
市
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
実
践

塾
で
は
、そ
う
し
た
先
入
観
を
い
わ
ば「
上

書
き
保
存
」
し
、
地
方
創
生
時
代
に
お
け

る
「
も
う
一
つ
の
学
研
」「
も
う
一
つ
の

京
都
」を
体
感
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

詳
細
は
図
１
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で

は
そ
の
概
要
と
全
行
程
を
終
え
て
の
所
感

を
述
べ
て
み
た
い
。

京
都
の
「
文
化
」
学
研
都
市
を
学
ぶ

１
日
目
は
京
都
の
「
学
研
」
の
特
徴
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い

た
。
具
体
的
に
は
「
も
う
一
つ
の
学
研
」

を
感
じ
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

周
知
の
と
お
り
、
わ
が
国
に
は
学
研
と
い

う
の
は
２
つ
し
か
な
く
１
つ
が
つ
く
ば

市
、
も
う
１
つ
が
京
都
で
あ
る
。
な
お
、

京
都
の
学
研
に
は「
文
化
学
術
研
究
都
市
」

と
「
文
化
」
が
冠
に
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
、
木
村
要
・
精
華
町
長

に
よ
る
ミ
ニ
講
義
、
西
川
和
裕
・
企
画
調

整
課
課
長
補
佐
に
よ
る
京
町
セ
イ
カ
ち
ゃ

ん
と
地
方
創
生
に
関
す
る
講
義
、そ
し
て
、

精
華
町
図
書
館
と
国
会
図
書
館
関
西
館
の

視
察
、
大
学
ゼ
ミ
と
し
て
京
都
に
長
年
関

わ
る
北
川
正
恭
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

に
よ
る
白
熱
講
義
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

北
川
先
生
と
言
え
ば
自
治
体
に
お
け
る
事

務
事
業
評
価
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
日
は
「
地
域
資
源
活
用
と
教
育
機
関
連

携
に
よ
る
地
方
創
生
」
と
題
し
て
講
演
し

て
頂
い
た
。

「
お
茶
の
京
都
」
を
体
感
す
る

２
日
目
は
「
も
う
一
つ
の
京
都
」
で
あ

る
「
お
茶
の
京
都
」
に
直
接
触
れ
て
、
お

茶
そ
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
お
茶
に
関
わ

る
様
々
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
交
流
す
る
こ

と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
。

「
も
う
一
つ
の
京
都
」
と
は
、「
海
の
京

都
」「
森
の
京
都
」「
お
茶
の
京
都
」
で
構

成
さ
れ
る
、
い
わ
ば
京
都
府
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
「
京

都
＝
京
都
市
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
打
破

に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、人
口
や
経
済
、

観
光
に
至
る
ま
で
京
都
市
に
集
中
し
て
い

る
い
わ
ば
「
京
都
に
お
け
る
一
極
集
中
」

を
打
破
し
、京
都
市
を
玄
関
に
し
つ
つ
も
、

多
様
な
資
源
を
持
つ
「
オ
ー
ル
京
都
」
を

内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
政
策
で
あ

る
。ま

ず
は
南
山
城
村
。
こ
ち
ら
で
は
手
仲

圓
容
・
南
山
城
村
長
の
挨
拶
の
後
、
村
職

員
を
辞
し
、
道
の
駅
の
経
営
者
と
な
っ
た

株
式
会
社
南
山
城
代
表
取
締
役
の
森
本
健

次
さ
ん
が
「
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
南
山

城
村
の
む
ら
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
そ
の
後
は
自
由
見
学
と
買
い
物
の
時

間
を
設
け
た
。
続
い
て
和
束
町
。
こ
ち
ら

で
は
、
京
都
府
の
景
観
資
産
第
１
号
に
選

ば
れ
た
茶
畑
を
見
学
。
ま
さ
に「
茶
源
郷
」

と
呼
ば
れ
る
絶
景
を
見
た
あ
と
、「
茶
ム

リ
エ
」
講
座
に
て
美
味
し
い
お
茶
の
入
れ

方
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
堀
忠
雄
・
和
束

町
長
が
「
豊
か
な
自
然
と
生
業
に
支
え
ら

れ
た
茶
源
郷
和
束
町
の
紹
介
」
と
題
し
て

熱
の
こ
も
っ
た
講
演
を
行
っ
た
。
最
後
は

宇
治
田
原
町
。
こ
ち
ら
で
は
、
は
じ
め
に

茶
摘
み
（
塾
生
の
一
人
が
ハ
ー
ト
型
の
茶

葉
も
発
見
！
）
を
体
験
し
、
西
谷
信
夫
・

宇
治
田
原
町
長
の
挨
拶
の
後
、谷
口
郁
男
・

ùø
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
代
表
に
よ
る
茶
香

服
（
闘
茶
）
を
実
施
。
い
か
に
お
茶
を
当

て
る
の
が
難
し
い
か
を
体
感
し
た
。
最
後

は
、
小
川
嘉
幸
・
京
都
府
企
画
理
事
付
理

事
（
お
茶
の
京
都
担
当
）
が
「
お
茶
の
京

都
構
想
」
と
題
し
て
府
の
立
場
か
ら
政
策

を
紹
介
し
た
。

大
学
と
地
域
と
の
連
携
の
実
際

஍
Ҭ
ࢿ
ݯ
׆
用
と
ڭ
ҭ
ػ
ؔ
࿈
ܞ
に
Α
る

஍
ํ
૑
生
の
࣮
ࡍ

Ổ
ֶ
ݚ
౎
市
・
お
஡
の
ژ
౎
・
大
ֶ
と
஍
Ҭ
と
の
࿈
ܞ
Ổ

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
29
年
５

月
26
日
（
金
）
〜
28
日
（
日
）
に
京
都
府
（
宇
治
田
原
町
、
精
華
町
、
和
束
町
、
南

山
城
村
）
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、
福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営

学
部
准
教
授
の
杉
岡
秀
紀
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
支
援
総
務
課
）

●

杉
岡
　
秀
紀

平
成
29
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

京
都
府

宇治田原町茶摘み

宇
治
田
原
町
、
精
華
町
、

和
束
町
、
南
山
城
村

︵

︶

福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部
准
教
授

京
都
府
立
大
学
京
都
地
域
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
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３
日
目
は
、「
学
研
都
市
」
と
「
お
茶

の
京
都
」
に
深
く
関
わ
る
京
都
府
立
大
学

（
特
に
精
華
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
事
例
に
「
大

学
と
地
域
と
の
連
携
の
実
際
」
を
知
る
こ

と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
伊
達
修
一
・
生
命

環
境
科
学
研
究
科
講
師
に
よ
る
附
属
農
場

の
視
察
の
あ
と
、
筆
者
を
含
む
３
人
の
大

学
教
員
が
実
際
の
連
携
事
例
の
報
告
を

行
っ
た
。
特
に
久
保
中
央
・
生
命
環
境
科

学
研
究
科
准
教
授
の
「
チ
ャ
遺
伝
資
源
の

評
価
と
地
方
へ
の
活
用
の
取
り
組
み
」
は

ま
さ
に
「
お
茶
の
京
都
」
の
根
拠
と
な
る

研
究
で
あ
り
、
こ
れ
ぞ
大
学
の
果
た
す
地

方
創
生
と
い
う
内
容
と
な
っ
た
。
実
践
塾

の
締
め
く
く
り
は
、
青
山
公
三
・
京
都
地

域
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
こ
こ
で
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
感
性
に
よ
る
学
び
や

気
づ
き
を
ふ
り
か
え
り
、
共
有
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

お
わ
り
に

全
行
程
を
無
事
に
終
え
、
一
番
感
じ
た

の
は
、
月
並
み
で
は
あ
る
が
「
地
域
は
や

は
り
人
で
あ
る
」
と
い
う
地
域
人
材
の
重

要
性
、
そ
し
て
、
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を

展
開
し
て
い
る
地
域
で
も
「
一
緒
で
バ
ラ

バ
ラ
」と
い
う
多
様
性
の
重
要
性
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
学
研
都
市
」「
お
茶
の
京
都
」

な
ど
、
共
通
言
語
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
、
押
し
出
す
ポ
イ
ン
ト
は
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
り
、
そ
れ
で
良
い
、
そ
れ
が
良

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
方
創
生
を
巡
る
現
場
で
は
、
や
や
も

す
る
と
「
限
界
」「
消
滅
」「
減
少
」
と
い
っ

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
覆
わ
れ
が
ち
で

あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
に
対
し
て
、
近
年

は
、「
縮
充
」（
山
﨑
、２
０
１
６
）
や
「
総

働
」「
人
交
密
度
」（
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
、

２
０
１
６
）
と
い
う
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
概

念
が
登
場
し
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
人
口

減
少
時
代
に
求
め
ら
れ
る
地
方
創
生
に

は
、
こ
の
よ
う
な
「
地
域
」
起
点
か
つ
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
眼
差
し
が
も
っ
と
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
微
力
か

も
し
れ
な
い
が
、
大
学
も
研
究
面
や
教
育

面
で
そ
の
伴
走
に
貢
献
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
が
今
回
の
実
践
塾
で
改

め
て
実
感
で
き
た
。

最
後
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
想
段
階
か

ら
当
日
の
運
営
に
至
る
ま
で
熱
心
に
伴
走

頂
い
た
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。参

考
文
献

Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
「
ソ
シ
オ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

小
規
模
多
機
能
自
治
〜
総
働
で
人
『
交
』
密

度
を
高
め
る
―
」
第
３
号
、
２
０
１
６

山
﨑
亮
「
縮
充
す
る
日
本
―
「『
参
加
』
が

創
り
出
す
人
口
減
少
の
希
望
―
」
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新

書
、
２
０
１
６

図１　地方創生実践塾（京都府）の概要

テーマ：地域資源活用と教育機関連携による地方創生
１日目　5月 26日（金）テーマ「学園都市と大学連携」
 ご挨拶：木村　要（精華町長）
 講義「精華町の地域創生～学研都市から萌えキャラまで～」
 　講師：西川　和裕（精華町企画調整課長補佐）
 フィールドワーク「精華町立図書館の見学」
 フィールドワーク「国立国会図書館関西館の見学」
 講義「地域資源活用と教育機関連携による地方創生」
 　講師：北川　正恭（元三重県知事／早稲田大学名誉教授）
２日目　5月 27日（土）テーマ「お茶の京都と大学連携」
 ご挨拶：手仲　圓容（南山城村長）
 講義「道の駅を拠点とした南山城村のむらづくり」
 　講師：森本　健次（株式会社南山城代表取締役）
 フィールドワーク「南山城村道の駅の見学」
 フィールドワーク「茶源郷の見学」
 講義「茶ムリエ講座」
 　講師：松石　三重子（宇治茶伝道師）
 講義「豊かな自然と生業に支えられた茶源郷和束町の紹介」
 　講師：堀　忠雄（和束町長）
 ご挨拶：西谷　信夫（宇治田原町長）
 講義「茶摘み・茶香服の体験」
 　講師：谷口　郁男（21 お茶のふるさと塾塾長）
 講義「お茶の京都構想」
 　講師：小川　嘉幸（京都府企画理事付理事）　
３日目　5月 28日（日）テーマ「地学連携と地域創生」
 フィールドワーク「京都府立大学精華キャンパスの農場見学」
 講義「大学と地域との連携・協働と地域創生」　
 　講師：杉岡　秀紀（福知山公立大学准教授／京都府立大学特任准教授）
 講義「チャ遺伝資源の評価と地方への活用の取り組み」
 　講師：久保　中央（京都府立大学大学院生命環境科学研究科准教授）
 講義「洛いもの地域特産品化への取り組み」
 　講師：伊達　修一（京都府立大学大学院生命環境科学研究科講師）
 ふりかえりワークショップ
 　コーディネーター：青山　公三（京都府立大学京都政策研究センター長）

集合写真

京都府立大学附属農場見学
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料理人と地域人材の協働による
地域活性化モデル

―いすみ市で多くの人が美食を求めて訪れる街づくり―

若
手
料
理
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
」

ま
ず
は
若
手
料
理
人
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｕ

−

úü
」
か
ら
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｕ

−

úü
は
、

技
術
力
だ
け
で
な
く
人
間
力
ま
で
も
審
査

さ
れ
る
úü
歳
未
満
の
料
理
人
の
た
め
の
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
未
来
を
担
う
料

理
人
た
ち
を
発
掘
す
る
た
め
、
放
送
作
家

の
小
山
薫
堂
氏
が
総
指
揮
を
執
り
、
Ｒ
Ｅ

Ｄ 

Ｕ

−

úü
実
行
委
員
会
が
主
催
、
株
式

会
社
ぐ
る
な
び
が
共
催
と
し
て
全
面
サ

ポ
ー
ト
す
る
形
で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
競
争
率
約

９
倍
の
一
次
審
査
を
通
過
す
る
と
「
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
に
仲
間

入
り
。
若
き
精
鋭
た
ち
が
互
い
に
学
び
、

様
々
な
経
験
を
し
、
そ
れ
を
多
く
の
人
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献
し
な
が

ら
、
料
理
人
と
し
て
の
厚
み
を
増
す
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
い
す
み
市
と
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 
Ｒ
Ｅ

Ｄ
と
の
出
会
い
は
、
２
０
１
５
年
の
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
結
成
式
。バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー

ス
タ
イ
ル
の
結
成
式
に
い
す
み
市
を
ご
招

待
し
、
い
す
み
市
長
自
ら
朝
獲
り
の
驚
く

ほ
ど
大
き
な
サ
ザ
エ
と
伊
勢
海
老
を
生
き

た
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
料
理
人
た
ち
が
そ
の
見
事
さ
に

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
い
す
み
市
と
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

目
指
す
は
「
食
」
で
多
く
の
人
が 

訪
れ
る
街
に
な
る
こ
と

い
す
み
市
と
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
活

動
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
「
多
く
の
人
が

美
食
を
求
め
て
訪
れ
る
街
づ
く
り
」
を
い

す
み
市
に
提
案
し
ま
し
た
。
地
元
で
の
消

費
を
促
す
、
い
わ
ゆ
る
地
産
地
消
の
取
り

組
み
で
す
。
国
内
外
の
飲
食
店
で
修
行
を

し
て
き
た
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
料
理
人

た
ち
と
、
い
す
み
市
内
の
料
理
人
た
ち
が

一
緒
に
学
び
、
知
識
と
技
術
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
互
い
の
調
理
技
術
の
向
上
を
目

指
す
も
の
で
す
。こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

い
す
み
市
は
「
美
食
目
当
て
に
多
く
の
人

が
訪
れ
る
街
」
に
な
る
こ
と
、い
わ
ば
「
食

に
よ
る
観
光
地
化
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

少
し
形
は
異
な
り
ま
す
が
、
人
口
øÿ
万
人

の
小
さ
な
町
の
料
理
人
が
互
い
学
び
合
う

こ
と
で
料
理
の
技
術
を
向
上
し
、
も
の
の

ø÷
年
程
度
で
「
美
食
の
街
」
と
し
て
世
界

中
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
ペ

イ
ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
を
参
考

に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
①
地
元
の

料
理
人
が
技
術
を
上
げ
て
地
域
の
魅
力
を

創
り
、
②
地
元
に
住
む
人
た
ち
の
多
く
が

こ
の
地
を
訪
れ
た
人
に
そ
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
③
魅
力
を
実
感
し
た
人

た
ち
が
発
信
源
と
な
っ
て
さ
ら
に
拡
散
し

て
い
く
こ
と
。
一
人
の
傑
出
し
た
人
物
が

伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
相
手
の
数
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
は
る
か
に
多
く
の

人
た
ち
に
地
元
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
３
〜
５
年
を

か
け
て
①
か
ら
③
を
段
階
的
に
実
現
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
み
ん
な
で
地
元
を
学
ぶ
、

そ
し
て
考
え
る

ま
ず
は
料
理
人
が
そ
の
技
術
を
上
げ

る
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、「
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ 

い
す
み
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
を
結
成
。

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
の
若
手
料
理
人
と
い

す
み
市
の
料
理
人
に
加
え
て
、
生
産
者
た

ち
も
一
緒
に
生
産
現
場
を
視
察
し
、
生
産

株式会社ぐるなびプロモーション部門
パブリックアカウントグループ
シニアリーダー

鈴木　信司

千葉県いすみ市+株式会社ぐるなびまちづくりコラボ

みんなで集まり研究会を実施
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者
の
想
い
を
学
び
ま
し
た
。
同
じ
生
産
者

と
い
う
職
業
で
も
、
例
え
ば
漁
師
た
ち
は

農
業
の
現
場
を
知
り
ま
せ
ん
か
ら
、
料
理

人
だ
け
で
な
く
生
産
者
も
、
地
元
の
生
産

現
場
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

視
察
後
は
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
研

究
会
。
今
回
は
「
魚
の
活
け
締
め
と
神
経

締
め
」
に
つ
い
て
、
魚
の
鮮
度
や
旨
み
と

保
存
時
間
の
関
係
を
科
学
的
に
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
で
魚
の
鮮
度

を
保
ち
、
よ
り
高
値
で
取
引
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
料
理
人
も
自
分

の
料
理
に
合
わ
せ
た
的
確
な
発
注
が
で
き

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
集
大
成
と

し
て
、市
内
の「
飯
縄
寺
」の
境
内
を
借
り
、

１
日
限
り
の
幻
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
い
す
み

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
の
生
産
物

が
飲
食
店
で
お
客
様
に
ど
の
よ
う
に
提
供

さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
い
生
産
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
食
材
が
ど

れ
だ
け
美
味
し
く
な
り
、
料
理
人
た
ち
が

食
材
を
ど
れ
だ
け
大
切
に
考
え
て
い
る
か

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
に
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
で
は
総
勢

約
ù÷
人
の
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
い
す
み

市
の
料
理
人
た
ち
が
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
越

え
て
、
い
す
み
市
の
食
材
の
魅
力
を
生
か

し
た
料
理
と
は
ど
の
よ
う
な
料
理
か
と
知

恵
を
絞
り
合
い
、
全
７
の
和
・
仏
・
伊
・

中
混
合
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
言
い
ま
す

が
、
一
見
よ
り
も
体
験
す
る
こ
と
は
さ
ら

に
何
倍
も
人
の
心
に
残
る
も
の
で
す
。
体

験
し
た
生
産
者
の
方
々
は
料
理
人
の
想
い

を
知
り
、
さ
ら
に
料
理
人
や
そ
の
向
こ
う

の
お
客
様
が
「
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
く

れ
る
食
材
を
育
て
た
い
と
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
様
子
で
し
た
。

今
回
得
ら
れ
た
一
番
の
成
果

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
地
元
の
料
理
人
が
互
い
の
技
術

を
向
上
し
合
い
な
が
ら
地
元
の
魅
力
を
創

造
す
る
の
が
目
的
で
し
た
が
、
も
う
一
つ

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
地
元
の
料

理
人
や
生
産
者
が
一
つ
の

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
今
回

の
取
り
組
み
に
参
加
し
た

人
数
は
総
勢
û÷
人
以
上
。

特
に
地
元
の
料
理
人
や
生

産
者
か
ら
は
、「
地
元
を

活
性
化
す
る
た
め
に
、
自

分
に
は
責
任
が
あ
る
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
ほ

ど
、
地
元
の
人
た
ち
の
意

識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
う
れ
し
い
こ
と
に
、「
今
年
は
何
や

る
の
？
」「
早
く
や
ろ
う
よ
！
」
と
急
か

さ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

今
年
の
「
い
す
み
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ
」

で
は
、
も
ち
ろ
ん
料
理
人
の
技
術
向
上
も

強
化
し
ま
す
が
、
地
元
住
民
が
地
域
の
魅

力
を
理
解
し
、
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
素
地
を
築

く
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
い
す
み
市

の
皆
さ
ん
と
成
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の
い
す

み
市
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

料理ジャンルや働く地域を越えた絆を実感

料理人たちが直接料理やお酒を運びコミュニケーション

農家の方に教えてもらいながらブルーベリーを剪定
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１
日
目
：
講
義 

「
地
域
経
済
分
析
の
基
礎
知
識
」

は
じ
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
・

岩
崎
正
敏
に
よ
る
講
義
「
地
域
経
済
を
見

る
眼
と
そ
の
手
法
」
で
地
域
経
済
の
基
礎

知
識
を
学
び
ま
し
た
。
地
域
経
済
と
は
、

地
域
が
持
続
・
発
展
し
て
い
く
た
め
の
基

盤
と
な
る
も
の
で
す
。
地
域
経
済
に
は
、

「
生
産
」「
分
配
」「
支
出
」
の
３
つ
の
側

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
ご
と

に
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
内
で
所
得

が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
企
業
・
雇
用
者

に
分
配
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

行
政
は
、
そ
の
特
徴
や
課
題
を
分
析 

す
る
こ
と
で
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
勘
や
経
験
な
ど
「
感

覚
」
に
よ
り
施
策
が
立
案
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
定
量
的
な

「
デ
ー
タ
」
に
よ
る
経
済
分
析
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
Ⅰ 

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
用
い
た
経
済
分
析
」

講
義
の
後
は
、
実
際
に
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

使
い
な
が
ら
「
福
島
県
西
郷
村
」
を
モ
デ

ル
地
域
と
し
て
、Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
強
み
・

弱
み
や
外
的
要
因
の
分
析
）
を
行
い
ま
し

た
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
第
２
次
産
業
、
特
に

電
子
機
械
産
業
の
付
加
価
値
額
が
大
き

い
」「
進
学
・
就
職
に
伴
う
人
口
流
出
が

多
い
」
な
ど
地
域
の
強
み
・
弱
み
を
分
析

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の
人
口
・
地
域

経
済
研
究
室
長
・
石
原
盛
次
に
よ
る
講
評

で
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の

状
況
が
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
デ
ー
タ
を
読
み
解

く
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
に
見
え
て
く
る
こ

と
が
あ
り
、
経
済
分
析
を
行
う
こ
と
で
、

効
果
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

２
日
目
：
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
Ⅱ 

「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、

課
題
解
決
に
向
け
た
施
策
を
考
え
る
」

前
日
に
行
っ
た
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
基

に
、
地
域
の
強
み
を
伸
ば
す
施
策
・
地
域

の
弱
み
を
克
服
す
る
施
策
を
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
考
え
ま
し
た
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
か
ら
地

域
の
ど
の
よ
う
な
状
況
が
見
え
て
く
る

か
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
施
策
を
提
案
す
る
か
、
約
３
時

間
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

発
表
で
は
、
西
郷
村
の
第
２
次
産
業
の

強
み
を
生
か
し
た
「
産
業
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
」
と
い
っ
た
提
案
や
、
酪

農
が
盛
ん
だ
と
い
う
強
み
と
観
光
地
へ
の

公
共
交
通
が
な
い
と
い
う
弱
み
の
克
服
を

合
わ
せ
た
「
公
共
交
通
の
代
わ
り
に
牛
を

活
用
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
村
内
を
周
遊
し

て
も
ら
う
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
と
め

一
般
財
源
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
、

自
治
体
は
限
ら
れ
た
資
源
（
予
算
・
人
員
）

で
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
に
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
資
源
を
投
入
す

る
か
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
分
析
し
、
検
討

す
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
で
す
。
今
回
の

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
感

覚
で
は
な
く
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
経
済
分

析
の
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
８
月
øĀ
日
（
土
）
〜
ù÷
日
（
日
）

と
øù
月
９
日
（
土
）
〜
ø÷
日
（
日
）
に
も
、

土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
経
済
を
見
る

眼
と
そ
の
手
法
〜
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
用
い
て

〜
」
を
再
び
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
と
同
様
、
講
義
の
後
に
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

を
使
っ
て
モ
デ
ル
地
域
の
経
済
分
析
を
行

い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

●

越　

ま
り
な
（
石
川
県
庁
か
ら
出
向
）

஍
Ҭ
ܦ
ࡁ
を
見
る
؟
と
そ
の
ख
๏

Ỗ
̧
̚
̨
̖
̨
を
用
い
て
Ỗ

平
成
29
年
度
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
参
加
が
難
し
い
自
治
体
関
係
者
等
を
対
象

に
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
成
功
人
材
の
経
験
か
ら
学
び
を
深
め
、
実
践
へ
と
移
す
た
め
の

「
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
第
２
回
は
、
５
月
20
、
21
の
両
日
、「
地
域
経
済
を
見
る
眼
と
そ
の
手

法
〜
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
用
い
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
東
京
・
日
本
橋
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

集合写真

グループワークの様子



地域づくり
ɹç͸
ਓづくり

は
じ
め
に

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
の
理
念

の
も
と
、
人
を
育
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生
し
、
地
域
を
輝
か
せ

る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、「
地
域
力
創
造
大
学
校
」
を
目
指
し
多
様
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
６
月
号
の
本
稿
で
椎
川
忍
理
事
長
も
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
、
地
方
創
生
の
担
い
手
た
る
横
串
人
材
の
育
成
に
専
門

的
・
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
機
関
は
、
わ
が
国
で
は
現
在
の
と
こ

ろ
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
以
外
に
は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
の

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
平
成
ú÷
年
度
か
ら
新
た
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
始
動
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
横
串
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
ùý
年
度
よ
り
自
治
体
か
ら
の

実
務
研
修
生
の
受
け
入
れ
（
原
則
２
年
間
）
を
新
た
な
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
「
地
域
づ
く
り
人
材
養
成
塾
」
と
位
置
づ
け
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
年
間
１
０
０
回
以
上
の
勉
強
会
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
各
種
セ
ミ

ナ
ー
、
自
治
大
学
校
、
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
等
の
受
講
、
海
外
・
国
内
調
査
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
団
体
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
等
を
通
じ
て
全
国
の
地

域
づ
く
り
人
材
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
つ
つ
地
域
づ
く
り
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
の
能
力
を
習
得
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
〜
４
日
間
の
研
修
に
年
間
７
回
通
塾
、
有
名
講
師
の
講
義

及
び
主
任
講
師
に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
図

る
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」、
地
方
創
生
の
事
例
を
も
と
に
地

域
づ
く
り
の
手
法
を
現
場
で
実
践
者
等
か
ら
学
ぶ「
地
方
創
生
実
践
塾
」

（
年
間
ø÷
カ
所
程
度
開
催
）、
地
方
の
成
功
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
複
数
の

講
師
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
土
・
日
曜
日
に
集
中
し
て
東
京
等
で
開

催
す
る
平
成
ùý
年
度
よ
り
開
講
の
「
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」（
年
間
ø÷

回
程
度
開
催
）
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
ùÿ
年
度
か
ら

は
「
人
口
・
地
域
経
済
研
究
室
」
を
新
設
し
、
地
域
の
人
口
問
題
・
経

済
循
環
に
関
す
る
研
究
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

自
治
体
人
材
育
成
パ
ッ
ケ
ー
ジ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
仮
称
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
培
っ

て
き
た
知
見
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
３
〜
５
年
の
間
、
人
材
育
成
の
新
た
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
企
画
立
案
か
ら
実
施
ま

で
を
支
援
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
例
え
ば
次
の

ア
〜
ウ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ア　

地
域
づ
く
り
人
材
養
成
塾
に
職
員
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
、
塾

生
と
し
て
原
則
２
年
間
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
能
力
を
習

得
す
る
一
方
、
派
遣
職
員
と
派
遣
元
の
研
修
担
当
者
が
協
働
し
て
パ
ッ

ケ
ー
ジ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。

　

イ　

セ
ン
タ
ー
の
各
種
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
提
供

し
ま
す
。
例
え
ば
、
年
間
予
算
１
０
０
万
円
で
次
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
が
可
能
で
す（
予
算
に
応
じ
て
応
相
談
。参
加
旅
費
は
含
ま
ず
）。

　

①
毎
年
度
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
へ
職
員
・
民
間
実
践
者

各
１
人
を
優
先
受
け
入
れ　

②
「
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
に
毎
年
度
延

べ
ù÷
人
程
度
の
受
講
生
を
優
先
受
け
入
れ　

③
「
地
方
創
生
実
践
塾
」

に
毎
年
度
延
べ
ù÷
人
程
度
の
受
講
生
を
優
先
受
け
入
れ　

④
「
や
ね
だ

ん
ふ
る
さ
と
創
世
塾
（
鹿
児
島
県
）」
に
毎
年
度
優
先
参
加　

⑤
官
民

の
自
主
的
勉
強
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
（
実
施
回
数
等
に
よ
り
予
算
は
増

減
し
ま
す
）、
な
ど
で
す
。

　

ウ　

さ
ら
に
、
研
修
受
講
の
み
な
ら
ず
要
望
に
応
じ
課
題
解
決
の
た

め
の
出
前
講
座
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
地
域
経
済
循
環
分
析
や
小
地

域
の
人
口
推
計
な
ど
の
地
域
研
究
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
で
あ
り
、
予
算
や
メ
ニ
ュ
ー
の
設

定
は
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
弾
力
的
な
対
応
が
可
能
で
す
。

以
上
の
自
治
体
の
横
串
人
材
育
成
を
応
援
す
る
新
た
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
本
稿
で
関
心
を
抱
か
れ
た
首
長
は
じ

め
自
治
体
関
係
者
の
皆
様
に
平
成
ú÷
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
早
め

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

஍Ҭੑ׆Խηϯλʔが新たʹऔΓ૊Ήԣ۲ਓࡐҭ੒
ʕ࣏ࣗମਓࡐҭ੒ύοέʔδݚमϓϩάϥϜʢԾশʣʹ͍ͭͯʕ

一ൠஂࡒ๏人地域活ੑԽセンλー　ࣄ務ہ長 ଠ࿠ܒɹ౻ࠤ
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各
種
報
告
と
登
録
団
体
代
表
者
発
表

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
（
以
下

「
全
国
協
議
会
」）
か
ら
は
、
昨
年
øø
月
に

取
り
ま
と
め
た
検
討
結
果
が
改
め
て
報
告

さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
２
月
に
都
道
府

県
協
議
会
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
省
か
ら

は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
背
景
に
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

地
域
運
営
組
織
の
重
要
性
と
、
そ
の
現
状

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
協
議
会
登
録
団
体
の
代

表
と
し
て
、「
益
城
だ
い
す
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
き
ま
ま
に
」
代
表
の
吉
村
静
代
さ

ん
が
「
地
域
づ
く
り
と
楽
し
い
避
難
所
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
広
域
的
な
人
の
つ
な

が
り
は
災
害
時
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
と
意
見
交
換

都
道
府
県
協
議
会
に
よ
る
事
例
発
表
で

は
、
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
か

ら
判
断
し
て
活
動
が
活
発
と
考
え
ら
れ
る

都
道
府
県
協
議
会
を
代
表
し
て
、群
馬
県
、

石
川
県
、
兵
庫
県
、
宮
崎
県
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
、
意

見
交
換
の
部
で
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
積
極

的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
地
域
づ
く

り
団
体
の
活
動
は
、
地
域
運
営
組
織
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
生
ま
れ
る
土
壌
と
な
り

得
る
も
の
で
、
団
体
の
自
主
的
な
動
き
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
さ
ら
に
は
全
国
単
位
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
登
壇
さ

れ
た
各
協
議
会
の
代
表
か
ら
は
、
自
分
た

ち
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
深

く
認
識
し
た
上
で
の
活
動
状
況
が
伺
え
た

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
の
未
来
に
向
け
て

今
回
の
会
議
で
は
、
地
域
の
課
題
が
変

化
し
て
き
た
現
状
と
、
各
団
体
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、災
害
多
発
国
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

生
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
防
災
の
取
り
組
み
は
地
域
づ
く
り
の
柱

と
も
な
り
得
ま
す
。
各
都
道
府
県
協
議
会

及
び
地
域
づ
く
り
担
当
課
の
皆
様
が
本
会

議
で
得
た
こ
と
を
共
有
し
、
地
域
の
将
来

を
見
据
え
た
相
互
連
携
の
仕
組
み
と
体
制

づ
く
り
に
励
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

―
都
道
府
県
の
地
域
づ
く
り
団
体
協
議
会
会
長
・

�

地
域
づ
く
り
担
当
課
長
会
議
―

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
務
め
る
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会（
会
長
・

岡
﨑
昌
之
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
で
は
、
平
成
28
年
１
月
よ
り
、
地
域
づ
く
り
団
体
や

都
道
府
県
協
議
会
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会

に
係
る
今
後
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
検
討
結

果
を
共
有
し
、
さ
ら
な
る
登
録
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
相
互
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
平
成
29
年
５
月
29
日
、
都
道
府
県
会
館
に
お
い
て
総
務

省
と
の
共
催
で
、
総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
長
出
席
の
下
、「
地
域
づ
く
り
団
体
都
道

府
県
協
議
会
会
長
及
び
都
道
府
県
地
域
づ
く
り
担
当
課
長
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
団
体
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
共
有

地域づくり団体
全国協議会

事例発表の様子

岡﨑昌之会長による
主催挨拶

山越伸子総務省地域自立
応援課長による挨拶

意見交換の様子
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書 籍 紹 介

　地域を活性化させるというと、何か大きなことをしなくてはならない、何か行動を起こし
ても誰も関心を持ってくれないかもしれない、という思いにとらわれがちである。
　それが、たった数人の「やってみよう」で始まった小さな活動が、やがて地域の住民を巻
き込み大きく成長していく―本書はそんな「きっかけ」と、地域の居場所をつくる「わくわく」
に満ちた１冊となっている。
　本書は、NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワークのメンバーそれぞれがどんな
思いをもって子ども食堂に関わり、地域の子どもたちだけではなく自分たちを含めた地域住
民の居場所として、どうやって子ども食堂を育てていこうとしているのかが、経験談を交え、
丁寧に語られている。
　また、子ども食堂は誰でも「思い」さえあれば作れると語った上で、具体的な活動方針や
活動場所、失敗しないための要点などを、子ども食堂のつくり方講座でアドバイスするなど、
これから子ども食堂を開催しようと考えている人にとって、実用性のある中身となっている。
　なにか地域のために行動したい、しかし１人でできることは限られている。そんなもやも
やや不安が、本書の執筆者１人１人の考えに触れることで、最初の一歩を踏み出す力へと変
わっていく。
　地域が変われば、子どもの未来が変わる。親でも友人でもなく、ナナメの関係として子ど
もたちにかかわることで地域の仲間の輪を広げる、そんな子ども食堂の取り組みを記した本
書は、地域間のつながりが希薄になる時代において、地域の活力を取り戻すために参考にな
る１冊である。

子ども食堂をつくろう！　人がつながる地域の居場所づくり

NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク　編著
㈱明石書店（2016年８月25日発行）
定価：1400円＋税

　昨今、全国各地で地域の特色を活かした高校魅力化の取り組みが展開されている。その先
駆けとなる取り組みは、10 年前、島根県の離島からスタートした。
　本書は島根県隠岐島前の海士町、西ノ島町、知夫村の３町村が抱える人口減少、少子高齢
化といった問題を背景に、統廃合が懸念されていた隠岐島前高校の魅力化プロジェクトに取
り組んできた人々の軌跡を記したものである。
　隠岐島前高校の取り組みは、「特別進学コース」や「地域創造コース」といった特色ある
学科の設置や、県外からの生徒を受け入れる「島留学」、学校外に公立の「学習センター」
の設置など、今では「教育移住の先進地」として取り上げられる事例だ。しかし、そこまで
の道のりは決して平たんなものではなく、著者の岩本悠氏（現 島根県教育魅力化特命官）を
はじめ高校魅力化プロジェクトに動き出した人々や教職員、地域住民、行政、それぞれの立
場での苦悩や奮闘、そして子ども達と共に目標に向かって走り続ける感動の日々が本書に綴
られている。
　地域を変えるのは「よそ者、若者、バカ者」とよく言われるが、よそ者だけが地域を変え
るのではなく、地域が“本気”でよそ者を引き寄せ、よそ者が“本気”で地域を学び、よそ
者の知恵を地域が“本気”で受け入れ、一緒に変わっていく。そんな根気強さと「人が人を
育てる」地道なプロセスの重要性が示されている１冊である。

未来を変えた島の学校　〜隠岐島前発　ふるさと再興への挑戦〜

山内道雄・岩本悠・田中輝美　著
岩波書店（2015年３月25日発行）
定価：1500円＋税
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広報室
だより

全
国
の
離
島
の
食
材
を
扱
う
料
理
店

離
島
キ
ッ
チ
ン
は
、
全
国
の
離
島
の
食

材
を
扱
う
料
理
店
で
す
。
島
根
県
海
士
町

観
光
協
会
の
運
営
で
、２
０
１
５
年
９
月
、

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
海
士
町
が
あ
る

隠
岐
島
を
中
心
に
八
丈
島
、
佐
渡
島
、
屋

久
島
な
ど
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

県
ま
で
全
国
ý÷
以
上
の
離
島
の
食
材
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
離
島
を
訪
問
し
た
こ
と

が
な
い
方
に
料
理
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
島
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
と
す
る

こ
と
を
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
離
島
キ
ッ
チ
ン
を
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
食
材
を
扱
っ
て
い

る
離
島
を
訪
問
し
た
と
い
う
お
客
さ
ん
も

い
る
そ
う
で
す
。

店
舗
で
は
、
毎
月
１
つ
の
島
を
「
今
月

の
島
」
と
し
て
特
集
し
て
い
ま
す
。
取
り

上
げ
る
離
島
は
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ
が
実
際

に
行
き
た
い
島
を
基
準
に
選
ん
で
い
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
離
島
を
訪
問
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
地
元
の
生
産
者
の
方
と
交
流
し

な
が
ら
考
案
し
、
地
元
独
自
の
食
文
化
を

東
京
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
士
町
以
外
の
離
島
と
食
を
通

じ
た
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
で
、
島
同

士
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
今
後
、
教
育
や

流
通
な
ど
離
島
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題

を
い
ろ
い
ろ
な
島
が
協
力
し
て
解
決
す
る

際
の
関
係
づ
く
り
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。４

１
８
の
離
島
と
つ
な
が
る

現
在
、
離
島
キ
ッ
チ
ン
は
神
楽
坂
店
の

ほ
か
に
福
岡
店
の
計
２
店
舗
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
北
海
道
利
尻
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
が
運
営
す
る
札
幌
店
の
開
店
を

予
定
し
て
お
り
、
札
幌
店
・
福
岡
店
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
北
海
道
・
九
州
地
域
の
離
島
を

つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
に
は
４
１
８
島
の
有
人
離

島
が
あ
り
ま
す
。
佐
藤
氏
は
全
て
の
離
島

と
つ
な
が
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
離
島
キ
ッ
チ
ン
で
は
離
島
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
の
提
供
の
ほ
か
、
移
住
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
島
の
特
産
物

の
販
売
な
ど
、
離
島
に
関
す
る
相
談
や
協

力
が
可
能
で
す
。
神
楽
坂
店
で
は
こ
れ
ま

で
、
自
治
体
が
実
施
す
る
移
住
関
係
の

フ
ェ
ア
や
、
特
定
の
離
島
の
メ
ニ
ュ
ー
を

１
週
間
提
供
し
、
お
客
さ
ん
の
反
応
を
調

べ
る
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
事

業
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
が

２
カ
月
間
離
島
に
滞
在
し
な
が
ら
生
産
現

場
を
体
験
し
た
り
、
離
島
め
ぐ
り
の
ツ

ア
ー
を
企
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

離
島
キ
ッ
チ
ン
と
協
力
し
て
事
業
に
取

り
組
み
た
い
と
お
考
え
の
自
治
体
は
、
離

島
キ
ッ
チ
ン
（
電
話
０
３

−

６
２
６
５

−

０
３
６
８　

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

●

越　

ま
り
な
（
石
川
県
庁
か
ら
出
向
）

「
広
報
室
だ
よ
り
」
で
は
、
全
国
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

毎
月
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
全
国
の
離
島
を
〝
食
〟
で
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
「
株
式
会
社
離
島
キ
ッ
チ
ン
」
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
の
佐
藤
喬
氏

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今月の島メニュー（7月の長崎県小値賀町）
かつおの生節オーブン焼き

佐藤喬氏への取材の様子

離島キッチンの外観

離
島
と
都
会
、
離
島
と
離
島
を
つ
な
ぐ
存
在

―
株
式
会
社
離
島
キ
ッ
チ
ン
を
取
材
―
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リーダー塾修了者エッセー

千
曲
市
は
、
長
野
県
の
北
信
地
域
南
東
部
に
位
置
し
、
人
口
約

６
万
人
弱
の
地
方
都
市
で
す
。
市
内
に
は
国
の
重
要
文
化
的
景
観

の
「
姨
捨
の
棚
田
」
や
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
蔵
の
ま
ち
稲
荷
山
」
な
ど
が
あ
り
、
ま
ち
の
至
る
所
で
歴

史
と
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

姨
捨
の
棚
田
は
そ
の
歴
史
が
古
く
、
古
今
和
歌
集
や
松
尾
芭
蕉

の
句
に
も
詠
ま
れ
、
田
ん
ぼ
に
映
え
る
月
の
名
所
と
し
て
、
昔
か

ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
姨
捨
駅
か
ら
の
風
景

は
「
日
本
三
大
車
窓
」
や
「
夜
景
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
姨
捨
か
ら
の
景
色
を
構
成
す
る
棚
田
の
景
観
を
保
全
し

た
い
と
活
動
し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
も
参
加
し
て
い
る
名
勝
姨

捨
棚
田
倶
楽
部
で
す
。
会
発
足
の
き
っ
か
け
は 

、
私
た
ち
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
修
了
レ

ポ
ー
ト
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
棚
田
の
景
観
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
想
い
で
、

「
姨
捨
地
域
に
お
け
る
地
域
資
源
の
活
用
」（
齊
木
）
と
「
姨
捨
の

景
観
の
保
全
は
農
業
か
ら
」（
寺
澤
）
と
い
う
視
点
で
、
お
互
い

に
姨
捨
の
棚
田
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

何
と
か
レ
ポ
ー
ト
の
実
践
を
し
た
い
と
想
い
悩
ん
で
い
た
矢
先

に
、
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

矢
島
宏
雄
所
長
（
棚
田
倶
楽
部
代
表
）
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
平
成
ùü
年
４
月
に
市
職
員
有
志
で
棚
田
倶
楽
部
を
結
成
し
、

荒
廃
田
に
な
る
寸
前
だ
っ
た
棚
田
８
枚
で
の
米
作
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。

米
作
り
は
お
ろ
か
農
作
業
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
が

大
半
で
、
最
初
は
隣
の
田
ん
ぼ
の
農
家
に
機
械
操
作
な
ど
を
教
わ

り
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
し
か
し
、
み
ん
な
で
苦
楽
を
と
も
に

し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
と
自
然
と
人
が
集
ま
り
、
当
初
øü

人
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今
で
は
ûù
人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

２
年
目
か
ら
は
長
野
県
短
期
大
学
の
食
品
学
研
究
室
（
小
木
曽

加
奈
ゼ
ミ
）
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
若
者
と

一
緒
に
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
汗
を
流
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
農
業
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
棚
田
米
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
作
成
や
短
大
食
堂
で
の
棚
田
米
フ
ェ
ア
開
催

な
ど
、
活
動
の
幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
長
野
県
観
光
部
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
長
野

県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
月
刊
「
ソ
ト
コ

ト
」
さ
ん
と
一
緒
に
「
姨
捨
棚
田
の
再
編
集
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

企
画
を
実
施
し
て
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
現
地
体
験
ツ

ア
ー
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
地
ツ
ア
ー
の
参
加
者
と

は
そ
の
場
限
り
の
関
係
で
は
な
く
、
参
加
し
た
仲
間
が
姨
捨
に

つ
い
て
語
り
あ
う
「
Ｏ
ｂ
ａ
ｓ
ｕ
ｔ
ｅ 

Ｄ
ｒ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
！
」
の

活
動
や
、
姨
捨
の
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
姨
捨
地
域
の
再
生
の
た
め

に
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
交
流
で
は
な
く
、
深
く
姨

捨
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
仲
間
が
増
え
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
は
、「
若
者
」「
そ
と
も
の
」「
ば
か
も
の
」
の
３

つ
の
要
素
が
複
合
的
に
絡
み
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

リ
ー
ダ
ー
塾
で
学
び
ま
し
た
が
、
今
私
た
ち
が
ま
さ
に
実
践
を
試

み
て
い
る
こ
と
も
若
者
（
短
大
生
）、
そ
と
も
の
（
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
ツ
ア
ー
参
加
者
）、
ば
か
も
の
（
名
勝
姨
捨
倶
楽
部
？
）

の
三
者
が
と
も
に
絡
み
あ
い
な
が
ら
棚
田
の
保
全
の
た
め
に
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
公
務
員
と
し

て
、
少
し
で
も
多
く
の
姨
捨

地
域
の
フ
ァ
ン
や
関
わ
り
を

持
と
う
と
考
え
て
い
る
若
者

な
ど
を
取
り
込
め
る
よ
う
、

と
き
に
橋
わ
た
し
役
（
パ
イ

プ
役
）
と
し
て
、
ま
た
全
体

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ұ޹ᖒࣉ
ᴡ໦ߊن

˔

˔

生活安全課

千曲市建設課

新たな୨ాͷ୲͍खͱͯ͠
ʙ名উᇘࣺ୨ా۞ָ෦ͷ׆ಈΛ௨ͯ͠ʙ

（24 期）

（23 期）

H29 棚田倶楽部の田植え

寺澤孝一 齊木規晃
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日
南
市
は
、
宮
崎
県
南
部
に
位
置
す
る
人
口
約
５
万
３
千
人
の

都
市
で
す
。
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
超
早
場
米
や
柑
橘
類
、
完

熟
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
農
業
、
宮
崎
牛
や
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
な
ど
の

畜
産
業
、
約
四
百
年
の
歴
史
を
誇
る
飫
肥
杉
林
業
、
水
揚
げ
日
本

一
を
誇
る
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
漁
に
代
表
さ
れ
る
漁
業
な
ど
、
第
一

次
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ

や
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
Ｊ
リ
ー
グ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
飫
肥
藩

日
南
市
は
、
江
戸
時
代
は
飫
肥
藩
と
い
う
約
５
万
１
千
石
の
小

藩
で
し
た
。
小
藩
な
が
ら
も
薩
摩
藩
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
脅

威
か
ら
耐
え
抜
き
、
約
２
８
０
年
間
に
わ
た
っ
て
藩
を
存
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
飫
肥
藩
が
「
ひ
と
づ
く
り
」
に

力
を
注
い
で
き
た
賜
物
で
し
た
。
通
常
よ
り
多
く
の
家
臣
を
抱
え

て
隣
藩
の
脅
威
に
備
え
、
藩
校
振
徳
堂
で
は
、
当
時
主
流
で
あ
っ

た
儒
学
で
は
な
く
実
務
に
役
立
つ
実
学
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
後
に
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ぶ
明
治
の
外
交
官
小
村
寿

太
郎
を
は
じ
め
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
藩
財
政
を

支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
飫
肥
杉
や
カ
ツ
オ
節
、
砂
糖
な
ど
新

し
い
産
業
を
次
々
と
興
し
て
い
く
人
材
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し

た
。こ

の
「
ひ
と
づ
く
り
」
に
よ
っ
て
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
飫
肥
藩
の
歴
史
に
倣
い
、
現
在
の
日
南
市
で
も
地
域
の
課
題

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
解
決
へ
向
け
て
自
ら
動
き
出
す
「
ひ
と

づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、
市
の
総
合
計

画
で
も
「
ひ
と
づ
く
り
」
の
重
要
性
を
最
上
位
に
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

若
者
た
ち
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

「
ひ
と
づ
く
り
」
で
最
初
に
着
手
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
高
校
生

で
す
。
日
南
市
市
内
に
は
３
つ
の
高
校
が
あ
り
ま
す
が
、
校
長
先

生
を
は
じ
め
高
校
関
係
者
に
、本
市
が
推
進
す
る
「
ひ
と
づ
く
り
」

の
重
要
性
に
強
く
共
感
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
特

色
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
と
、
私
立
日
南
学
園
高
校
で
は
、
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
僕
ら
の
一
歩
が
日
本
を
変
え
る
」
と
連
携
し
た
øÿ
歳
選
挙

権
に
伴
う
政
治
教
育
（
票
育
）、
県
立
日
南
高
校
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
に
よ
る
市
の
課
題
発
見
と
解
決
策
の
提
言
、
県
立
日
南

振
徳
高
校
で
は
油
津
港
へ
の
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
英
語
に

よ
る
観
光
案
内
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
日
南
振
徳
高
校

に
よ
る
観
光
案
内
は
、
昨
年
９
月
の
安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演
説

で
紹
介
さ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
の
本
市
視
察
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
の
高
校
で
年
度
初
め
に
私
の
講
話
や
意
見
交
換
を
行

い
、
年
度
末
に
は
各
高
校
の
取
り
組
み
発
表
を
市
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
達
の
発
表
す
る
内
容
や
姿
勢
は
非
常

に
頼
も
し
く
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
強
く
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に「
日
南
市
に
明
る
い
未
来
を
感
じ
る
か
」

と
い
う
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
若
者
世
代
の
回
答
が
前
年
比
２
倍
超

で
他
の
世
代
と
比
較
し
て
突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
ま
し
た
。

ひ
と
づ
く
り
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り

若
者
た
ち
が
変
わ
れ
ば
必
ず
大
人
た
ち
も
影
響
を
受
け
て
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
前
述
の
各
高
校
の
取
り
組
み
発
表
で
も
、
そ

の
発
表
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
の
あ
ま
り
涙
す
る
多
く
の
市
民
を

目
に
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
の
再
生
や
１
年
間
で
ø÷
社

の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
な
ど
本
市
の
取
り
組
み
が
地
方
創
生
の
好
事

例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
各
分
野
の
人
材

育
成
が
着
実
に
進
ん
で
き
た
成
果
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
ひ
と
づ

く
り
」
が
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
ひ
と
づ
く
り
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
」
と
の
思
い

を
強
く
持
ち
続
け
、
先
人
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
郷
土
の
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮崎県日南市長 ⃻ాګฏ

ͻとづくりこ͕ͦまちづくり
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伊予市は、愛媛県のほぼ中央部に位置し、
東南に四国山地、西側には瀬戸内海を

望む美しい自然に恵まれています。
　平家の美しい姫が身を投じて五色の石にな
ったという伝説が残る「五色姫海浜公園」や

「日本の夕陽百選」に選ばれた夕日を望める
「ふたみシーサイド公園」は、夏には多くの
海水浴客で賑わいます。また、季節によって
表情を変える山々には、今も美しい棚田が残
っています。その豊かな自然から、「唐川びわ」「中山栗」「チリメン」などの特産品が
産まれています。
　山と海、両方の良さを体験できるのも、伊予市の地形ならではです。ゆったりとした
自然の中で癒されるもよし、アクティビティに活動するもよし、ぜひお越しください。

伊予市

愛
媛
県

222

█五色姫海浜公園
５人の平家の美しい姫が、身を投じて五色の
石になったという伝説から名付けられた海浜
公園です

█なかやま栗まつり
中山栗のイメージアップと消費拡大を図るた
め、栗を使った催しを多数行っています

█ホタル
伊予市の初夏の風物詩「ホタル」が乱舞し、
市内各地でホタルを観賞できます

█夕焼けプラットホームコンサート
ＪＲ下灘駅のプラットホームをステージ
にして瀬戸内海にしずむ夕日を背景にコ
ンサートを行っています

█ＪＲ下灘駅
「駅から見る絶景」の魅力は全国に知れ
わたり、人気のスポットとして多くの観
光客が訪れています

█伊予彩まつり
７月下旬に行われる伊予市の最大の夏まつ
り。パレードや花火大会など多種多様なイベ
ントが２日間行われます

█中山栗
日当たりの良い傾斜地で栽培された
中山栗は、大粒でとても甘い栗と
なっています

█翠小学校
ホタルが飛び交う豊かな自然の中で学
習できる、県内最古の現役木造校舎が
とても美しい小学校です

█五色浜旧灯台
石造りの灯台は、港とともに拓けた伊予市の風情と美しさをあらわしています

とւɺ྆ํͷྑ͞Λࢁ
ମݧͰ͖Δまち
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平成29年度 地方創生実践塾のお知らせ

˗�ʮڥ؀Ϟσϧ౎ࢢχηί͕໨͢ࢦ�h ੈքඪ४ͷ
૑଄とϏδωεͷཱ྆ʱと͸ʯ【北海道ニセコ町】ڥ؀

　国内外から多くの人が訪れる観光地であり、ワイン特区、環境モデル都市でもある北海道ニセコ町で「環境創造とビジネス
の両立」を考えます。
　ニセコ町ワイン特区初のワイン醸造所を創立した本間泰則氏や片山健也ニセコ町長、観光庁「観光カリスマ百選」のロス・
フィンドレー氏の講義のほか、地中熱ヒートポンプ施設やリゾート施設（コンドミニアム）の見学などを予定しています。
【日　　時】平成 29 年９月２日（土）13 時〜９月３日（日）12 時（予定）
【会　　場】ニセコ中央倉庫群　旧でんぷん工場（ニセコ町中央通 60- ２） ほか
【講　　師】  本間泰則氏（羊蹄グリーンビジネス　代表取締役）、片山健也ニセコ町長、ロス・フィンドレー氏（（株）NAC　代表取締役）

　島根県雲南市では、課題解決スキルを持つ若者の育成と課題解決ビジネスの創出が進んでいます。今回の実践塾では、第４
回プラチナ大賞・総務大臣賞を受賞した、若者がつながり地域を元気にする「幸雲南塾」の事例を学ぶとともに、フィールド
ワークやグループワークで実際に「チャレンジ」を体感、市民が主役の地域活性化について考えます。
【日　　時】平成 29 年９月 22 日（金）14 時〜９月 23 日（土）15 時 45 分（予定）
【会　　場】雲南市役所（島根県雲南市木次町里方 521 番地１） ほか
【講　　師】  主任講師：小俣　健三郎氏（NPO 法人おっちラボ　事務局長）  

特別講師：安達　弓恵氏（訪問看護ステーションコミケア）ほか
※いずれも
【対 象 者】地域づくりに興味のある方（どなたでも）　　【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
【申込方法】下記ホームページの申込フォームから
【問合せ先】地域支援課（ＴＥＬ：03-5202-6136　メール：chiiki@jcrd.jp）
詳細はホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/（「地方創生実践塾」で検索）

˗�ʮएऀνϟϨϯδʹΑΔ࣋ଓՄೳͳまちづくりʯ【島根県雲南市】

地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナー

　オープンデータとは、加工しやすい形式で公開された二次利用が可能なデータのことで、「人間サイズのまちづくりと自治
体経営」の視点をデータに導入することにより自治体経営の効率化や住民参加型社会の充実などが期待されています。オープ
ンデータの基礎からはじめ、その魅力や楽しさを感じてみませんか。
【日　　時】平成 29 年 9 月 9 日（土）13:00 〜 10 日（日）12:30
【会　　場】地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階）
【講　　師】奥村　裕一氏（東京大学公共政策大学院客員教授）　ほか
【定　　員】30 名（先着順）

第６回「人にやさしいオープンデータは住民と行政を変える」

　地域ビジネスは、地域資源の活用と地域の人と人が「つながる」ことを通して地域課題を解決し、持続可能な社会の構築を
目指していく地域活性化の取り組みとして注目されています。
　中山間地域などの小規模自治体での地域ビジネスを成功させた講師から、地域ビジネスの実情と今後の可能性、人づくりの
重要性について学んでいきませんか。
【日　　時】平成 29 年 9 月 30 日（土）13:00 〜 10 月 1 日（日）12:00
【会　　場】東京八重洲ホール　201 会議室（中央区日本橋 3-4-13 新一ビル２階）
【講　　師】斉藤　俊幸氏（地域再生マネージャー）ほか
【定　　員】50 名（先着順）

※いずれも
【問合せ先】クリエイティブ事業室（電話 03-5202-6134　メール creative@jcrd.jp）
※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

第７回「住民が主役となる地域ビジネス～困りごとから生業へ～」

2017・8月号 32地域づくり 本編



 1 巻頭エッセー／新たな価値が生まれ続けるまち名古屋 河村たかし（名古屋市長）

　　　　　　　　　　 　地域おこし協力隊とまちづくり特　集
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レギュラーリポート

●千葉県館山市 実践から始める逆転のプロセスのまちづくり 岸田一輝
●山梨県富士吉田市 「空き家」と「教育」で起業 渡辺英之
●兵庫県朝来市 地域の害を地域の資源に 吉原剛史
●奈良県川上村 エコツアー、農家民宿、家具工房などを展開 松本勝典
●愛媛県西予市 伝統的木造建築の喫茶店を復活、人の集えるカフェに 藤川朋宏
●高知県四万十町 地域どこでもキッチンカーでピザを販売 石田朋久
●熊本県菊池市 健康づくりで地域づくりを 北里嘉幸

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  人的支援による地域づくりの成果と課題 田口太郎（徳島大学
大学院准教授）

 6 北海道占冠村 メープルシロップでまちおこし 原野知有紀

 8 山形県長井市 BaCyBox から始まる子育てしやすいまちづくり 佐藤亜紀

 10 長野県長野市 ジビΤを通した地域おこしと情報発৴ 越前屋圭司

 12 三重県鳥羽市 ւ女としてٕज़・จ化をܧঝ、発৴へ 大野愛子

 14 長崎県島原市 株式会社で೶業をܦ営 光野竜司

 16  地域おこし協力隊の推進に向けて 中井孝一（総務省地域自立
応援課課長補佐）

基調論文

副基調論文

地方創生実践塾　京都府（宇治田原町、精華町、和束町、南山城村）
地域資源活用と教育機関連携による地方創生の実際
 杉岡秀紀

まちづくりコラボ　千葉県いすみ市 +株式会社ぐるなび
料理人と地域人材の協働による地域活性化モデル
 鈴木信司

平成 29年度第２回土日集中セミナー
地域経済を見る眼とその手法
地域づくりは人づくり
地域活性化センターが新たに取り組む
横串人材育成 佐藤啓太郎

地域づくり団体全国協議会
各団体をつなぐネットワークの重要性を共有

  グラビア

31 手前みそですが… 【愛媛県伊予市】

20

22

24

書籍紹介

広報室だより
離島と都会、離島と離島をつなぐ存在
リーダー塾修了者エッセー
新たな棚田の担い手として 齊木規晃　寺澤孝一
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ひとづくりこそがまちづくり

﨑田恭平（宮崎県日南市長）
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29

30

32

28
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平成29年度地域づくりコーディネーター研修会のご案内
　自主的、主体的な地域づくりのための活動を行う「地域づくり団体」の全国組織である地域づくり団体全国協議
会より、「平成 29 年度地域づくりコーディネーター研修会」の案内がありましたので、ご紹介いたします。
　参加ご希望の方は、下記の地域づくり団体全国協議会事務局へお問い合わせ下さい。

地域づくり８月号
2017 年８月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

「『地方』×『若者』×『働き方』セミナー～地域おこし協力隊という選択～」開催！
　このセミナーでは「地域おこし協力隊」という働き方を切り口に、地方で暮らしたい・働きたいと考えている若
者と、地方で活躍してくれる人材を求めている自治体が集い、セミナーを通して学びを深めるとともに、双方がつ
ながる場を提供します。

【日　　時】平成 29 年９月 28 日（木）18 時～ 21 時（交流会含む）
【会　　場】移住・交流情報ガーデン（東京都中央区京橋１- １- ６ 越前屋ビル１F）
【講　　師】株式会社シゴトヒト　代表取締役　ナカムラ　ケンタ　氏
 みんなの孫プロジェクト　代表取締孫　水柿　大地　氏（元岡山県美作市の地域おこし協力隊）
 東栄町観光まちづくり協会　メインコーディネーター　 大岡　千紘　氏（元愛知県東栄町の地域おこし協力隊）
 群馬県下仁田町職員
【対 象 者】  ・地域おこし協力隊をはじめとして地域で働くこと、暮らすことに興味を持つ若者（学生含む）　20 名程度

・地域おこし協力隊の導入を検討している自治体　５団体（10 名程度）
【問合せ先】企画・コンサルタント業務課　担当：川上
 Tel：03-5202-6133　Fax：03-5202-0755　MAIL:kikaku@jcrd.jp

詳細はチラシや FB などで随時お知らせしていきますのでご確認ください。
なお、事前申込み制となっておりますので、参加を希望される方は①住所②氏名③年齢（年代で構いません）
④所属⑤電話番号⑥交流会の出欠を明記のうえ、kikaku@jcrd.jp までメールをお願いします。
※自治体の方は③は必要ありません。
※交流会に参加される方は当日、1000 円ご負担いただきます。

　「若者が地域を変え始めた。時に都会とつながりながら新しい仕事を起こし、時にスローで楽しい暮らしを提案し、
それがまた新たな若者を引き付ける」。今回はその代表として、地域おこし協力隊の「やる気」をマネジメントし
ている若者、廃校をアートと教育でよみがえらせている若者、大震災被災地で元気な地域づくりを仕掛けている若
者の３人を講師にお招きし、そのアイデアと取り組みを皆さんと一緒に学びます。

【日　　程】平成 29 年９月 12 日（火）13 時～ 17 時
【場　　所】kokoka 京都市国際交流会館（京都市左京区粟田口鳥居町２番地の１）
【内　　容】講師による事例発表、パネルディスカッション、交流会
【テ ー マ】「若者が地域を変え始めたぞ！
 －キーワードは移住、空き家、廃校舎、起業、コミュニティだ！－」
【講　　師】「町の人事部としてのアスヘノキボウ　～女川町の起業・移住支援について～」
 ・小松　洋介　氏（ＮＰＯ法人アスヘノキボウ　代表理事）
 「他人の夢は、自分の夢～地域のサーバントリーダー～」
 ・吉田　真知子氏（碧河舎運営会社（株）Dreamaway　代表取締役）
 「『移住のバトンリレーモデル』行政から地域へのつなぎづくり」
 ・後藤　雅人　氏（竹田市役所企画情報課 ＴＯＰ戦略推進室　主査）
【対 象 者】地域活性化に熱意をお持ちの方
【受 講 料】5,000 円（交流会への参加をご希望される方は、別途 3,000 円をご負担いただきます。）
【定　　員】40 名（但し、定員になり次第、締め切らせていただきます。）
【問合せ先】地域づくり団体全国協議会事務局
 Tel：03-5202-6135　Fax：03-5202-0755　E-mail：chi-dantai@jcrd.jp
 　※右の QR コードから申込いただけます。
   なお、詳細は地域活性化センターホームページ内、「地域づくり団体のひろば－地域

づくりコーディネーター研修会」をご覧ください。

平成29年度地域づくりコーディネーター研修会（京都市）概要
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大学院准教授）

 �� 北海道占冠村 メープルシロップでまちおこし 原野知有紀

 �� 山形県長井市 BabyBox から始まる子育てしやすいまちづくり 佐藤亜紀

 ��� 千葉県館山市 実践から始める逆転のプロセスのまちづくり 岸田一輝

 ��� 山梨県富士吉田市 「空き家」と「教育」で起業 渡辺英之

 ��� 長野県長野市 ジビエを通した地域おこしと情報発信 越前屋圭司

 ��� 三重県鳥羽市 海女として技術・文化を継承、発信へ 大野愛子

 ��� 兵庫県朝来市 地域の害を地域の資源に 吉原剛史

 ��� 奈良県川上村 エコツアー、農家民宿、家具工房などを展開 松本勝典

 ��� 愛媛県西予市 伝統的木造建築の喫茶店を復活、人の集えるカフェに 藤川朋宏

 ��� 高知県四万十町 地域どこでもキッチンカーでピザを販売 石田朋久

 ��� 長崎県島原市 株式会社で農業を経営 光野竜司

 ��� 熊本県菊池市 健康づくりで地域づくりを 北里嘉幸

 ��� 副基調論文 地域おこし協力隊の推進に向けて 中井孝一（総務省地域自立
応援課課長補佐）
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各種イベントに出店して、鹿肉を販売

● 兵庫県朝来市（p18-19）

農家民宿での活動。味噌仕込みワークショップ

● 奈良県川上村（p20-21）

喫茶春名のある卯之町の町並み
（重要伝統的建造物群保存地区）

● 愛媛県西予市（p22-23）

山々の緑に囲まれた中でキッチンカーを停めて
揚げピザを販売
● 高知県四万十町（p24-25）

株式会社で農業経営。
「トトノウ」発起人の農家さんたち

● 長崎県島原市（p26-27）

菊池癒し人養成講座の様子

● 熊本県菊池市（p28-29）
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○
ޮ
Ռ
త
ͳ
৘
ใ
ൃ
৴

地
域
で
の
活
動
に
関
心
や
意
欲
の
あ
る
人
材
に
効
果
的

に
募
集
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う

な
情
報
発
信
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

①
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
」）
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
募
集
情
報
を
掲
載
す

る
。

②
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
「
隊
員
希
望
者
登

録
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
条
件
に
合
う
隊
員
希
望
者

に
直
接
連
絡
を
す
る
。

③
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
主
要
都
市
に
お
い
て
募
集

説
明
会
を
開
催
す
る
（
募
集
説
明
会
は
県
単
位
・
エ
リ

ア
単
位
で
複
数
自
治
体
に
よ
る
合
同
募
集
説
明
会
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
）。

④
毎
年
１
月
に
都
内
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
地
域
お

こ
し
協
力
隊
合
同
募
集
説
明
会
」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

隊
員
希
望
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
。

な
お
、
総
務
省
で
は
１
自
治
体
あ
た
り
２
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
、
隊
員
の
募
集
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

も
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

○
̛
ａ
̲
ｅ
̱
ｏ
ｏ
̺
の
ӡ
Ӧ

隊
員
や
こ
れ
か
ら
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
受
け

入
れ
自
治
体
関
係
者
等
の
役
に
立
つ
情
報
を
発
信
す
る
た

め
、
平
成
28
年
10
月
に
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
等
の
情
報
を
随
時
発
信
す
る
と
と
も
に
、

個
々
の
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
動
の
様
子
も
紹
介

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

広
く
理
解
を
深
め
、
都
市
部
の
住
民
の
興
味
、
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
。

定
住
促
進
に
向
け
た
起
業
支
援

○
ى
業
・
ࣄ
業
Խ
ݚ
म
の
ॆ
࣮

任
期
終
了
後
も
、
隊
員
の
約
６
割
は
引
き
続
き
同
じ
地

域
に
定
住
し
、
同
一
市
町
村
内
に
定
住
し
た
隊
員
の
約
２

割
は
自
ら
起
業
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
株
式
会
社
や

一
般
社
団
法
人
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
農
業
法
人
の
設

立
等
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
隊
員
が
定
住
に
際
し
て
、
起
業
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
27
年
度
に
は
65
％
、
平
成
28
年
度
に
は
71
％
の
隊
員

が
「
起
業
し
た
い
（
農
林
水
産
業
以
外
）」
ま
た
は
「
農
業
、

林
業
、
水
産
業
の
自
営
（
起
業
）」
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
起
業
を
希
望
す
る
よ
り
多
く
の

隊
員
が
希
望
を
か
な
え
、
任
期
終
了
後
に
地
域
で
の
起
業

を
実
現
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
隊
員
が
起
業
す
る
際

の
経
費
を
支
援
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
28
年
度
に
は
、
起
業
・
事
業
化

研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
に
は
、
55
人
の
隊
員
が
参

加
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
基
礎
知
識
等
に
関
す
る
講
義

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
演
習
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、よ
り
多
く
の
隊
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
起
業
・
事
業
化
研
修
の
充
実
・
強
化
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

○  

地
域
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
ク
ラ
ウ
ド
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ィ
ϯ
ά
׭
民

連
携
ࣄ
業

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
地

域
で
起
業
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
た
寄
附
を
通
じ
て
応
援
す
る
仕
組
み

で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
官
民
連
携
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。

平
成
28
年
度
に
は
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、

資
金
調
達
の
累
計
額
は
約
１
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
例

え
ば
、
愛
媛
県
西
予
市
の
隊
員
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
あ
る
喫
茶
店
を
復
活
さ
せ
、
人
と
人
と
を

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
、「
古

民
家
・
古
店
舗
「
喫
茶 

春
名
」
再
生
資
金
調
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
目
標
金
額
３
０
０
万
円
の
と

こ
ろ
、
最
終
金
額
３
６
０
万
７
０
０
１
円
（
達
成
率
約

１
２
０
・
２
％
）と
な
り
、２
５
３
人
か
ら
支
援
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、来
年
度
で
10
年
目
を
迎
え
る
。

平
成
21
年
度
の
創
設
以
降
、
隊
員
本
人
や
受
け
入
れ
自

治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
地
域
の
方
々
な
ど
、
多

く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
全
国
で
４
千
人
を
超
え

る
規
模
と
な
り
、国
民
に
広
く
知
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
す
る
地
域
の
期
待
は
、

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
３
つ
の
課

題
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
さ
ら
な
る

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ͱ
·
Β
͵
ਓ
ޱ
ݮ
গ
ͱ

౎
ࢢ
೶
ଜ
ަ
ྲྀ
に
Α
Δ
ݩ
ؾ
ͮ
͘
り

զ
が
国
で
「
ա
ૄ
」
が
ॳ
め
て
ݴ
Θ
れ
た
の
は
１
̕
６

０
年
୅
の
ౡ
ࠜ
県
と
ݴ
Θ
れ
て
い
る
。
ઓ
後
、
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
が
あ
り
、
ே
઱
特
ध
を
経
て
高
度
経
ࡁ
成
௕
へ
と
ಥ

き
進
む
中
で
、「
ա
ૄ
」に
୅
ද
さ
れ
る
地
方
の
ਰ
ୀ
は「
発

展
の
஗
れ
に
よ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
、
国
౔
計
ը
な
ど
で

は
「
ۉ
ߧ
あ
る
発
展
」
を
ᨳ
い
จ
۟
に
様
々
な
੔
උ
が
成

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
؀
ڥ
੔
උ
に
よ
り
生

活
ར
ศ
ੑ
が
高
ま
っ
た
と
ࢥ
Θ
れ
た
地
域
で
は
、
׬
成
し

た
ಓ
࿏
を
ར
用
し
た
都
市
へ
の
人
ޱ
流
出
が
さ
ら
に
加
଎

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
様
々
な
ա
ૄ
対
ࡦ
の
取
り

組
み
に
も
か
か
Θ
ら
ͣ
、
人
ޱ
ݮ
গ
は
と
ま
ら
ͣ
に
現
ࡏ

に
ࢸ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
経
て
、
１
̕
７
０
年
୅
か
ら
࢝
ま
る

地
域
づ
く
り
の
จ
຺
の
中
で
都
市
農
村
交
流
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
౰
ॳ
は
؍
ޫ
を
中
心
と
し
た
産
業
と
し
て
の
都

市
農
村
交
流
ͩ
っ
た
が
、
都
市
部
の
ए
者
を
は
じ
め
と
し

た
人
材
と
地
域
が
協
ಇ
す
る
ஈ
֊
が
１
̕
̕
０
年
୅
か
ら

࢝
ま
る
と
ࢦ
ఠ
さ
れ
て
い
る
。（１
）
１
̕
̕
０
年
୅
と
い
え

ば
ό
ブ
ル
経
ࡁ
が
่
յ
し
、「
ࣦ
Θ
れ
た
10
年
」と
ݴ
Θ
れ
、

１
̕
̕
５
年
に
阪
ਆ
・
୶
࿏
大
਒
ࡂ
、
地
下
మ
サ
リ
ン
事

件
が
発
生
す
る
な
ど
、
զ
が
国
の
「
҆
心
・
҆
全
ਆ
࿩
」

が
่
յ
を
࢝
め
、
人
々
の
Ձ
஋
؍
の
大
స
׵
が
࢝
ま
っ
た

時
期
と
も
ݴ
え
る
。
こ
の
時
期
に
、
地
ٿ
྘
化
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
྘
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
（
１
̕
̕
４
年
Ỗ
）」

や
国
౔
ி
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
（
１
̕
̕

６
年
Ỗ
）」
な
ど
、
都
市
部
の
ए
者
を
農
ࢁ
ړ
村
へ
一
定

期
ؒ
೿
ݣ
す
る
事
業
が
࢝
ま
る
と
、
い
Θ
Ώ
る
「
人
ޱ
」

は
૿
え
な
い
も
の
の
、
都
市
部
の
ए
者
と
の
交
流
を
ܖ
機

に
「
ݩ
ؾ
」
を
取
り
໭
す
よ
う
な
地
域
が
出
現
し
て
き
た
。

地
域
の
活
力
は
人
ޱ
や
経
ࡁ
と
は
ҧ
う
物
ࠩ
し
で
࣭
的
な

ࢦ
標
で
ݟ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
ࢹ
఺
が
ࣔ
さ
れ

た
と
ݴ
え
る
。

一
方
で
、
౰
ॳ
の
都
市
農
村
交
流
の
取
り
組
み
は
、
今

೔
と
ൺ
べ
る
と
ۃ
め
て
খ
規
模
な
も
の
ͩ
っ
た
。
都
市
部

で
農
ࢁ
村
に
興
味
を
๊
く
ए
者
も
গ
な
け
れ
ば
、
都
市
部

の
ए
者
と
の
交
流
を
ը
ࡦ
す
る
よ
う
な
地
域
も
গ
な
か
っ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

ਓ
త
ࢧ
ԉ
に
Α
Δ
地
域
ͮ
͘
Γ
の
੒
Ռ
ͱ
՝
୊

Ổ
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
എ
ܠ
Ổ

ా
ޱ
　
ଠ
࿠

ಙ
ౡ
େ
ֶ
େ
ֶ
Ӄ
।
ڭ
त
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た
。
݁
果
と
し
て
、
強
い
意
ࢤ
を
࣋
っ
た
地
域
と
ए
者
の

交
流
と
な
り
、
Ϛ
ỽ
ν
ン
グ
な
ど
の
໰
題
は
さ
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
現
地
で
発
生
す
る
よ
う
な
大
খ
様
々
な
໰
題
も

「
自
ݾ
੹
任
」
の
ൣ
ᙝ
で
ॲ
理
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

ủ
ਓ
త
支
援
Ứ
ͷ
ࢪ
ࡦ
Խ

ච
者
が
ه
Ա
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
都
市
部
の
人
材
を

農
ࢁ
ړ
村
へ
೿
ݣ
す
る
事
業
を
政
ࡦ
と
し
て
は
じ
め
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
（
財
）
৽
ׁ
県
中
ӽ
地
਒
復
興
基
金

に
お
け
る
「
地
域
復
興
支
援
員
設
置
支
援
」
事
業
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
10
月
2ú
೔
に
発
ࡂ
し
た
৽
ׁ
県
中
ӽ
地
਒
を

ඃ
ࡂ
し
大
෯
に
人
ޱ
が
ݮ
গ
し
た
ඃ
ࡂ
集
མ
で
は
、
ۙ
ྡ

か
ら
通
い
続
け
た
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
集
མ
住
民
と
の
協
ಇ

を
通
じ
て
復
興
に
޲
け
て
の
実
੷
を
あ
げ
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
֦
大
を
目
ࢦ
し
て
、
２
０
０
７
年
11
月
に
઒

ޱ
町
（
現
௕
Ԭ
市
）
に
１
名
、
２
０
０
̔
年
４
月
に
௕
Ԭ

市
、
খ
千
୩
市
、
े
೔
町
市
、
ڕ
প
市
、
ೆ
ڕ
প
市
に
も

഑
置
さ
れ
、
計
2Ā
名
の
地
域
復
興
支
援
員
が
集
མ
復
興
の

支
援
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
ऩ
め
て
い
る
。（２
）

２
０
０
̔
年
３
月
に
は
総
務
省
ա
ૄ
໰
題
࠙
ஊ
会
の
提

ݴ
の
中
に
「
集
མ
支
援
員
」
が
入
る
こ
と
で
国
の
動
き
の

中
に
人
的
支
援
が
入
り
࢝
め
た
。
２
０
０
̔
年
度
に
は
総

務
省
に
よ
る
「
集
མ
支
援
員
」、農
林
水
産
省
に
よ
る
「
ా

ࣷ
で
ಇ
き
隊
」
が
ス
タ
ー
ト
、
ཌ
２
０
０
̕
年
か
ら
は
現

ࡏ
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

も
ス
タ
ー
ト
す
る
（
２
０
１
６
年
度
よ
り
農
水
省
「
ా
ࣷ

で
ಇ
き
隊
」
も
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
名
শ
統
合
）。

つ
ま
り
、
２
０
０
０
年
୅
後
൒
か
ら
、
こ
れ
ま
で
個
別
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
人
的
支
援
が
政
ࡦ
化
し
、
一
ڍ
に
全

国
に
広
ま
っ
た
こ
と
と
な
る
。

地
域
で
様
々
な
成
果
を
生
Μ
で
き
た
人
的
支
援
を
国
が

後
ԡ
し
す
る
こ
と
で
、
全
国
に
ී
ٴ
し
て
い
く
こ
と
は
ྑ

い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
政
ࡦ
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
特
に
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
な
く
て
も
募
集
し
ಋ

入
す
る
こ
と
が
Մ
ೳ
と
な
っ
た
ଆ
໘
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

े
෼
な
ݕ
౼
を
経
ͣ
に
協
力
隊
を
࢝
め
と
し
た
人
的
支
援

を
ಋ
入
し
て
い
る
事
例
が
多
数
出
現
し
て
い
る
と
ࢥ
Θ
れ

る
。஍

Ҭ
ৼ
ڵ
ͱ
ా
Ԃ
ճ
ؼ
ͷ
促
進
ỏ

̎
ͭ
ͷ
ଆ
໘
͔
Β
ੜ
·
Ε
た

ủ
஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
Ứ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
ಡ
み
解
い
て
み
る
と
、

こ
の
取
り
組
み
の
എ
ܠ
に
は
２
つ
の
流
れ
が
ݟ
え
て
く

る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
ࣔ
し
て
き
た
よ
う
な
「
地
域
づ

く
り
」へ
の
人
材
౤
入
と
い
う
৽
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
ա
ૄ
対
ࡦ
事
業
を
進
め
な
が
ら
も
と
ま

ら
な
か
っ
た
地
域
の
ਰ
ୀ
が
લ
述
し
た
よ
う
な
人
的
支
援

を
通
じ
て
ݩ
ؾ
を
取
り
໭
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
動
き
を
加

଎
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ଞ
方
は
、
移
住
・
定

住
の
ଅ
進
、
い
Θ
Ώ
る
「
ా
Ԃ
回
ؼ
」
の
加
଎
で
あ
る
。

ए
者
の
Ձ
஋
؍
の
స
׵
と
と
も
に
生
ま
れ
た
ా
ࣷ
ࢥ
考
を

後
ԡ
し
し
、
地
方
へ
の
人
ޱ
ؐ
流
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
つ
の
എ
ܠ
は
一
ݟ
਌
࿨
ੑ
の
高
い
も
の
と
ࢥ
Θ
れ
る

が
、
ච
者
は
গ
し
ҧ
う
ݟ
解
を
࣋
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

は
、
地
域
づ
く
り
と
定
住
ଅ
進
の
２
つ
の
目
的
を
྆
取
り

す
る
の
は
೉
し
い
か
ら
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
と
は
、
そ

も
そ
も
地
域
住
民
の
Ϙ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
協
力
に
よ
り
成
立

す
る
も
の
で
あ
り
、ଈ
経
ࡁ
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
地
域
づ
く
り
活
動
が
任
期
終
了
後
の
な
り
Θ

い
づ
く
り
に
直
接
的
に
寄
༩
す
る
こ
と
は
೉
し
い
。
一
方

の
ా
Ԃ
回
ؼ
、
定
住
の
ଅ
進
の
た
め
に
は
活
動
期
ؒ
中
か

ら
定
住
に
޲
け
た
४
උ
、
つ
ま
り
自
਎
の
な
り
Θ
い
づ
く

り
が
ٻ
め
ら
れ
る
。
自
਎
の
な
り
Θ
い
づ
く
り
は
ब
農
を

ؚ
め
た
い
Θ
Ώ
る
「
起
業
」
と
な
る
が
、
本
ؾ
で
の
起
業

は
、
Ϙ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
೔
ৗ
を
઎
め

る
ঢ়
گ
で
は
೉
し
い
。
݁
果
と
し
て
྆
者
の
྆
立
を
図
る

こ
と
は
ࢸ
೉
の
ٕ
と
な
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
て
い
る
人
材
は
様
々
で
あ

る
。
移
住
を
目
ࢦ
し
て
い
る
者
、
地
域
づ
く
り
を
ࢤ
޲
し

て
い
る
者
、地
域
で
起
業
を
目
ࢦ
す
者
。こ
の
よ
う
に
様
々

な
イ
ϝ
ー
ジ
を
࣋
っ
た
人
材
が
地
域
に
ඈ
ͼ
ࠐ
Μ
で
い
く

Θ
け
で
あ
る
が
、
݁
果
的
に
地
域
の
χ
ー
ζ
と
的
֬
に
Ϛ

ỽ
ν
で
き
な
い
事
例
が
生
ま
れ
る
݁
果
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
͕

஍
Ҭ
に
΋
た
Β
͠
た
੒
Ռ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
զ
が
国
の
地
域
ৼ
興
の
取
り

人的支援の背景
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組
み
の
中
で
は
ը
期
的
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
ච
者
は
ධ

Ձ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
ৼ
興
や
ա
ૄ
対
ࡦ
は
各

種
ৼ
興
事
業
の
ϝ
χ
ュ
ー
を
地
域
が
こ
な
し
て
い
く
よ
う

な
「
事
業
ܕ
支
援
」
で
あ
っ
た
。
݁
果
と
し
て
地
域
は
国

が
提
ࣔ
す
る
ิ
ॿ
ϝ
χ
ュ
ー
と
地
域
の
実
情
が
ඞ
ͣ
し
も

あ
っ
て
い
な
く
て
も
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
施
ࡦ
は

地
域
の
物
理
的
な
発
展
を
実
現
し
た
も
の
の
、
ա
ૄ
化
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
社
会
の
ॾ
課
題
を
解
ܾ
す
る
に
は
ࢸ

ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
い
Θ

Ώ
る
「
人
的
支
援
」
で
あ
る
。
明
治
大
ֶ
の
খ
ా
੾
ಙ
ඒ

ڭ
त
が
「
ิ
ॿ
金
か
ら
ิ
ॿ
人
へ
」
と
ݴ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
ิ
ॿ
金
に
よ
る
地
域
支
援
か
ら
ิ
ॿ
人
、
直

接
人
を
ૹ
り
ࠐ
む
支
援
へ
の
స
׵
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、「
人
」
は
そ
れ
ͧ
れ
ҧ
う
。
地
域
に
ඈ
ͼ
ࠐ
む

人
材
は
े
人
े
৭
。
そ
れ
ͧ
れ
が
そ
れ
ͧ
れ
の
人
生
経
ݧ

や
人
生
設
計
を
༗
し
て
い
る
。
と
は
ݴ
え
、
こ
れ
ま
で
స

出
ば
か
り
が
続
い
て
き
た
地
域
を
બ
୒
し
て
移
住
し
て
く

る
、
と
い
う
地
域
に
対
す
る
લ
޲
き
な
意
識
を
も
っ
た
ए

者
が
地
域
に
入
る
こ
と
で
、
地
域
が
自
信
と
ތ
り
を
取
り

໭
す
例
も
多
発
し
て
い
る
。

○
減
り
つ
つ
あ
る
地
域
の
担
い
手
と
し
て

地
域
で
は
ए
者
の
流
出
に
よ
り
、
୲
い
ख
ෆ
଍
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
೔
ৗ
的
に
は
地
域
の
出
事
や
ফ

๷
団
な
ど
、
ए
ख
が
ෛ
う
役
割
は
大
き
い
が
、
গ
子
高
ྸ

化
に
よ
り
こ
う
し
た
地
域
の
仕
事
の
୲
い
ख
は
ݮ
り
続
け

て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
活
動
へ
の
ੵ
ۃ
的
な
参
加
意
ࢥ

を
࣋
っ
た
ए
者
の
流
入
は
ݮ
গ
す
る
୲
い
ख
の
֬
保
と
い

う
意
味
で
も
大
き
い
。
ٯ
に
ݴ
え
ば
、
こ
う
し
た
୲
い
ख

に
な
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
地
域
か
ら
す
る
と
そ
の
存
ࡏ
Ձ

஋
す
ら
ٙ
Θ
れ
て
し
ま
う
Մ
ೳ
ੑ
も
あ
る
。

○
地
域
を
前
向
き
に
捉
え
る
層
と
の
接
続

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
動
機
こ
そ
様
々
で
あ
れ
、
都

市
部
か
ら
い
Θ
Ώ
る
ա
ૄ
地
域
へ
移
住
を
し
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
Μ
で
い
る
。
地
域
か
ら
す
れ
ば
地
域
に
৽
し

い
人
材
を
１
人
֫
ಘ
し
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
１
人
の
人
材
が
た
ͩ
૿
え
た
ͩ
け
で
は
な
い
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
ࢤ
す
よ
う
な
人
は
都
市
部
で
生
活
し
て

い
る
時
期
か
ら
ط
に
都
市
で
の
฻
ら
し
に
対
す
る
໰
題
意

識
や
農
ࢁ
ړ
村
で
の
฻
ら
し
に
強
い
関
心
を
࣋
っ
て
お

り
、
同
じ
よ
う
な
意
識
を
࣋
つ
人
々
と
の
ネ
ỽ
ト
ワ
ー
ク

を
༗
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
協
力
隊
と
し

て
ண
任
す
る
と
同
時
に
地
域
は
１
人
の
協
力
隊
を
通
じ

て
、
地
域
に
関
心
が
あ
る
多
く
の
都
市
住
民
と
の
人
的
ί

ネ
ク
シ
ἀ
ン
が
出
来
た
、
と
も
ݴ
え
る
。
地
域
は
こ
れ
ま

で
の
様
々
な
౒
力
に
も
関
Θ
ら
ͣ
進
む
ա
ૄ
化
に
自
信
を

ࣦ
い
、
地
域
を
લ
޲
き
に
ݟ
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
は
な

か
な
か
࣋
て
な
か
っ
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域

を
数
あ
る
ީ
ิ
か
ら
બ
୒
し
て
や
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
ۃ
め
て
લ
޲
き
に
地
域
を
ධ
Ձ
す
る
૚
と
地
域
住

民
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
協
力
隊
の
ϛ
ỽ
シ
ἀ
ン
と
も

ݴ
え
る
「
地
域
の
自
信
と
ތ
り
」
の
ৢ
成
に
޲
け
た
取
り

組
み
は
加
଎
し
や
す
い
。

○
地
域
内
外
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
価
値
創
造

よ
く
ݴ
Θ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
外
部
か
ら
地
域
を
લ

޲
き
に
ଊ
え
て
や
っ
て
く
る
協
力
隊
か
ら
す
れ
ば
、
地
域

は
「
ๅ
の
ࢁ
」
で
あ
る
。
地
域
住
民
か
ら
す
れ
ば
౰
た
り

લ
の
も
の
が
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
ए
者
か
ら
す
れ
ば
و

重
な
地
域
資
ݯ
と
な
る
。
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

作
り
出
す
よ
う
な
地
域
資
ݯ
は
、
地
域
か
ら
す
れ
ば
ご
く

਎
ۙ
な
存
ࡏ
で
あ
り
、
大
き
な
Ձ
஋
を
ݟ
出
し
て
い
な
い

が
、
都
市
部
か
ら
す
れ
ば
ඇ
ৗ
に
๛
か
な
資
ݯ
で
あ
る
。

ނ
に
、
協
力
隊
に
よ
る
地
域
資
ݯ
の
発
信
の
内
༰
は
地
域

か
ら
す
れ
ば
「
ڻ
く
ほ
ど
਎
ۙ
な
も
の
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
外
部
か
ら
の
ධ
Ձ
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
で
、
自
਎
の
地
域
に
対
す
る
再
ධ
Ձ
に
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
地
域
資
ݯ
を
外
の
目
か
ら
ଊ
え
直
し
、
外
に
޲
け

て
発
信
す
る
こ
と
は
地
域
の
જ
ࡏ
的
な
Ձ
஋
を
Մ
ࢹ
化

し
、
そ
れ
を
地
域
の
ັ
力
と
し
て
Ձ
஋
化
す
る
こ
と
と
な

る
。
地
域
づ
く
り
に
ٻ
め
ら
れ
る
৽
し
い
Ձ
஋
の
創
造
へ

も
協
力
隊
が
寄
༩
し
て
い
る
໘
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
స
出
が
続
い
て
き
た
地
域
に
લ
޲
き
な
意

ࢥ
を
࣋
っ
た
人
材
が
入
る
意
味
は
大
き
い
。
と
同
時
に
、

地
域
を
ҡ
࣋
す
る
の
に
ඞ
要
な
࿑
力
は
人
ޱ
ݮ
গ
と
と
も

集落維持の負担意識
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に
ݮ
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
ಓ
࿏

イ
ン
フ
ラ
も
発
達
し
た
今
೔
で
は
地
域
に
ډ
住
し
な
い
స

出
者
や
フ
ァ
ン
が
地
域
の
ҡ
࣋
に
ੵ
ۃ
的
に
ߩ
ݙ
す
る
Մ

ೳ
ੑ
が
૿
し
て
い
る
と
も
ݴ
え
る
。
ډ
住
者
と
し
て
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
同
時
に
協
力
隊
を
介
し
て
地
域
と
つ

な
が
り
が
で
き
る
様
々
な
人
材
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

地
域
の
社
会
課
題
を
解
ܾ
す
る
人
材
と
し
て
位
置
づ
け
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ͷ
՝
୊

最
ۙ
、
̨
Ｎ
̨
な
ど
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ෛ
の
ଆ

໘
が
೐
Θ
せ
て
い
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
ݟ
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
協
力
隊
の
隊
員
数
も
全
国
で
４
千
人
を
超
え
、

౰
ॳ
か
ら
す
れ
ば
૝
૾
を
超
え
る
ए
者
が
都
市
部
か
ら
地

域
へ
と
ډ
を
移
し
、
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
大
ֶ
の
त
業
で
も
協
力
隊
の
存
ࡏ
を
知
っ
て
い
る

ֶ
生
数
も
一
定
数
ډ
る
よ
う
に
な
り
、
ब
৬
の
બ
୒
ࢶ
の

一
つ
と
し
て
も
「
協
力
隊
」
を
ڍ
げ
る
ֶ
生
す
ら
ݟ
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の
存
ࡏ
ײ
す
ら
ফ
え
つ

つ
あ
っ
た
೔
本
の
農
ࢁ
ړ
村
や
こ
う
し
た
地
域
で
の
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
こ
れ
ͩ
け
஫
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ۙ
年
の
「
地
方
創
生
」

の
動
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ٙ
い
よ
う
が
な
い

が
、
݁
果
と
し
て
は
、
Կ
の
定
ま
っ
た
方
਑
も
な
い
ま
ま
、

移
住
者
の
֫
ಘ
や
人
員
ิ
ర
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
ಋ
入
も
多
く
行
Θ
れ
て
い
る
。

移
住
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ಋ
入
が
な

ͥ
໰
題
な
の
か
。
移
住
は
ۙ
年
、
ඇ
ৗ
に
活
発
で
「
移
住

者
֫
ಘ
ڝ
૪
」
の
ঢ়
ଶ
で
あ
る
が
、
移
住
自
体
は
以
લ
か

ら
な
か
っ
た
動
き
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
移
住
者
は
、
自

ら
の
目
で
地
域
を
ݟ
て
า
き
、
自
ら
リ
ス
ク
を
ෛ
っ
た
上

で
地
域
に
ඈ
ͼ
ࠐ
Μ
で
い
た
。
౰
વ
、
定
住
出
来
た
者
も

い
れ
ば
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
が
上
ख
く
い
か
ͣ
に
స
出

し
た
者
も
い
る
。
ど
れ
も
自
ݾ
੹
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

移
住
者
֫
ಘ
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ಋ
入

は
移
住
に
対
す
る
ϋ
ー
ド
ル
を
͙
っ
と
引
き
下
げ
た
と
同

時
に
、
֮
ޛ
な
き
移
住
も
大
い
に
進
め
て
し
ま
っ
た
。
݁

果
と
し
て
、
任
期
終
了
と
同
時
、
あ
る
い
は
任
期
్
中
で

現
実
を
知
っ
た
上
で
స
出
が
進
み
、「
ど
う
せ
出
て
い
く

Μ
ͩ
ろ
う
」と
い
う
地
域
の
ఘ
め
ײ
を
ॿ
௕
し
て
し
ま
う
。

地
域
で
は
、
移
住
者
に
対
す
る
イ
ϝ
ー
ジ
が
ѱ
化
し
て
、

後
続
の
移
住
者
に
対
す
る
ݫ
し
い
ݟ
方
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
҆
қ
な
移
住
を
進
め
て
し
ま

う
こ
と
は
地
域
に
ఘ
め
ײ
を
広
げ
か
Ͷ
な
い
と
い
う
現
実

が
あ
る
。

一
方
で
、
人
員
ิ
ర
ܕ
の
協
力
隊
が
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
設
計
は
ۃ
め
て
ॊ
ೈ
ੑ
が
高
い
。
݁
果

的
に
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
ଆ
が
ど
の
よ
う
な
方

਑
の
下
で
協
力
隊
を
ಋ
入
す
る
か
、
が
重
要
と
な
る
が
、

地
域
や
地
域
内
組
৫
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
協

力
隊
を
Ѻ
ટ
す
る
事
例
も
গ
な
く
な
い
。
行
政
は
受
け
入

れ
団
体
に
ؙ
౤
げ
し
、
受
け
入
れ
団
体
は
費
用
を
か
け
ͣ

に
人
員
を
֬
保
で
き
た
と
ت
Ϳ
の
で
あ
る
。本
来
的
に
は
、

ඞ
要
と
な
る
人
件
費
を
ؚ
め
た
組
৫
経
営
を
す
べ
き
と
こ

ろ
が
、
協
力
隊
と
い
う
制
度
が
あ
る
が
Ώ
え
に
「
人
件
費

の
か
か
ら
な
い
人
材
֬
保
」
の
ख
ஈ
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
౰
વ
の
こ
と
な
が
ら
こ
う
し
た
έ
ー
ス
で
は
協
力

隊
自
਎
の
経
ݧ
や
ೳ
力
と
い
う
よ
り
も
受
け
入
れ
組
৫
の

目
的
達
成
に
主
؟
が
置
か
れ
、
協
力
隊
自
਎
の
自
ݾ
実
現

や
、
協
力
隊
本
人
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
活
動
は
ೋ
の
次

と
さ
れ
て
し
ま
う
。
協
力
隊
は
自
਎
の
Ձ
஋
を
ݟ
い
ͩ
せ

ͣ
に
Ϟ
ν
ベ
ー
シ
ἀ
ン
を
௿
下
さ
せ
て
し
ま
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
໰
題
意
識
を
࣋
っ
て
い
た
り
、
地
域
で
の
৽
し
い
Մ
ೳ

ੑ
を
目
ࢦ
し
た
り
し
て
入
っ
て
く
る
。
ނ
に
、
そ
れ
ͧ
れ

の
協
力
隊
が
࣋
つ
ス
キ
ル
や
人
生
設
計
を
ແ
ࢹ
し
た
活
動

を
し
て
し
ま
う
と
、
協
力
隊
自
਎
の
Ϟ
ν
ベ
ー
シ
ἀ
ン
が

௿
下
し
て
し
ま
い
、
݁
果
的
に
地
域
づ
く
り
も
े
෼
に
進

ま
な
い
、
と
い
う
݁
果
に
な
り
や
す
い
。

஍
Ҭ
ͱ
֎
෦
ਓ
ࡐ
͕

̬
̸
̽
̬
̸
̽
に
ͳ
Δ
ؔ
܎
ͮ
͘
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
「
人
」
に
よ
る
支
援
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
ܕ
の
支
援
と
は
ҟ
な
り
生
਎
の
人
ؒ
が

地
域
に
ඈ
ͼ
ࠐ
Μ
で
い
く
Θ
け
な
の
で
、
制
度
設
計
も
そ

れ
ͧ
れ
の
人
ؒ
ੑ
を
౿
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
活
力
޲
上

に
効
果
的
な
施
ࡦ
を
ݕ
౼
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。
ނ
に
、
ಋ

入
す
る
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
が
地
域
の
実
情
と
外
部
人
材
を

ಋ
入
す
る
意
義
や
人
的
支
援
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
生
ま

れ
る
地
域
の
৽
た
な
方
޲
ੑ
な
ど
を
事
લ
に
े
෼
ݕ
౼
す

る
こ
と
が
ඞ
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
ண
任
し
た
協
力
隊
が

࣋
つ
経
ݧ
や
ス
キ
ル
、
人
生
設
計
も
े
෼
に
考
ྀ
に
入
れ

た
上
で
、
૒
方
が
̬
̸
̽
̬
̸
̽
に
な
る
よ
う
な
関
係
づ

く
り
を
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る
。
そ
の
݁
果
と
し
て
地
域

が
৽
し
い
Մ
ೳ
ੑ
を
࣋
ち
࢝
め
る
こ
と
が
出
来
る
ͩ
ろ
う
。

ࢀ
ߟ
จ
ݙ

（
１
）
宮
口
侗
廸
他
「
若
者
と
地
域
を
つ
く
る
」
原
書
房
、
２

０
１
０
年

（
２
）中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
復
興
プ
ロ
セ
ス
研
究
会
編「
中

越
地
震
か
ら
３
８
０
０
日
」
ぎ
ょ
う
せ
い
、
２
０
１
５
年

特 集
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特 集
ࢲ
は
、
઎
ף
村
の
村
໦
で
あ
る
カ
エ
デ
を
࢖
っ
た
ϝ
ー

プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
村
の
৽
た
な
特
産
඼
に
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
づ
く
り
は
、
３
年
લ
よ
り
社
会
ڭ

ҭ
の
一
؀
で
࢝
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
２
０
１
６
年

に
、
村
が
民
ؒ
ا
業
で
あ
る
઎
ף
村
໦
࣭
ό
イ
Φ
Ϛ
ス
生

産
組
合
に
事
業
ҕ
ୗ
す
る
形
で
本
֨
的
な
事
業
化
が
࢝
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
൐
い
、
ࢲ
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
こ
の
事
業
に
関
Θ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ࢼ
ߦ
ࡨ
ޡ
ͱ
ۤ
࿑
ͷ
࿈
ଓ

ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
の
ݪ
ྉ
と
な
る
の
は
、
カ
エ
デ
の

थ
ӷ
で
す
。
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
は
、
थ
ӷ
を
ࣽ
٧
め
る

こ
と
で
出
来
上
が
り
ま
す
。
थ
ӷ
は
、
１
年
中
࠾
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
春
ઌ
の
１
カ
月
ఔ
度
し
か
࠾
れ
ま
せ
Μ
。

઎
ף
村
で
は
、
３
月
Ỗ
４
月
上
०
が
ϝ
ー
プ
ル
थ
ӷ
の
ऩ

֭
期
に
な
り
ま
す
。
࠾
取
さ
れ
た
थ
ӷ
は
、
৽
઱
な
う
ち

に
ख
作
り
の
਋
Ϙ
イ
ラ
ー
で
ࣽ
٧
め
ら
れ
、
ϝ
ー
プ
ル
シ

ロ
ỽ
プ
に
な
り
ま
す
。

10
Ἄ
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
お

よ
そ
６
０
０
Ἄ
の
थ
ӷ
を
2û
時
ؒ
、
ࣽ
٧
め
る
こ
と
が
ඞ

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ロ
ỽ
プ
の
੡
造
に
は
大
ྔ
の
೩

ྉ
が
ඞ
要
と
な
り
、
そ
の
೩
ྉ
と
し
て
ར
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
村
の
ؒ
െ
材
で
つ
く
っ
た
਋
で
す
。

◆◆◆

こ
の
࠾
取
Ỗ
੡
造
の
޻
ఔ
は
、
਋
の
生
産
者
で
も
あ
る

઎
ף
村
໦
࣭
ό
イ
Φ
Ϛ
ス
生
産
組
合
と
、
こ
の
時
期
、
ؓ

ࢄ
期
と
な
る
村
の
林
業
ै
事
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

੡
造
が
ॳ
め
て
と
な
る
ࡢ
年
は
、
ࢼ
行
ࡨ
ޡ
と
ۤ
࿑
の

連
続
で
し
た
。
そ
れ
を
৐
り
੾
れ
た
の
は
、
シ
ロ
ỽ
プ
づ

く
り
に
関
Θ
る
村
の
人
た
ち
の
ν
ー
ム
ワ
ー
ク
や
フ
ỽ
ト

ワ
ー
ク
の
ྑ
さ
で
し
た
。
ࠔ
೉
な
ঢ়
گ
も
ָ
し
Μ
で
し
ま

う
お
お
ら
か
さ
に
、村
に
来
た
ば
か
り
の
ࢲ
は
ѹ
౗
さ
れ
、

ٹ
Θ
れ
た
の
を
֮
え
て
い
ま
す
。

઎
ף
ଜ
ͷ
৽
た
ͳ
ಛ
࢈
඼
に

さ
て
、
ऩ
֭
期
が
終
Θ
り
シ
ロ
ỽ
プ
が
׬
成
す
る
と
、

঎
඼
化
、
Ｐ
Ｒ
、
ൢ
ച
活
動
が
࢝
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

一
ॹ
に
ಇ
い
て
き
た
஥
ؒ
が
本
来
の
仕
事
に
໭
っ
て
し
ま

う
こ
の
時
期
か
ら
は
、
た
っ
た
ͻ
と
り
の
活
動
と
な
り
ま

す
。事

業
化
１
年
目
。
঎
඼
化
し
た
ॳ
め
て
の
঎
඼
は
、
カ

φ
μ
産
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
に
઎
ף
村
産
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ

ỽ
プ
を
ブ
Ϩ
ン
ド
し
た
঎
඼
で
し
た
。
大
ྔ
生
産
で
き
な

い
村
産
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
、
๛
෋
に
あ
る
カ
φ
μ
産

ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
と
ブ
Ϩ
ン
ド
し
て
ྔ
産
す
る
こ
と

で
、
઎
ף
村
で
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
が
で
き
る
こ
と
を
な

る
べ
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
で
つ

く
っ
た
঎
඼
で
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
঎
඼
の
発
ച
に
合
Θ
せ
て
、「
ϝ
ー
プ

ル
ऩ
֭
ࡇ
」
と
い
う
発
ച
ه
೦
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
村
の

౔
産
店
で
も
ൢ
ച
さ
れ
、
઎
ף
村
の
৽
た
な
特
産
඼
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
࢖
っ
た
ྉ
理
ڭ
ࣨ
を
開

催
し
た
り
、
村
や
ۙ
ྡ
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
た

◆◆◆

ϝʔϓϧγϩοϓͮ͘ΓΛ͑ࢧΔϝϯόʔ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
生
産
、
ൢ
ച
、
さ
ら
に
؍
ޫ
資
ݯ
と
し
て
活
用
Ổ

ݪ
໺
஌
༗
ل

઎
ף
ଜ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ ๺

ւ
ಓ
઎
ף
ଜ

1

ϝ
ồ
ϓ
ϧ
γ
ϩ
ỽ
ϓ
Ͱ
·
ͪ
お
こ
し
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り
と
Ｐ
Ｒ
や
ൢ
ച
の
場
に
ੵ
ۃ
的
に
出
޲
き
ま
し
た
。

ଜ
࢈
̍
̌
̌
ˋ
ϝ
ồ
ϓ
ϧ
γ
ϩ
ỽ
ϓ
Λ
ൃ
ച

そ
Μ
な
中
、
一
൪
ച
り
出
し
た
い
઎
ף
村
産
１
０
０
％

の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
は
発
ച
で
き
ͣ
に
い
ま
し
た
。

そ
の
要
Ҽ
は
、
数
ྔ
が
গ
な
い
村
産
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ

プ
の
ロ
ỽ
ト
に
対
応
し
て
く
れ
る
ළ
٧
め
޻
場
が
ݟ
つ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
特
घ
な
形
の
ළ
を
࠾
用
し
た
た
め
、

そ
の
形
ঢ়
に
合
う
ラ
ベ
ル
を
୳
す
の
に
ۤ
࿑
し
た
こ
と
な

ど
に
あ
り
ま
す
。
事
業
化
ୈ
１
߸
の
カ
φ
μ
産
と
の
ブ
Ϩ

ン
ド
঎
඼
と
は
ҧ
い
、
঎
඼
化
す
る
ま
で
に
予
૝
以
上
の

時
ؒ
を
要
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
൪
ࠔ
っ
た
こ
と
は
、
ੵ
ۃ
的
に
ച
り
出
し

て
行
く
こ
と
に
ށ
࿭
い
を
ײ
じ
る
ϝ
ン
ό
ー
が
い
た
こ
と

で
し
た
。

一
ؙ
と
な
っ
て
、
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
の
׬
成
の
み
を

目
ࢦ
し
て
い
た
ࠒ
と
は
ҧ
い
、
ൢ
ച
に
関
し
て
は
৻
重
な

意
ݟ
も
あ
り
、
村
の
౔
産
店
に
さ
え
置
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ͣ
に
い
た
の
で
す
。

地
域
お
こ
し
と
い
う
任
務
の
も
と
、
৽
し
い
産
業
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
୭
し
も
が
望
Μ
で
い

る
こ
と
ͩ
と
信
じ
て
い
た
ࢲ
が
、「
ま
ち
お
こ
し
」
の
本

౰
の
೉
し
さ
に
ॳ
め
て
ؾ
づ
い
た
ॠ
ؒ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
ੵ
ۃ
的
に
」な
る
こ
と
を
た
め
ら
う
中
、

ฉ
こ
え
て
き
た
の
は
「
઎
ף
村
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
は

ِ
物
」
ͩ
と
い
う
੠
で
し
た
。
本
来
ച
り
出
す
べ
き
村
産

１
０
０
％
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
ੈ
に
出
せ
な
い
ま

ま
、
カ
φ
μ
産
と
の
ブ
Ϩ
ン
ド
঎
඼
の
み
を
ൢ
ച
、
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
ൽ
೑
な
݁
果
で
し
た
。
そ
れ

は
、「
行
動
を
起
こ
す
」
こ
と
を
た
め
ら
う
以
上
に
չ
し

◆◆◆

い
こ
と
で
し
た
。

村
産
１
０
０
％
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
が
׬
成
し
て
か

ら
̔
カ
月
が
経
っ
た
12
月
の
あ
る
೔
、
ࢲ
は
、
村
に
あ
る

ಓ
の
Ӻ
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自
ら
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ

プ
を
発
ച
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

൓
ڹ
は
ࢥ
っ
た
以
上
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。
৽
ฉ
や

ラ
ジ
Φ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
ઇ
で
ؓ
ࢄ
と

す
る
中
で
も
、
こ
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
目
౰
て
に
ಓ

の
Ӻ
を
๚
れ
る
お
٬
様
が
Կ
人
も
い
た
の
で
す
。

こ
の
年
２
０
０
本
つ
く
っ
た
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
は
発

ച
か
ら
４
カ
月
で
׬
ച
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
の
౔
産
店
で
も
ख
に
入
る
঎
඼
に
な
り
ま

し
た
。ϝ

ồ
ϓ
ϧ
π
Ξ
ồ
Λ
։
࠵

２
年
目
と
な
っ
た
今
年
、
ࡢ
年
の
経
ݧ
を
౿
ま
え
て
Ϙ

イ
ラ
ー
を
վ
ྑ
。
生
産
効
率
が
上
が
り
、
ࡢ
年
の
１
・
̔

ഒ
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
を
੡
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ࡢ。

年
は
２
０
０
本
ͩ
っ
た
村
産
１
０
０

％
の
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
は
、
今
年
５
０

０
本
を
生
産
。
৽
た
な
঎
඼
と
し
て
、
村

民
が
ख
ܰ
に
ങ
え
る
「
村
民
限
定
ϝ
ー
プ

ル
シ
ロ
ỽ
プ
」
も
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
थ
ӷ
の
࠾
取
体
ݧ
と
シ
ロ
ỽ
プ

の
੡
造
現
場
を
ݟ
ֶ
す
る
ϝ
ー
プ
ル
π
ア

ー
を
開
催
。
定
員
い
っ
ͺ
い
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
؍
ޫ
資
ݯ
と
し
て
の
Մ
ೳ
ੑ
を

ײ
じ
ま
し
た
。

◆◆◆

؍
ޫ
΍
ޏ
༻
ͷ
৔
ͱ
͠
ͯ
΋
׆
༻

ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ
ỽ
プ
の
੡
造
は
ど
こ
で
も
ਅ
ࣅ
の
で
き

る
؆
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
Μ
。
Ϙ
イ
ラ
ー
を
つ
く
る

こ
と
か
ら
࢝
ま
り
、
थ
ӷ
の
࠾
取
、
シ
ロ
ỽ
プ
の
੡
造
に

ࢸ
る
ま
で
、
こ
の
村
に
฻
ら
す
人
の
力
と
こ
の
村
に
あ
る

広
大
な
৿
か
ら
生
ま
れ
た
「
৿
の
ܙ
み
」
で
あ
り
、「
村

の
ܙ
み
」
で
す
。

ݩ
々
こ
こ
に
い
る
人
々
に
は
、
地
ݩ
の
ܙ
み
に
ؾ
づ
か

な
い
ݠ
ڏ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
ࢲ
は
٬
؍
的
に
そ

の
ૉ
੖
ら
し
さ
を
ײ
じ
ら
れ
る
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
ັ
力
を
発
信
す
る
リ
ー
μ
ー
シ
ỽ
プ
を
取
り
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

ক
来
は
、
঎
඼
の
ൢ
ച
ͩ
け
で
な
く
、
ϝ
ー
プ
ル
シ
ロ

ỽ
プ
が
生
ま
れ
る
৿
や
そ
の
؀
ڥ
も
「
こ
の
村
に
し
か
な

い
、
こ
の
村
ͩ
け
で
で
き
る
体
ݧ
」
と
し
て
、
؍
ޫ
や
ޏ

用
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
と
໘
ന
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆◆

౔࢈ళʹฒΜͩଜ100࢈�ϝʔϓϧγϩοϓ

ʮϝʔϓϧͷ৿ʯମݧπΞʔɻ
थӷ࠾औͷ৿ΛҊ಺͢Δ༷ࢠ
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特 集
平
成
27
年
11
月
に
「
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
࢝
動
ه
者
発
ද
が
ࢁ
形
県
௕
Ҫ
市
で
開
か
れ
、
೔
本
ॳ

の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
௕
Ҫ
市
の
Ｂ
ａ
ｂ

͈
Ｂ
ｏ
͇
と
は
、
自
治
体
、
地
域
の
事
業
者
、
伝
統
޻
ܳ

৬
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
が
ڞ
に
ا
ը
か
ら
考
え
ҭ
ࣇ
用
඼

を
作
り
、
一
つ
の
大
き
な
ശ
に
٧
め
て
、
地
域
の
ັ
力
と

ま
ち
全
体
の
ॕ
෱
の

ؾ
࣋
ち
を
ࠐ
め
た
ଃ

り
物
で
す
。
平
成
2Ā

年
４
月
以
降
に
市
内

で
出
産
し
た
全
て
の

ੈ
ଳ
に
഑
෍
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み

は
、
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ

͇
を
通
し
て
市
民
に

地
域
の
ັ
力
と
伝
統

を
伝
え
て
い
く
と
ڞ

に
、
市
外
へ
は
ൢ
ച

を
行
う
こ
と
で
地
場

産
業
の
ৼ
興
と
、
市

民
の
活
༂
の
場
や
地
域
と
の
交
流
の
創
出
な
ど
を
目
的
と

し
、
子
ҭ
て
支
援
と
同
時
に
様
々
な
地
域
課
題
を
解
ܾ
す

る
ι
ー
シ
Ỿ
ル
ܕ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ࢠ
Ͳ
΋
ͷ
γ
Ϗ
ỽ
Ϋ
ϓ
ϥ
Π
υ
Λ
ҭ
ͯ
た
͍

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
を
作
る
ա
ఔ
で
子
ҭ
て
ੈ
୅
を
対
৅

に
χ
ー
ζ
調
査
を
実
施
し
、
঎
඼
開
発
の
参
考
に
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
௕
Ҫ
の
ັ
力
を
自
෼
の
子
ど
も
に
伝
え

ら
れ
る
か
ʁ
」
と
い
う
࣭
໰
に
全
体
の
約
７
割
が
「
Կ
と

な
く
」「
෼
か
ら
な
い
」と
回
答
す
る
݁
果
に
な
り
ま
し
た
。

ࢲ
は
様
々
な
地
域
を
୳
し
回
っ
て
「
子
ҭ
て
す
る
な
ら
こ

の
場
所
」
と
ࢥ
い
ਆ
ಸ
઒
県
か
ら
௕
Ҫ
市
に
移
住
し
ま
し

た
が
、
地
域
の
人
に
は
౰
た
り
લ
と
な
っ
て
い
て
「
地
域

の
ັ
力
の
実
ײ
」
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

子
ど
も
た
ち
の
シ
ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
ҭ
て
、
地
域
に
ތ

り
を
࣋
ち
主
体
的
に
地
域
の
た
め
に
行
動
す
る
大
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
強
く
ࢥ
っ
た
の
で
す
。

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
を
通
し
て
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
地
域

の
伝
統
や
ັ
力
を
伝
え
、
シ
ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ
ド
޲
上
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

̗
̰
̱
͈
̗
̾
͇
ͷ
த
਎

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
に
は
15
個
の
঎
඼
が
٧
ま
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
Φ
ー
Ψ
χ
ỽ
ク
ス
タ
イ
」
は
Φ
ー
Ψ
χ

ỽ
ク
ί
ỽ
ト
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
೔
本
を
୅
ද
す
る
（
株
）
ア

ό
ン
テ
ィ
か
ら
生
地
を
仕
入
れ
デ
β
イ
ン
も
作
っ
て
௖

き
、
௕
Ҫ
市
の
お
฼
さ
Μ
た
ち
が
๓
੡
し
て
い
ま
す
。
お

฼
さ
Μ
た
ち
は
ऩ
入
を
ಘ
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
か
ら
の

ݽ
立
ײ
も
ܰ
ݮ
で
き
ま
す
。「
࣫
と
ೄ
の
Ϟ
ビ
ー
ル
」
は

◆◆◆◆◆◆

#BCZ#PY ͷχʔζௐࠪ

#BCZ#PY ͷத਎ɻ༷ʑͳҭࣇ༻඼

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
行
政
・
ا
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
ڞ
創
の

 
「
೔
本
ॳ
の
ι
ー
シ
Ỿ
ル
ܕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
Ổ

ࠤ
౻
　
ѥ
ل

̣
̥
̤
๏
ਓ
̰
̡
̺
̈́
୅
ද
ཧ
ࣄ

長
Ҫ
ࢢ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ

ࢁ
ܗ
ݝ
௕
井
ࢢ

2

̗
̰
̱
͈
̗
̾
͇
͔
Β
࢝
·
Δ
ࢠ
ҭ
て
し
΍
͢
͍
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
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௕
Ҫ
市
の
࣫
ث
৬
人
が
੡
作
し
、
࣫
と
い
う
伝
統
޻
ܳ
を

活
用
し
た
৽
た
な
঎
඼
の
開
発
と
、
体
ݧ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
伝
統
޻
ܳ
の
ܧ
ঝ
と
地
域
と
の
交
流
も
生
ま
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
に
入
る
঎
඼
に
は
一

つ
一
つ
എ
ܠ
と
目
的
が
あ
り
、
Կ
よ
り
も
௕
Ҫ
市
の
人
た

ち
の
愛
が
٧
ま
っ
て
い
ま
す
。

̗
̰
̱
͈
̗
̾
͇
͸
૑
Δ
ա
ఔ
ͱ

ଃ
ỳ
た
ޙ
に
ҙ
ຯ
͕
͋
Δ

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
が
਱
に
׬
成
し
、
平
成
2Ā
年
４
月
11

೔
に
、
׬
成
ه
者
発
ද
と
ଃ
ఄ
式
を
行
い
、
ࢁ
形
県
内
全

て
の
৽
ฉ
社
と
テ
Ϩ
ビ
ہ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
同
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
̡
ｋ
̈́
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ỽ

プ
で
の
ൢ
ച
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
ྱ
の
඼
と
し
て
取
り

ѻ
い
も
開
࢝
し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
多
く
の
ご
஫
จ
を

௖
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
੡
作
し
て
い
る
事
業
者
や
ａ
̡

ｋ
̈́
と
し
て
も
ت
ば
し
い
こ
と
で
す
。

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
を
創
る
ա
ఔ
で
は
「
子
ҭ
て
ੈ
୅
の

た
め
に
Կ
が
出
来
る

か
ʁ
Կ
を
作
れ
ば
地

域
の
ັ
力
を
伝
え
ら

れ
る
か
ʁ
」
と
事
業

者
や
৬
人
と
ڞ
に
考

え
る
こ
と
で
、
地
域

の
ັ
力
を
ݟ
直
し
、

঎
඼
を
ا
ը
か
ら
開

発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ଞ
業
種
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
自
෼
た

ち
の
仕
事
に
対
す
る

৽
た
な
Մ
ೳ
ੑ
の
発

◆◆◆

ݟ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
が

ଃ
ら
れ
た
後
で
は
、
伝
統
޻
ܳ
の
体
ݧ
や
、
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ

ｏ
͇
を
受
け
取
っ
た
方
が
今
度
は
創
る
ଆ
に
な
れ
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
子
ҭ
て
し
な
が
ら
も
活
༂
で
き
る
場
が
生

ま
れ
ま
す
。
Ϟ
ϊ
を
作
り
ଃ
っ
て
終
Θ
り
で
は
な
く
、
ώ

ト
と
ί
ト
に
も
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
様
々
な
地
域
課
題
を

解
ܾ
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
目
的
が
Ｂ
ａ
ｂ

͈
Ｂ
ｏ
͇
に
は
あ
る
の
で
す
。

ι
ồ
γ
Ỿ
ϧ
Ϗ
δ
ω
ε
Ͱ
起
業
͢
Δ

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
を
発
Ҋ
し
て
か
ら
１
年
ほ
ど
は
全
く

事
業
が
進
み
ま
せ
Μ
で
し
た
。
લ
例
の
な
い
৽
し
い
事
業

で
あ
っ
た
し
、
多
く
の
事
業
者
や
৬
人
、
市
民
を
ר
き
ࠐ

Μ
で
の
঎
඼
開
発
の
方
法
な
ど
、
ະ
知
の
௅
ઓ
に
օ
಄
を

๊
え
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
が
予
ࢉ
を
࣋
つ
の
か
ʁ
୭
が
進

め
る
の
か
ʁɹ

と
、
関
係
課
が
集
ま
る
会
ٞ
で
は
、
進
む

ど
こ
ろ
か
後
ୀ
し
て
い
く
೔
々
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ࢲ
は
ఘ
め
た
く
は
な
か
っ
た
し
、
こ
の
事
業

を
や
り
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
֮
ޛ
を
ܾ
め
「
ࢲ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
੹
任
を
࣋
っ
て
঎
඼
開
発
を
行
い

ま
す
の
で
、予
ࢉ
ͩ
け
つ
け
て
く
ͩ
さ
い
」
と
お
ئ
い
し
、

Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
は
や
っ
と
動
き
出
し
ま
し
た
。「
地
域

課
題
を
解
ܾ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
、そ
の
事
業
を
行
い
、

こ
の
地
域
に
定
住
し
た
い
」。
そ
う
心
に
ܾ
め
た
ॠ
ؒ
で

し
た
。༷

ʑ
ͳ
ܗ
ͷ
起
業
支
援

そ
れ
か
ら
ࢲ
は
起
業
の
४
උ
や
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
ֶ
Ϳ
と
同

時
に
、
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
事
業
の
開
発
資
金
を
調
達
す
る

◆◆◆◆◆◆

た
め
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
Ψ
ό
ϝ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｇ
̘
Ｆ
）
に
௅
ઓ
し
た
り
、
総
務
省

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
に
も
࠾
୒
さ
れ
、
ॿ
成
金
と
ઐ
໳

家
か
ら
起
業
に
関
す
る
ࢦ
ಋ
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
起
業
す
る
に
あ
た
り
と
て
も
ॿ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｇ
̘
Ｆ
で
は
多
く
の
寄
付
金
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

取
り
組
み
に
ࢍ
同
す
る
応
援
者
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ଞ
、
Ｎ
̚
̘
プ
ロ
Ϙ
ϊ
イ
χ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
も
࠾

୒
さ
れ
、
プ
ロ
Ϙ
ϊ
ν
ー
ム
に
事
業
者
へ
の
ώ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
௖
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
̡
ｋ
̈́
の
ύ
ン
フ
Ϩ
ỽ
ト

作
成
等
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
に
は
௕
Ҫ
市
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施

設
に
入
ډ
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ａ
̡
ｋ
̈́
の

Φ
フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

地
方
で
ι
ー
シ
Ỿ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
४
උ
が
੔
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

஍
ํ
͔
Β
ੈ
ք
΁
೔
ຊ
ͷ
ັ
ྗ
Λ
ൃ
৴
͢
Δ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
最
後
の
年
に
な
り
、
任
期

後
も
௕
Ҫ
に
住
み
ι
ー
シ
Ỿ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
に

ษ
強
と
௅
ઓ
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

方
で
৽
し
い
事
業
を
࢝
め
る
と
൷
൑
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ࢲ
は
２
年
લ
よ
り
今
の
方
が
௕
Ҫ
を
愛
し

て
い
る
し
市
民
で
あ
る
こ
と
に
ތ
り
を
࣋
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
き
っ
と
Ｂ
ａ
ｂ
͈
Ｂ
ｏ
͇
を
通
し
て
ࢲ
自
਎
が
シ

ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
࣋
て
た
か
ら
ͩ
と
ࢥ
う
の
で
す
。

「
地
方
か
ら
ੈ
ք
へ
೔
本
の
ັ
力
を
発
信
し
て
い
く
」

そ
Μ
な
人
が
૿
え
る
こ
と
を
ئ
い
、
全
国
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
社
会
起
業
家
の
஥
ؒ
に
ܟ
意
を
ࠐ
め
て
エ
ー
ル

を
ૹ
り
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

ശ͕ͦͷ··ϕϏʔϕουʹ
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特 集
͸
͡
Ί
に

本
ߘ
は
平
成
25
年
度
ؗ
ࢁ
市
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事

業
、
平
成
26
年
度
Ỗ
平
成
28
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
（
以
下
、
上
ه
２
事
業
を
本
事
業
と
す
る
）、
ま
た
平

成
25
年
に
起
業
し
た
建
築
設
計
事
務
所
で
の
活
動
に
つ
い

て
報
ࠂ
す
る
。

ؗ
ࢁ
市
は
千
༿
県
の
๪
総
൒
ౡ
の
ೆ
୺
に
位
置
し
、
古

く
よ
り
ೆ
๪
総
の
中
֩
都
市
と
し
て
機
ೳ
し
た
。し
か
し
、

ઓ
後
同
市
は
ർ
ฐ
の
一
్
を
୧
り
、
６
万
人
ऑ
い
た
人
ޱ

は
約
70
年
経
っ
た
現
ࡏ
、
約
４
・７
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
൐
い
高
ྸ
化
率
の
૿
加
、
中
心
市
֗
地
の
ス
プ
ロ

ー
ル
化
（
ແ
ட
ং
֦
大
）
等
が
同
時
多
発
的
に
生
じ
て
い

る
。

ϓ
ϩ
η
ε
Λ
ٯ
స
͢
Δ

๻
は
平
成
25
年
に
ॳ
め
て
ؗ
ࢁ
市
の
中
心
市
֗
地
に
位

置
す
る
௕
ਢ
լ
地
区
を
๚
れ
た
。
同
地
区
が
本
事
業
の
対

◆◆◆◆◆◆

৅
地
区
で
あ
る
。
特
に
ま
ち
づ
く
り
の
機
ӡ
が
高
ま
っ
て

い
た
Θ
け
で
も
な
く
、
市
の
୲
౰
課
は
ѱ
ม
す
る
中
心
市

֗
地
の
ঢ়
گ
を
৯
い
ࢭ
め
る
べ
く
、
ൺ
ֱ
的
古
い
建
物
が

࢒
っ
て
い
る
同
地
区
の
再
生
を
事
業
化
し
た
の
で
あ
っ

た
。ま

ち
づ
く
り
活
動
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
も
よ
る
が
、

住
民
が
ま
と
ま
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
地
区
は
ك

で
あ
る
。
対
৅
地
区
は
住
民
た
ち
が
立
ち
上
が
り
Կ
か
を

࢝
め
る
Θ
け
で
も
な
い
、
多
数
೿
と
ݴ
う
意
味
で
ݴ
Θ
ば

「
ී
通
」
の
地
区
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
で
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
つ
な
が
る
体
制
づ
く
り
や
機
ӡ
を
高
め
る
か
が
本

事
業
の
؊
と
な
っ
た
。

一
般
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
は
、
計
ը
ˣ

会
ٞ
ˣ
実
ફ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
౿
む
。
౰
વ
こ
の
プ
ロ

セ
ス
が
༗
効
な
場
合
も
あ
る
が
、
特
に
ま
ち
づ
く
り
の
ॳ

動
期
に
お
い
て
は
、
地
区
の
住
民
が
全
体
的
な
方
޲
ੑ
を

ڞ
༗
し
な
い
ঢ়
ଶ
で
あ
る
た
め
、
ا
ը
、
会
ٞ
の
ஈ
֊
で

࠳
ં
す
る
こ
と
も
গ
な
く
な
い
。
本
事
業
で
は
こ
の
プ
ロ

セ
ス
を
ઓ
ུ
的
に
ٯ
స
さ
せ
、
খ
さ
な
実
ફ
か
ら
࢝
め
、

実
ફ
か
ら
ݟ
え
て
き
た
内
༰
を
計
ը
へ
と
൓
ө
、
そ
し
て

実
ફ
を
܁
り
ฦ
す
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
実

ફ
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
り
গ
し
ͣ
つ
ま
ち
の
ม
化
を

住
民
み
Μ
な
で
現
実
の
も
の
と
し
て
実
ײ
し
、
具
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
ڞ
༗
し
て
い
っ
た
。

प
ล
住
ຽ
に
ͱ
ỳ
ͯ
ॏ
ཁ
ͳ
৔
Λ
վ
म
͢
Δ

本
事
業
の
対
৅
地
区
に
ౡ
ݪ
集
会
所
と
い
う
ۭ
き
施
設

が
あ
る
。
人
ޱ
ݮ
গ
に
൐
い
、
10
年
以
上
લ
か
ら
࢖
Θ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
調
査
を
す
る
と
、
現
ࡏ
の

ú0
ࡀ
୅
以
上
の
多
く
の
ۙ
ྡ
住
民
に
と
っ
て
は
、
ࡇ
ྱ
の

४
උ
や
子
供
会
の
催
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
ί
ϛ
ュ
χ

テ
ィ
を
ৢ
成
す
る
た
め
の
重
要
な
ۭ
ؒ
で
あ
っ
た
と
い

う
。
̨
Ｎ
̨
で
վ
修
の
実
施
を
伝
え
る
と
、
本
事
業
と
ੵ

ۃ
的
に
関
Θ
ら
な
か
っ
た
住
民
か
ら
も
様
々
な
要
望
が
出

て
き
た
。
޻
事
中
に
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
༮
ஓ
Ԃ
ࣇ

を
連
れ
た
ঁ
ੑ
は
、
施
設
の
վ
修
を
子
供
と
一
ॹ
に
ख
伝

◆◆◆

ܠձॴͷશूݪઃͰ͋ͬͨౡࢪ͖ۭ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
౔
地
と
人
の
݁
ͼ
つ
き
を
再
発
ݟ
し
繋
͗
直
す
Ổ

؛
ా
　
一
ً

Ұ
ڃ
ݐ
ங
࢜
ࣄ
務
ॴ

͋
Θ
σ
β
Π
ϯ
ε
λ
δ
Φ
୅
ද ઍ

༿
ݝ
ؗ
ࢁ
ࢢ

3

࣮
ફ
͔
Β
࢝
Ί
Δ
ٯ
స
の
ϓ
ϩ
η
ε
の
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
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い
た
い
と
ਃ
し
出
て
く
れ
た
。
޻
事
׬
了
後
は
ࡇ
り
の
४

උ
や
子
供
会
、
さ
ら
に
は
民
ധ
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い

う
ア
イ
デ
ィ
ア
ま
で
出
さ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ

ϝ
ー
ジ
を
ڞ
༗
す
る
ͻ
と
つ
の
ܖ
機
と
な
る
վ
修
と
な
っ

た
。も

う
一
つ
紹
介
す
る
の
は
、
௕
ਢ
լ
খ
屋
と
い
う
施
設

で
あ
る
。
か
つ
て
大
޻
の
下
খ
屋
と
し
て
ར
用
さ
れ
て
い

た
が
、
े
数
年
લ
か
ら
ۭ
き
家
ঢ়
ଶ
に
あ
る
。
࢖
用
さ
れ

て
い
た
౰
時
は
、
生
産
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
目
に
ݟ
え

る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。
本
事
業
で
は
こ
の
建
物
の
վ

修
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
て
立
ち
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
प
ล

住
民
お
よ
ͼ
行
政
৬
員
等
、
ඇ
建
築
ઐ
໳
家
が
վ
修
に
参

ը
で
き
る
よ
う
に
、
ਗ਼
૟
の
み
で
ۭ
ؒ
を
ܶ
的
に
ม
化
さ

せ
る
こ
と
を
実
ݧ
的
に
行
っ
た
。
ߥ
れ
た
内
部
ۭ
ؒ
に
広

が
る
ΰ
ϛ
や
ഇ
材
を
੔
理
、
আ
٫
す
る
ͩ
け
で
広
い
ۭ
ؒ

を
֬
保
し
て
い
る
。
վ
修
後
は
本
事
業
の
対
৅
地
域
内
で

੡
作
さ
れ
て
い
る
県
の
ແ
形
จ
化
財
の
౜
ᑣ
৫
や
ೆ
๪
総

地
域
を
ڌ
఺
に
活
動
を
行
う
家
具
৬
人
、
ಃ
ܳ
家
の
作
඼

の
展
ࣔ
会
等
を
通
し
て
生
産
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
現
୅

に
ݺ
ͼ
໭
し
、
同
地
区
の
ྺ
࢙
や
地
区
の
ক
来
を
イ
ϝ
ー

ジ
す
る
に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

上
ه
の
建
物
は
ྺ
࢙
的
に
Ձ
஋
が
あ
る
Θ
け
で
も
、
঎

店
֗
Ԋ
い
で
人
が
ස
ൟ
に
ԟ
来
す
る
Θ
け
で
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
建
物
の
ັ
力
と
人
々
が
繋
が
る
場
所
で
あ

っ
た
と
い
う
建
物
に
஝
ੵ
す
る
住
民
た
ち
の
ه
Ա
が
ポ
テ

ン
シ
Ỿ
ル
を
引
き
上
げ
、
活
用
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
๲
ら
ま
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ຽ
ؒ
ࣄ
業
ऀ
ͱ
ͷ
࿈
ܞ

本
事
業
と
ฒ
行
し
て
、
民
ؒ
事
業
に
建
築
家
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。
୅
ද
的
な
事
例
を
ͻ
と
つ
紹
介
し
た
い
。

ೆ
๪
総
市
ന
඿
町
の
ഇ
ߍ
の
վ
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
シ
ラ

ϋ
Ϛ
ߍ
ࣷ
」
で
あ
る
。
平
成
2ú
年
に
ഇ
ߍ
に
な
っ
た
খ
ֶ

ߍ
を
վ
修
し
、
Φ
フ
ィ
ス
、
؆
қ
॓
ധ
所
、
カ
フ
ェ
、
ί

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
市
民
農
Ԃ
へ
と
用
్
ม
ߋ
す
る

計
ը
で
あ
る
。
地
域
の
農
จ
化
を
テ
ー
Ϛ
と
し
、
農
จ
化

に
ີ
接
に
関
係
す
る
「
෩
ܠ
・
ۭ
ؒ
」「
人
」「
資
本
」
を

再
ฤ
集
し
、一
体
的
に
ҡ
࣋
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Φ
フ
ィ
ス
に
は
地
ݩ
ا
業
や
大
ֶ
、
市
外
の
ا
業
や
ฤ
集

社
が
入
ډ
、
市
民
農
Ԃ
に
は
東
京
等
に
住
む

都
市
生
活
者
が
ٳ
೔
に
๚
れ
る
。
ま
た
、
ί

ϛ
ュ
χ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
っ
た
খ
ֶ
ߍ
の
名

࢒
を
࢒
し
、
प
ล
住
民
た
ち
が
ܧ
続
的
に
施

設
を
ར
用
で
き
る
よ
う
に
、
୭
で
も
い
つ
で

も
ར
用
Մ
ೳ
な
Φ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
設
置

し
て
い
る
。
多
様
な
活
動
が
同
時
ར
用
す
る

民
ؒ
が
؅
理
す
る
複
合
施
設
で
、
様
々
な
主

体
が
प
ล
の
農
จ
化
を
意
識
し
、
৽
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
や
人
的
ネ
ỽ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す

ۭ
ؒ
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆◆

そ
の
ଞ
、
複
数
の
民
ؒ
事
業
者
と
協
力
し
合
い
、
ۙ
୅

化
の
中
で
έ
ア
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ۭ
ؒ
に
対
し

て
、
ઓ
ུ
的
に
介
入
し
、「
෩
ܠ
・
ۭ
ؒ
」「
人
」「
資
本
」

を
繋
͗
直
す
取
り
組
み
を
実
ફ
し
て
い
る
。

౔
஍
ͱ
ਓ
ͱ
Λ
ܨ
͗
௚
͢

ύ
ト
リ
Φ
テ
ィ
ζ
ム
と
い
う
֓
೦
の
重
要
ੑ
が
再
ͼ
ٞ

࿦
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ύ
ト
リ
と
は
「
౔
地
と
人
と
の
関
係

が
ඞ
વ
的
な
ঢ়
ଶ
」
を
ࢦ
す
。
๻
の
活
動
で
特
に
重
要
ࢹ

し
て
い
る
の
は
ؗ
ࢁ
お
よ
ͼ
市
民
の
ύ
ト
リ
を
再
発
ݟ

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
と
援
用
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ۙ
୅
化

の
中
で
外
発
的
な
ख
法
が
࣋
ち
ࠐ
ま
れ
、
ۉ
࣭
な
؀
ڥ
が

੔
උ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
今
、
ؗ
ࢁ
の
౔
地
の
ੑ
֨
を
も
う

一
度
ݟ
直
し
、
ύ
ト
リ
を
再
ೝ
識
す
る
時
期
が
き
て
い
る

の
ͩ
ろ
う
。
ܹ
し
い
都
市
ؒ
ڝ
૪
が
続
い
て
い
る
が
、
ύ

ト
リ
を
下
地
と
し
た
ؗ
ࢁ
ら
し
い
生
活
を
も
う
一
度
֬
立

す
る
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
が
今
後
の
؍
ޫ
や
঎

業
ઓ
ུ
の
大
き
な
材
ྉ
に
な
る
は
ͣ
で
あ
る
。

◆◆◆

ਗ਼૟ͷΈͰͷվमɻۙྡॅຽ΍ߦ੓৬һͷखʹΑͬ
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஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ಋ
ೖ
ͷ
͖
ỳ
͔
け

౰
市
は
か
Ͷ
て
か
ら
ܚ
ጯ
義
क़
大
ֶ
と
連
携
協
定
を
݁

Ϳ
中
で
ֶ
生
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ
π
ア
ー
や
ڞ
同
研
ڀ
な
ど

様
々
な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
提
Ҋ
や
支
援
を
受
け

て
き
た
。
そ
Μ
な
中
、「
ए
い
人
た
ち
が
ଔ
業
後
も
෋
࢜

٢
ా
に
か
か
Θ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
૝
い

か
ら
、
平
成
25
年
度
に
は
じ
め
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

ಋ
入
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
行
政
主
ಋ
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
な
く
、住
民
参
加
ܕ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
ࢦ
そ
う
と「
ଞ

人
任
せ
に
し
な
い
、
自
෼
た
ち
の
૝
い
を
自
෼
た
ち
で
形

に
す
る
こ
と
」
を
基
本
理
೦
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
෋

࢜
٢
ా
み
Μ
な
の
ஷ
金
ശ
財
団
（
以
下
、「
市
民
財
団
」）

を
設
立
し
た
。
市
民
財
団
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
支

援
機
関
と
な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
際
に
ඞ
要
な

資
金
計
ը
の
ࡦ
定
や
஥
ؒ
づ
く
り
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
市
民
財
団
の
連
携
こ
そ
が

◆◆◆

現
ࡏ
の
౰
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
ݪ
動
力

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
２
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
の
連
携
事
業
を
紹
介
す
る
。ợ

千
༿
県
ദ
市
出
਎
。
平
成

ݩ
年
生
ま
れ
。
ܚ
ጯ
義
क़

大
ֶ
総
合
政
ࡦ
ֶ
部
ଔ
業
Ụ

○
空
き
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
キ
ナ
イ
」

੺
দ
隊
員
は
、
も
と
も
と
大
ֶ
で
෋
࢜
٢
ా
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
Θ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
大
ֶ
ࡏ
ֶ
中
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
ब
任
。
市
内
に
あ
る
ۭ
き
家
に
ண
目
し
、

ۭ
き
家
を
ネ
Ψ
テ
ィ
ブ
な
存
ࡏ
で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
考
え
よ
う
と
「
ۭ
き
家
を
、
֗
を
ָ
し
む
タ
ネ
に
し
た

い
」
を
テ
ー
Ϛ
に
活
動
を
続
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の

「
ア
キ
φ
イ
」
に
は
、「
๞
き
な
い
」「
঎
い
」「
ۭ
き
な
い
」

の
３
つ
の
意
味
が
ࠐ
め
ら
れ
て
い
る
。

○
人
が
人
を
呼
ぶ
６
軒
長
屋
の
再
生
「
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
」

ア
キ
φ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ୈ
１
஄
վ
修
物
件
と
し
て
、

築
60
年
以
上
の
６
ݢ
௕
屋
の
վ
修
を
行
っ
た
。
地
域
で
ۭ

き
家
活
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
所
༗
者
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
住
民
が
、
そ
の
Մ
ೳ
ੑ
を
理
解
し
て
い
る
ඞ

要
が
あ
る
。
ϋ
Ϟ
χ
カ
ԣ
ஸ
の
再
生
は
、
そ
の
た
め
の
Ϟ

デ
ル
物
件
で
あ
り
、
վ
修
後
は
移
住
者
޲
け
଺
ࡏ
ス
ペ
ー

ス
݉
ί
ϛ
ュ
χ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
࢖
Θ
れ
て
い
る
。

վ
修
か
ら
活
用
に
ࢸ
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
஥
ؒ
づ
く

り
の
場
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
ͩ
っ
た
。
ۭ
き
家
に

関
Θ
る
こ
と
に
ָ
し
み

を
ײ
じ
、
݁
果
的
に
ۭ

き
家
の
ར
活
用
が
進
Μ

で
い
っ
た
。

○
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
ｈｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
＆ｓ
ａ
ｌｏ
ｎ　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ａ
」
開
業

෋
࢜
٢
ా
市
に
は
෋
࢜
ࢁ
が
あ
り
、
ੈ
ք
จ
化
Ҩ
産
登

録
以
降
、
外
国
人
؍
ޫ
٬
も
ஶ
し
く
૿
加
し
、
҆
Ձ
で
ؾ

ܰ
な
॓
の
χ
ー
ζ
が
ݦ
ஶ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
ब
任
３
年
目
と
な
る
平
成
27
年
に
ۭ
き
家

を
վ
修
し
ή
ス
ト
ϋ
ウ
ス
を
開
業
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ʷ
市
民
財
団
Ổ

౉
ล
　
ӳ
೭

෋
࢜
٢
ా
ࢢ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ઓ
ུ
課
課
長
補
佐 ࢁ

ས
ݝ
෋
࢜
٢
ా
ࢢ

4

ủ
ۭ
͖
Ո
Ứ
ͱ
ủ
ڭ
ҭ
Ứ
Ͱ
ى
ۀ

１期生
赤
あか

松
まつ

智
さと

志
し

隊員

ϋϞχΧԣஸʢ্ࠨɿվमલɹࠨԼɿվमதɹӈԼɿվमޙʣ

2017・８月号 ��地域づくり 特集編



活
用
し
た
物
件
は
、
築
Ā0
年
の
ݩ
ඒ
༰
ࣨ
。
一
連
の
ۭ

き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る

が
、
イ
ン
ό
ウ
ン
ド
事
業
の
課
題
解
ܾ
へ
の
取
り
組
み
で

も
あ
っ
た
。
開
業
後
は
、
市
内
に
ډ
住
す
る
ए
者
た
ち
が

集
ま
り
、
ٞ
࿦
を
交
Θ
す
࢟
も
み
ら
れ
た
。
地
域
住
民
と

外
国
人
॓
ധ
٬
の
交
流
も
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
。

ợ
ಢ
໦
県
ࣛ
প
市
出
਎
。
平

成
ݩ
年
生
ま
れ
。
ܚ
ጯ
義

क़
大
ֶ
大
ֶ
Ӄ
政
ࡦ
・
ϝ

デ
ィ
ア
研
ڀ
Պ
修
了
Ụ

○
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

東
京
都
内
ま
で
ं
で
１
時
ؒ
൒
。
一
ݟ
ア
ク
セ
ス
が
ྑ

く
ศ
ར
に
ࢥ
え
る
が
、
そ
の
ศ
ར
さ
Ώ
え
、
ए
者
の
都
市

へ
の
流
出
が
ࢭ
ま
ら
な
い
。
ࡈ
౻
隊
員
は
、
෋
࢜
٢
ా
で

の
活
動
の
中
で
ए
者
の
地
域
外
へ
の
流
出
と
い
う
課
題
を

֞
ؒ
ݟ
た
。
移
住
政
ࡦ
や
ا
業
༠
க
の
よ
う
な
活
動
は
目

に
ݟ
え
る
ม
化
で
は
あ
る
が
、「
そ
こ
に
生
ま
れ
た
人
が
ັ

力
を
ײ
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
で
୭
が
そ
の
地
域
に

住
み
た
い
と
ࢥ
う
の
か
ʁ
」
そ
Μ
な
ٙ
໰
が
෸
き
起
こ
っ

た
。そ
こ
で
、地
域
の
内
な
る
資
ݯ
で
あ
る
ए
者
に
対
し
て
、

ए
者
自
ら
が
地
域
の
ັ
力
を
知
り
、
そ
れ
を
自
෼
た
ち
の

ݴ
༿
で
伝
え
、
地
域
を
ม
え
る
取
り
組
み
を
࢝
め
た
。

○
放
課
後
特
別
教
室
「
か
え
る
組
」

あ
る
೔
、
地
ݩ
෋
࢜
๺
ྏ
高
ߍ
の
ઌ
生
か
ら
「
生
ె
に

も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
૝
い
を

ฉ
い
た
。
෋
࢜
๺
ྏ
高
ߍ
は
޻
業
課
と
঎
業
課
を
࣋
ち
合

Θ
せ
る
総
合
ֶ
Պ
高
ߍ
ͩ
。
多
く
の
生
ె
が
地
ݩ
に
࢒
る

Մ
ೳ
ੑ
が
あ
る
中
で
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
た
上

で
社
会
に
出
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
そ
Μ
な
૝
い
を
׎
え
る

べ
く
特
別
त
業
を
設
計
し
た
。
具
体
的
に
は
、
総
合
的
な

ֶ
習
の
時
ؒ
を
活
用
し
、
生
ె
が
主
体
的
に
地
域
に
興
味

を
࣋
つ
シ
カ
έ
を
ಋ
入
し
た
。

︿
キ
ャ
リ
ア
教
育
﹀
地
域
を
キ
Ỿ
リ
ア
の
બ
୒
ࢶ
と
ଊ
え

て
も
ら
え
る
よ
う
、
Կ
を
大
੾
に
キ
Ỿ
リ
ア
を
形
成
し
て

い
く
か
ワ
ー
ク
シ
ἀ
ỽ
プ
を
行
っ
た
り
、
社
会
人
と
の
対

࿩
の
場
を
設
け
た
り
し
た
。

︿
探
求
学
習
﹀
課
外
活
動
と
し
て
、
実
際
に
地
域
に
出
て

い
き
、
地
域
の
課
題
を
高
ߍ
生
た
ち
が
解
ܾ
し
て
い
く
場

を
設
定
し
た
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
え
る
舎
」
開
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
終
Θ
っ
た
今
年
６
月
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
え
る
ࣷ
」
は
動
き
出
し
た
。
ए
者
が
地

ݩ
か
ら
཭
れ
、
人
ޱ
が
ݮ
り
、
地
域
の
ະ
来
が
ة
Ϳ
ま
れ

て
い
る
。「
ए
者
に
自
෼
た
ち
が
生
ま
れ
ҭ
っ
た
地
域
へ

の
愛
ண
や
ތ
り
を
࣋
っ
て
ほ
し
い
」。
そ
Μ
な
ະ
来
へ
の

૝
い
が
つ
ま
っ
た
「
か
え
る
ࣷ
」。
自
෼
を
ἔ
か
え
る
ἕ、

社
会
をἔ
か
え
る
ἕ、そ
Μ
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ظ
଴

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
市
民
財
団
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
住
民
自
ら
が
ख
を
動
か
し
、
૝
い
を
形
に
し
て
い
く

動
き
が
進
Μ
で
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
ए
者
た
ち
の
ύ
ワ

ー
が
֗
中
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆◆◆

２期生
斎
さい

藤
とう

和
かず

真
ま

隊員

͔͑Δ૊ͷतۀ෩ܠ
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特 集
δ
Ϗ
Τ
ͱ
͸
ͳ
Μ
Ͱ
͢
͔

こ
こ
数
年
で
流
行
に
な
り
つ
つ
あ
る
ジ
ビ
エ
を
օ
さ
Μ

৯
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ʁɹ

ジ
ビ
エ
と
い
う
ݴ
༿
の

ೝ
知
度
は
以
લ
と
ൺ
べ
て
随
෼
と
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
վ
め
て
ジ
ビ
エ
と
い
う
ݴ
༿
の
意
味
を
ち
Ỷ
っ
と
説

明
さ
せ
て
く
ͩ
さ
い
。

「
ジ
ビ
エ
ừ
フ
ラ
ン
ス
ޠ
⽅HJCJFS

Ử
と
は
、
ङ
ྌ
に

よ
っ
て
ั
֫
さ
れ
た
໺
生
の
ௗ
्
で
あ
る
。
ۙ
年
で
は
ङ

ྌ
か
ら
供
څ
さ
れ
る
ௗ
्
೑
を
࢖
っ
た
ྉ
理
に
ジ
ビ
エ
と

入
れ
る
έ
ー
ス
も
あ
る
」
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
ॻ
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ジ
ビ
エ
と
は
ச
産
で
な
く
ワ
φ
や

ྌ
ॐ
で
֫
っ
た
໺
生

の
動
物
と
い
う
こ
と

で
す
。
ジ
ビ
エ
と
し

て
よ
く
৯
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
י
、
ழ
、

ࣛ
な
ど
が
ྑ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の

◆◆◆

ジ
ビ
エ
を
࢖
っ
て
地
域
お
こ
し
を
進
め
て
い
る
の
が
ࢲ
の

住
む
௕
໺
市
ए
ึ
で
す
。

௕
໺
ࢢ
ए
ึ
に
ͭ
͍
ͯ

ए
ึ
は
௕
໺
県
௕
໺
市
の
最
東
୺
に
位
置
す
る
地
域
で

๺
の
ਢ
ࡔ
市
、
ೆ
の
দ
୅
に
ྡ
接
す
る
地
域
で
す
。
人
ޱ

は
約
１
万
２
５
０
０
人
、ए
ึ
の
市
֗
地
寄
り
の
地
区「
໖

内
」
か
ら
৽
װ
ઢ
௕
໺
Ӻ
ま
で
ं
で
20
෼
く
ら
い
の
立
地

条
件
の
た
め
、
こ
の
地
区
は
௕
໺
市
֗
に
ۈ
め
る
市
民
の

ベ
ỽ
ト
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、ए
ึ
は
広
く
、

ೆ
東
方
޲
に
は
ࢁ
々
に
ғ
ま
れ
た
自
વ
๛
か
な
地
域
が
広

が
り
、
多
様
な
自
વ
؀
ڥ
が
あ
り
ま
す
。

ए
ึ
は
リ
ン
ΰ
、
ブ
ド
ウ
、
Ϟ
Ϟ
な
ど
の
果
थ
࠿
ഓ
が

੝
Μ
で
Ϩ
ン
ί
ン
も
༗
名
で
す
。
で
も
؊
心
の
ए
ึ
と
い

う
地
名
の
ೝ
知
度
は
全
国
Ϩ
ベ
ル
と
は
ま
ͩ
ݴ
え
な
い
ঢ়

گ
で
す
。
ए
ึ
と
い
う
地
名
は
ൺ
ֱ
的
৽
し
く
で
き
た
地

名
で
お
ྡ
の
ਢ
ࡔ
市
（
ਢ
ࡔ
ൡ
）
や
দ
୅
地
区
（
দ
୅
ൡ
）

の
よ
う
に
古
く
か
ら
あ
る
地
名
で
な
い
こ
と
も
一
つ
の
要

Ҽ
か
と
ࢥ
い
ま
す
。
そ
Μ
な
ए
ึ
で
い
ま
ࢲ
は
ジ
ビ
エ
を

◆◆◆

通
し
た
地
域
お
こ
し
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ੜ
ଶ
ܥ
ͷ
ม
Խ
ͱ
༗
֐
ௗ
्
ͷ
૿
Ճ

օ
さ
Μ
も
ழ
や
ࣛ
な
ど
に
よ
る
໺
生
ௗ
्
に
よ
る
農
産

物
ඃ
֐
や
市
֗
地
、
住
୐
֗
で
の
ழ
の
出
຅
な
ど
の
χ
ュ

ー
ス
は
よ
く
ࣖ
に
す
る
か
と
ࢥ
い
ま
す
。
೔
本
全
国
で
ழ

や
ࣛ
な
ど
の
大
ܕ
्
の
生
ଉ
数
は
૿
え
続
け
て
お
り
農
産

物
へ
の
ඃ
֐
は
ਙ
大
で
す
。
ए
ึ
も
例
外
で
は
な
く
ϐ
ー

ク
時
に
は
ए
ึ
ͩ
け
で
年
ؒ
２
０
０
಄
も
の
ழ
が
༗
֐
ௗ

्
と
し
て
ั
֫
さ
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
数
年
は
年
ؒ
60
Ỗ
70
಄
ఔ
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ழ

の
ั
֫
಄
数
が
ݮ
っ
て
き
た
୅
Θ
り
に
ࣛ
の
数
は
年
々
૿

え
て
き
て
い
ま
す
。
数
年
લ
に
は
２
０
０
಄
も
֫
れ
た
ழ

で
す
が
、
û0
年
く
ら
い
લ
ま
で
は
そ
も
そ
も
ழ
は
ए
ึ
に

ډ
な
か
っ
た
と
地
ݩ
の
ベ
テ
ラ
ン
ྌ
ࢣ
さ
Μ
か
ら
࿩
を
ฉ

い
て
い
ま
す
。
ࣛ
に
つ
い
て
も
３
Ỗ
４
年
લ
ま
で
は
年
ؒ

３
Ỗ
４
಄
し
か
֫
れ
な
か
っ
た
と
ฉ
い
て
い
ま
す
。
༗
֐

◆◆◆

ࣛั֫෩ܠ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ए
ึ
の
ジ
ビ
エ
ৼ
興
と
༗
֐
ௗ
्
対
ࡦ
Ổ

ӽ
લ
԰
ܓ
࢘

長
໺
ࢢ
ए
ึ
地
۠
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ ௕

໺
ݝ
௕
໺
ࢢ

5

δ
Ϗ
Τ
Λ
௨
し
ͨ
地
域
お
こ
し
ͱ
৘
ใ
ൃ
৴
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ௗ
्
の
ั
֫
数
が
૿
え
て
き
た
ए
ึ
で
「
ழ
を
ຒ
設
ॲ
෼

や
自
家
ফ
費
に
回
す
ͩ
け
で
な
く
೑
を
ൢ
ച
し
よ
う
」
と

い
う
目
的
で
平
成
25
年
「
໺
生
ௗ
्
৯
೑
加
޻
施
設ɹ

自

ඒ
ܙ
（
じ
ͼ
え
）」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

໺
ੜ
ௗ
्
৯
೑
Ճ
޻
ࢪ
ઃɹ

ࣗ
ඒ
ớܙ
͡
ͼ
͑
Ờ

ङ
ྌ
と
༗
֐
ۦ
আ
で
ั
֫
さ
れ
た
ழ
を
解
体
ॲ
理
し
て

೑
を
ൢ
ച
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
ඒ
ܙ
で
す
が
、
ॱ

調
な
ӡ
営
と
い
う
ঢ়
گ
に
は
今
も
ࢸ
っ
て
い
ま
せ
Μ
。
ӡ

営
の
໰
題
に
関
し
て
は
ઌ
の
༗
֐
ௗ
्
の
૿
加
ݪ
Ҽ
と
同

じ
く
複
数
の
要
Ҽ
が
ڍ
げ
ら
れ
ま
す
。「
解
体
ਫ਼
೑
作
業

ै
事
者
の
ෆ
଍
」「
ङ
ྌ
者
の
ෆ
଍
」「
ൢ
࿏
の
ෆ
଍
」「
付

加
Ձ
஋
の
ෆ
଍
」
な
ど
で
す
。
今
ま
で
は
、
す
べ
て
の
作

業
を
ྌ
༑
会
会
員
༗
ࢤ
が
本
業
の
仕
事
の
合
ؒ
に
時
ؒ
を

作
っ
て
対
応
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
ӡ
営
が
೉
し
い
の
も

仕
方
が
あ
り
ま
せ
Μ
。
ॱ
調
な
ӡ
営
と
は
、
ར
ӹ
が
出
る

◆◆◆

ử
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
こ
と
と
ࢲ
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
Μ

な
ए
ึ
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
人
が
平
成
2Ā
年
１
月

か
ら
入
っ
て
き
ま
し
た
。
ए
ึ
の
協
力
隊
の
業
務
内
༰
は

「
ए
ึ
の
ジ
ビ
エ
ৼ
興
」
と
「
༗
֐
ௗ
्
対
ࡦ
へ
の
対
応
」

で
す
。஍

Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
͕
δ
Ϗ
Τ
Λ
ച
Δ

ए
ึ
地
区
の
協
力
隊
と
し
て
࠾
用
さ
れ
ண
任
し
た
１
月

は
ङ
ྌ
期
ؒ
中
で
加
޻
施
設
の
ൟ
๩
期
で
し
た
。
ए
ึ
の

ジ
ビ
エ
を
広
め
る
લ
に
ま
ͣ
は
೑
の
知
識
が
な
け
れ
ば
ച

れ
ま
せ
Μ
。
毎
೔
加
޻
施
設
に
行
き
、
ழ
、
ࣛ
の
解
体
作

業
の
ख
伝
い
か
ら
࢝
め
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
ྌ
ࢣ
さ
Μ
に

解
体
方
法
を
ֶ
ͼ
、
そ
の
後
に
自
਎
で
ֶ
Μ
ͩ
ଞ
の
加
޻

施
設
の
方
法
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
１
月
の
ண
任
か

ら
３
カ
月
で
25
಄
以
上
の
֫
物
を
解
体
す
る
機
会
に
ܙ
ま

れ
自
෼
ಠ
自
の
解
体
方
法
を
֬
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
加

޻
す
る
ͩ
け
で
な
く

֫
る
方
も
で
き
な
く

て
は
ジ
ビ
エ
を
作
る

こ
と
は
で
き
ま
せ

Μ
。
協
力
隊
ண
任
後

す
͙
に
ङ
ྌ
໔
ڐ
を

取
ಘ
し
て
ྌ
ॐ
の
所

࣋
も
目
ࢦ
し
て
お
り

̔
月
に
は
ྌ
ॐ
の
所

࣋
も
Մ
ೳ
と
な
り
ま

す
。
平
成
2Ā
年
の
ङ

ྌ
期
か
ら
は
自
਎
も

ワ
φ
を
ֻ
け
て
ྌ
ॐ

を
࣋
っ
て
֫
物
を
֫

◆◆◆

り
ま
す
。
つ
ま
り
ྌ
ࢣ
に
な
る
Θ
け
で
す
。

ङ
ྌ
期
が
終
Θ
り
֫
物
の
ൖ
入
が
গ
な
く
な
る
春
・
Ն
・

ळ
に
つ
い
て
は
、
ച
る
、
知
っ
て
も
ら
う
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
協
力
隊
が
入
っ
た
こ
と
で
、
ま
ͣ
は
加
޻
施

設
と
ジ
ビ
エ
ৼ
興
を
支
援
す
る
行
政
（
௕
໺
市
）
と
の
連

携
が
う
ま
く
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
が
加
޻

施
設
に
い
る
の
で
ਝ
଎
な
対
応
も
Մ
ೳ
で
す
。

ジ
ビ
エ
は
ͻ
と
つ
の
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ジ
ビ
エ
を
ѻ
う
ҿ
৯
業
が
全
国
で
૿
え
て
き
て
い
ま
す
。

ए
ึ
は
௕
໺
市
で
す
か
ら
信
भ
ジ
ビ
エ
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
力
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
ྌ
༑
会
中
心
の
人
຺
で
ൢ
ച

し
て
い
た
೑
を
行
政
や
さ
ら
に
は
民
ؒ
の
会
社
と
連
携
し

て
ൢ
ച
ઌ
を
୳
っ
て
い
く
と
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
保
ྫྷ

ݿ
の
ࡏ
ݿ
が
ෆ
଍
す
る
ほ
ど
の
ސ
٬
を
֬
保
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
業
務
用
の

ൢ
ച
ͩ
け
で
な
く
、
地
ݩ
ए
ึ
の
方
々
に
も
ジ
ビ
エ
ࢼ
৯

会
、
ྉ
理
ڭ
ࣨ
な
ど
を
通
じ
て
「
ए
ึ
の
ジ
ビ
エ
」
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

δ
Ϗ
Τ
Λ
௨
͠
ͯ
ͷ
஍
Ҭ
ͮ
͘
り

ए
ึ
の
ジ
ビ
エ
を
広
め
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
様
々

な
૬
৐
効
果
が
で
て
き
ま
し
た
。
ま
ͣ
は
地
ݩ
特
産
と
な

る
༗
力
な
ア
イ
テ
ム
が
一
つ
出
来
た
こ
と
で
す
。
地
ݩ
の

ϐ
β
屋
さ
Μ
で
は
「
ジ
ビ
エ
ϐ
β
」
が
ϝ
χ
ュ
ー
に
加
Θ

り
大
人
ؾ
で
す
。
௕
໺
Ӻ
प
ล
の
ҿ
৯
店
で
も
ए
ึ
の
ジ

ビ
エ
取
ѻ
店
が
૿
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ジ
ビ
エ
を
通

じ
て
؍
ޫ
π
ア
ー
の
ا
ը
や
、
ジ
ビ
エ
を
࢖
っ
た
৽
し
い

౔
産
物
の
開
発
も
進
Μ
で
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
を
通
じ
て
全

国
に
ए
ึ
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
Μ
な
ࢼ
み
が
ए
ึ
で
進

Μ
で
い
ま
す
。

◆◆◆

ழ೑εϥΠε

໺ੜௗ्৯೑Ճࢪ޻ઃ・ࣗඒܙ
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ௗ
Ӌ
ࢢ
͸
೔
ຊ
Ұ
ͷ
ւ
ঁ
ͷ
ଟ
͍
·
ͪ

ࡾ
重
県
ௗ
Ӌ
市
は
ࢤ
ຎ
൒
ౡ
の
東
୺
に
位
置
し
、
Թ
ஆ

な
ؾ
ީ
と
๛
か
な
ړ
場
に
ܙ
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
ւ
ঁ
が

೔
本
一
多
い
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、
全
国
約
２
０
０
０

人
の
ւ
ঁ
の
う
ち
約
５
０
０
人
が
ௗ
Ӌ
市
で
฻
ら
し
ಇ
い

て
い
ま
す
。

ւ
ঁ
と
は
、
ૉ
જ
り
で
ワ
カ
ϝ
や
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
ւ

૶
を
࠾
っ
た
り
、
ア
ワ
ビ
や
サ
β
エ
な
ど
の
֋
ྨ
を
֫
っ

た
り
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
る
ঁ
ੑ
の
こ
と
を
ݴ
い

ま
す
。
万
༿
集
に
も
ه
述
が
あ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
ւ
ঁ

ړ
が
行
Θ
れ
て
来
ま
し
た
。
平
成
2Ā
年
３
月
に
は「
ௗ
Ӌ
・

ࢤ
ຎ
の
ւ
ঁ
ړ
の
ٕ
ज़
」
が
国
重
要
ແ
形
民
ଏ
จ
化
財
に

ࢦ
定
さ
れ
、「
ௗ
Ӌ
・
ࢤ
ຎ
の
ւ
ঁ
ړ
業
と
ਅ
च
ཆ
৩
業
」

が
೔
本
農
業
Ҩ
産
に
ೝ
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ւ
ঁ
ړ
は
೔
本
の
ތ
り
高
い
จ
化
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
後
ܧ
者
ෆ
଍
が
໰
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ࢲ
が
฻
ら
す
ੴ
ڸ
町
は
ւ
ঁ
と
ړ
ࢣ
の
ま
ち
で
、
ௗ
Ӌ

◆◆◆

の
市
֗
地
か
ら
ं
で
ú0
෼
ほ
ど
ೆ
下
し
た
所
に
あ
り
、
外

༸
に
໘
し
、
リ
ア
ス
式
ւ
؛
の
ઈ
ܠ
が
ૉ
੖
ら
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
ੴ
ڸ
町
で
は
、
現
ࡏ
50
人
以
上
の
ւ
ঁ
が
ૢ
業

し
て
い
ま
す
が
、
平
ۉ
年
ྸ
は
70
ࡀ
を
超
え
て
い
て
、
や

は
り
後
ܧ
者
が
い
な
い
ঢ়
گ
で
す
。

ࢲ
は
こ
こ
ੴ
ڸ
町
で
、
２
年
લ
か
ら
主
に
ւ
ঁ
後
ܧ
者

の
１
人
と
し
て
ւ
ঁ
ړ
を
し
た
り
、
ւ
ঁ
に
ま
つ
Θ
る
ਆ

事
や
จ
化
の
ܧ
ঝ
・
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を
し
て
ま
ち

お
こ
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ͳ
ͥ
ւ
ঁ
に
ͳ
ỳ
た
ͷ
͔

会
う
人
、
会
う
人
に
ඞ
ͣ
と
ݴ
っ
て
い
い
ほ
ど
ฉ
か
れ

る
の
が
「
な
ͥ
ւ
ঁ
に
な
っ
た
の
ʁ
」
と
い
う
࣭
໰
で
す
。

そ
う
で
す
よ
Ͷ
、
ど
う
し
て
ւ
ঁ
に
な
っ
た
の
か
ෆ
ࢥ
ٞ

ͩ
と
ࢥ
い
ま
す
。
し
か
し
、
ࢲ
の
中
で
は
ւ
ঁ
に
な
る
べ

く
し
て
ւ
ঁ
に
な
っ
た
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
ӡ
໋
み
た
い

な
も
の
で
す
。

な
ͥ
な
ら
、
খ
さ
い
ࠒ
か
ら
ւ
が
大
޷
き
で
、
ւ
で
༡

Ϳ
の
も
、
ւ
に
関
す
る
ド
キ
ュ
ϝ
ン
タ
リ
ー
൪
組
な
ど
を

◆◆◆

؍
る
の
も
޷
き
で
し
た
。
大
ֶ
の
ւ
༸
ֶ
部
に
進
ֶ
し
た

際
に
は
様
々
な
Ϛ
リ
ン
ス
ポ
ー
π
も
体
ݧ
し
、
ษ
強
も
༡

ͼ
も
全
て
ւ
で
し
た
。
ଔ
業
研
ڀ
で
１
年
ほ
ど
ԭ
ೄ
県
の

西
ද
ౡ
に
฻
ら
し
ま
し
た
が
、
ே
起
き
た
ら
ま
ͣ
ւ
で
ӭ

͗
、
೔
中
は
μ
イ
ビ
ン
グ
で
જ
水
調
査
、
༦
方
は
௼
り
を

し
た
り
、
֋
を
र
っ
た
り
、
ࢁ
で
໺
૲
な
ど
を
࠾
っ
て
そ

の
೔
の
༦
৯
に
し
て
い
ま
し
た
。
ւ
と
ڞ
存
し
て
い
る
฻

ら
し
は
ࢲ
の
人
生
؍
に
大
き
な
Ө
ڹ
を
༩
え
ま
し
た
。

ଔ
業
後
は
フ
Ỽ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
10
年
ؒ
、
東
京

で
ಇ
い
て
い
ま
し
た
。
ࣸ
ਅ
も
޷
き
な
の
で
、
仕
事
に
は

ຬ
଍
し
て
い
ま
し
た
が
、
ͩ
Μ
ͩ
Μ
ւ
の
ۙ
く
で
฻
ら
し

た
い
と
い
う
ࢥ
い
が
強
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
Μ
な
中
、
ௗ
Ӌ
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一
つ
と

し
て
ւ
ঁ
後
ܧ
者
を
募
集
し
て
い
る
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ỽ

ト
で
た
ま
た
ま
ݟ
つ
け
た
の
で
す
。ӡ
໋
と
し
か
ࢥ
え
ͣ
、

「
ւ
と
ࣸ
ਅ
の
経
ݧ
で
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
」
と
応
募

ੴڸொͷશܠ
֎༸ʹ໘͍ͯ͠·͢ɻౙͷ੅ΜͰ͍Δ೔ʹ͸෋࢜ࢁΛݟΔ͜ͱ΋Ͱ͖·͢

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
೔
本
一
ւ
ঁ
の
多
い
ௗ
Ӌ
市
で
の
ま
ち
お
こ
し
Ổ

େ
໺
　
Ѫ
ࢠ

ௗ
Ӌ
ࢢ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ ࡾ

ॏ
ݝ
ௗ
Ӌ
ࢢ

6

ւ
ঁ
ͱ
し
て
ٕ
ज़
ɾ
จ
Խ
Λ
ܧ
ঝ
ỏ
ൃ
৴
΁
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し
ま
し
た
。

Ո
଒
ͷ
Α
͏
に
ड
け
ೖ
Ε
ͯ
͘
Ε
た

ւ
ঁ
͞
Μ
ୡ

ւ
ঁ
ړ
は
地
域
の
人
々
が
ڞ
同
で
क
り
ҭ
て
て
い
る
大

੾
な
ړ
法
で
あ
る
た
め
、
୭
で
も
ແ
条
件
で
જ
れ
る
Θ
け

で
は
あ
り
ま
せ
Μ
。
そ
れ
を
ܧ
ঝ
し
て
い
く
と
い
う
目
的

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
行
Θ
れ
ま
し
た
が
、

౰
ॳ
は
市
外
町
外
の
人
に
ւ
ঁ
ړ
を
さ
せ
る
な
Μ
て
、
も

っ
て
の
ほ
か
。
ほ
と
Μ
ど
の
ւ
ঁ
さ
Μ
が
ւ
ঁ
খ
屋
へ
の

受
け
入
れ
を
அ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
都
会
か
ら
知
ら
な
い

人
が
来
て
町
に
住
み
、
自
෼
達
の
ւ
に
જ
る
な
Μ
て
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
、
み
な
さ
Μ
最
ॳ
は
ܯ

ռ
し
て
い
た
と
ࢥ
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
た
今
の
ւ
ঁ
খ
屋
の
օ
さ

Μ
が
「
こ
こ
を
家
଒
の
集
ま
り
ͩ
と
ࢥ
っ
て
い
い
」
と
ݴ

っ
て
く
れ
た
時
の
خ
し
さ
は
今
で
も
֮
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

そ
の
後
は
ւ
が
޷
き
、
ւ
ঁ
が
޷
き
と
い
う
ࢥ
い
は
同

じ
で
す
の
で
、
ଞ
の
ւ
ঁ
さ
Μ
達
と
も
す
͙
஥
ྑ
く
な
れ

ま
し
た
。
إ
を
合
Θ
せ
ば
ඞ
ͣ
࿩
し
か
け
て
く
れ
る
し
、

ٕ
ज़
も
৭
々
ڭ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ؾ
さ
く
に
接
し
て
く
れ
、
家
଒
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
ւ
ঁ
さ
Μ
達
に
ғ
ま
れ
て
い
る
と
、
ւ
ঁ
後
ܧ
者

と
し
て
の
活
動
以
外
に
も
、
地
域
の
た
め
に
Կ
か
で
き
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
ब
任
し
た
ば
か
り
の
ࠒ
は
、

ϝ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
Ｐ
Ｒ
で
町

外
へ
出
る
要
੥
も
続
い
た
た
め
、
ւ
ঁ
と
し
て
の
時
ؒ
を

আ
く
と
地
ݩ
の
人
と
深
く
関
Θ
る
༨
༟
が
な
く
、
地
域
の

ࠔ
り
ご
と
を
深
く
知
る
こ
と
が
஗
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

で
も
、
ࢲ
は
ੴ
ڸ
町
が
޷
き
で
、
こ
こ
で
生
き
て
い
き

た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
ύ
ー
ウ
ー
Ϛ
ン
で
も
な
い

の
で
、
で
き
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
目
の
લ
に
あ
る
仕

事
を
と
に
か
く
目
的
を
࣋

っ
て
ྟ
み
、
そ
し
て
ָ
し

も
う
と
ܾ
め
ま
し
た
。
任

期
３
年
目
に
ࠩ
し
ֻ
か
る

平
成
2Ā
年
度
は
、
地
域
内

の
活
動
を
主
に
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

今
は
、
ࢲ
の
特
ٕ
の
一

つ
で
あ
る
ࣸ
ਅ
で
地
域
の

活
ੑ
化
を
目
ࢦ
し
、
ւ
ঁ

จ
化
や
町
内
行
事
等
の
ه

録
ࡱ
Ө
を
し
て
い
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ࣸ

ਅ
を
഑
っ
た
り
、
ࣸ
ਅ
展

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
市
外
か
ら
来
た
ࢲ
ͩ
か
ら
ؾ
づ
く

地
域
の
ັ
力
を
広
く
多
く
の
人
に
か
つ
、
地
域
の
方
に
も

再
ೝ
識
し
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
ࢥ
い
ま
す
。

ủ
̖
̼
̰ 

̲
̰
̵
̴
Ứ
Λ
࡞
Δ
ͷ
͕
ເ

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
一
人
લ
の
ւ
ঁ
と
し
て
ٕ
ज़
・

จ
化
を
ܧ
ঝ
し
、
Ք
げ
る
こ
と
で
す
。
任
期
終
了
後
も
ੴ

ڸ
町
で
฻
ら
し
、
ւ
ঁ
を
続
け
た
い
ࢲ
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

次
に
重
要
な
の
は
ࣸ
ਅ
家
と
し
て
ւ
ঁ
จ
化
を
ه
録

し
、
࢒
し
て
い
く
こ
と
と
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
ւ
ঁ
จ

化
が
Ϣ
ネ
ス
ί
ੈ
ք
ແ
形
จ
化
Ҩ
産
に
登
録
さ
れ
る
೔
も

ۙ
づ
い
て
き
ま
し
た
。
ւ
ঁ
จ
化
を
ܧ
ঝ
、
ه
録
、
伝
え

る
こ
と
は
今
後
に
޲
け
て
社
会
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

あ
と
は
、地
域
の
人
た
ち
と
ே
市
を
開
催
し
た
い
で
す
。

ௗ
Ӌ
市
内
で
は
、
い
く
つ
も
ே
市
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ੴ
ڸ
町
に
も
ଞ
の
地
域
に
ෛ
け
な
い
活
ؾ
、
ま
た
、

な
Μ
と
い
っ
て
も
ւ
の
ܙ
み
が
あ
り
ま
す
。

隊
員
の
任
期
は
最
௕
３
年
で
す
が
、
任
期
が
終
了
し
た

ら
、
地
域
活
ੑ
化
の
仕
事
が
終
Θ
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
ͩ
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
৭
々
と
׳

れ
、
地
域
の
こ
と
が
理
解
で
き
࢝
め
た
今
や
っ
と
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
ւ
ঁ
と
し
て

の
฻
ら
し
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
ੴ
ڸ
町
の
一
員
と
し
て

ؤ
ு
っ
て
い
き
ま
す
。

ক
来
的
に
は
ւ
が
ݟ
え
る
ܠ
৭
と
、
ւ
ঁ
が
֫
っ
た
物

を
ת
ೳ
で
き
る
「
̖
̼
ａ 

ｃ
ａ
̵
ｅ
」
を
作
る
の
が
ເ

で
す
。
地
ݩ
の
人
が
集
ま
れ
る
場
の
提
供
や
、
ޏ
用
に
も

繋
が
る
と
い
い
な
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

ւঁখ԰஥ؒͷઌഐୡͱ

ੴڸொͷւঁ
ฏۉ೥ྸ þ÷ࡀҎ্ͷւঁ͞ΜୡͱҰॹʹજ͍ͬͯ·͢
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஍
Ҭ
ͷ
ཁ
๬
ͱ
ݱ
࣮

ࢲ
は
、「
ఱ
ۭ
の
৓
」
஛
ా
৓
੻
の
あ
る
ฌ
ݿ
県
ே
来

市
࿨
ా
ࢁ
町
஛
ా
地
域
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
平

成
26
年
４
月
に
ண
任
し
ま
し
た
。

地
域
は
ۙ
年
ま
で
家
具
の
ま
ち
と
し
て
ӫ
え
て
い
ま
し

た
が
、
家
具
産
業
が
ਰ
ୀ
し
て
か
ら
は
主
な
産
業
が
な
く

গ
子
高
ྸ
化
が
進
Μ
で
い
る
ঢ়
گ
で
す
。
そ
Μ
な
中
、
ࢲ

が
ண
任
す
る
１
Ỗ
２
年
લ
か
ら
஛
ా
৓
੻
ブ
ー
ム
が
࢝
ま

り
、
来
٬
数
が
ര
発
的
に
૿
え
ま
し
た
。
地
域
は
؍
ޫ
業

が
৽
た
な
産
業
に
な
る
と
期
待
す
る
一
方
、
؍
ޫ
イ
ン
フ

ラ
が
੔
っ
て
い
な
い
た
め
、
市
も
地
域
も
対
応
に
௥
Θ
れ

て
い
る
ঢ়
گ
で
し
た
。

地
域
か
ら
ࢲ
へ
の
要
望
は
お
౔
産
඼
や
特
産
඼
の
開
発

で
し
た
。
そ
れ
は
、「
஛
ా
৓
੻
」
関
連
঎
඼
が
ほ
΅
全

て
市
外
で
生
産
さ
れ
、
地
域
へ
の
経
ࡁ
効
果
が
限
定
的
で

あ
る
た
め
で
し
た
。

し
か
し
、
஛
ా
地
域
で
の
来
٬
者
の
଺
ࡏ
時
ؒ
は
୹
く

店
舗
数
も
গ
な
い
た
め
、
年
ؒ
数
े
万
人
の
来
٬
数
か
ら

◆◆◆

す
る
と
地
域
で
の
ফ
費
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
Μ
。

そ
こ
で
、
ࢲ
は
あ
り
き
た
り
の
঎
඼
を
開
発
す
る
よ
り
も

地
域
に
は
も
っ
と
ޫ
る
ັ
力
が
あ
る
は
ͣ
ͩ
と
ࢥ
い
地
域

の
了
解
を
ಘ
て
別
の
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

ủ
ࣛ
޻
๪ɹ

Los C
azadores

Ứ 

։
ઃ
ͷ
͖
ỳ
͔
け

自
વ
؀
ڥ
の
ݯ
で
あ
る
ࢁ
林
を
ޢ
り
た
い
と
い
う
ࢥ
い

か
ら
地
域
に
移
住
し
た
ら
ྌ
ࢣ
に
な
ろ
う
と
ࢥ
っ
て
い
ま

し
た
。
ྌ
ࢣ
に
な
っ
て
ࢁ
林
に
入
り
、
ࢁ
林
の
こ
と
を
ৄ

し
く
知
り
、
そ
の
知
識
経
ݧ
を
地
域
の
自
વ
؀
ڥ
保
全
に

役
立
て
た
い
、
と
。

ۙ
年
、
ࣛ
や
ழ
な
ど
の
໺
生
ௗ
्
の
生
ଉ
数
が
૿
え
、

中
ࢁ
ؒ
地
域
の
ࢁ
林
・
農
地
へ
の
ඃ
֐
が
֦
大
し
て
い
る

た
め
、
行
政
を
中
心
に
໺
生
ௗ
्
の
ۦ
আ
・
ั
֫
活
動
が

੝
Μ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ۦ
আ
・
ั
֫
さ
れ
た

ࣛ
の
ほ
と
Μ
ど
が
ഇ
غ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ே
来
市
の
あ
る

ฌ
ݿ
県
๺
部
の
ୠ
അ
地
方
で
は
２
Ỗ
３
ύ
ー
セ
ン
ト
し
か

活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
ݴ
Θ
れ
て
い
ま
す
。

な
Μ
と
か
ࣛ
の
༗
効
活
用
が
で
き
な
い
も
の
か
。
ώ
ン

◆◆◆

ト
は
ࢲ
が
16
年
ա
ご
し
た
Φ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
カ
ン
Ψ

ル
ー
の
ѻ
い
で
し
た
。
Φ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
あ
る
種

の
カ
ン
Ψ
ル
ー
が
૿
え
農
地
や
຀
૲
地
へ
の
ඃ
֐
が
֦
大

し
、
ۦ
আ
活
動
が
੝
Μ
に
な
り
ま
し
た
。
೑
や
ൽ
の
ར
用

が
課
題
と
な
り
、
政
෎
や
業
者
の
数
年
の
౒
力
に
よ
り
カ

ン
Ψ
ル
ー
೑
は
一
般
化
し
、
ֵ
੡
඼
も
঎
඼
化
さ
れ
今
で

は
༌
出
さ
れ
て
い
ま
す
。೑
の
࣭
も
ࣛ
೑
と
ࣅ
て
い
ま
す
。

ࣛ
は
Ԥ
ถ
で
は
高
ڃ
৯
材
と
さ
れ
௝
重
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
地
方
に
よ
っ
て
は
०
の
味
֮
と
し
て
一
般
化
し
て
い

ま
す
。
ே
来
市
で
も
֫
っ
た
ࣛ
を
৯
೑
と
し
て
加
޻
し
ൢ

ച
す
れ
ば
地
域
の
特
産
඼
に
も
な
り
、
ྌ
ࢣ
ʴ
ࣛ
೑
屋
と

し
て
一
つ
の
生
業
の
Ϟ
デ
ル
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
ࣛ
೑
ॲ
理
加
޻
施
設
開
設
に
取
り
組
み
࢝
め
ま
し

た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
１
年
後
ഐ
で
あ
る
高
ా
ঘ
希

܅
の
ࢍ
同
を
ಘ
て
２
人
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
地
域

か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
ͩ
き
、
ま
た
ே
来
市
の
移
住

者
起
業
支
援
や
ฌ
ݿ
県
の
起
業
支
援
の
ॿ
成
金
を
活
用
し

て
ࡢ
年
５
月
に
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

施
設
は
地
域
の
ୠ
അ
ڇ
ਫ਼
೑
店
の
૔
ݿ
を
վ
築
し
ೝ
Մ

を
ಘ
ま
し
た
。
大
家
さ
Μ
か
ら
様
々
な
ॿ
ݴ
を
௖
き
、
ま

た
、
ฌ
ݿ
県
の
シ
カ
活
用
推
進
ネ
ỽ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
な

ど
で
ٕ
ज़
や
知
識
を
਎
に
付
け
、
お
ӄ
様
で
年
ؒ
２
３
０

಄
の
ࣛ
を
ਫ਼
೑
と
し
て
加
޻
ൢ
ച
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

ਂ
ࠁ
ͳ
ए
ख
ෆ
଍

中
ࢁ
ؒ
地
域
で
は
ど
の
業
ք
෼
໺
で
も
ए
ख
・
୲
い
ख

ෆ
଍
で
す
が
、
ङ
ྌ
の
ੈ
ք
で
も
深
ࠁ
な
ঢ়
گ
で
す
。
ࢲ

が
所
ଐ
し
て
い
る
ॐ
ྌ
グ
ル
ー
プ
も
平
ۉ
年
ྸ
65
ࡀ
以

上
。
あ
と
５
年
も
す
れ
ば
൒
数
以
上
が
引
ୀ
す
る
と
ݴ
Θ

◆◆◆

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ۦ
আ
し
た
ࣛ
の
೑
を
ൢ
ച
、
名
産
඼
化
Ổ

٢
ݪ
　
߶
࢙

ࣛ
޻
๪Los C

azadores

୅
ද

ݩ
ே
དྷ
ࢢ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ

ฌ
ݿ
ݝ
ே
དྷ
ࢢ

7

地
域
の
֐
Λ
地
域
の
ࢿ
ݯ
に
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れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
50
୅
・
û0
୅
以
下
の
ྌ
ࢣ
は
ほ
Μ

の
ۇ
か
し
か
い
ま
せ
Μ
。
ए
い
ੈ
୅
が
ࢁ
に
入
る
こ
と
が

গ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ͩ
け
ࢁ
に
対
す
る

知
識
や
知
ܙ
が
ࣦ
Θ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
ޱ

ݮ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
ࢁ
林
を
知
り
そ
れ
を
保
全
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

ࢲ
は
協
力
隊
１
年
目
か
ら
ङ
ྌ
໔
ڐ
を
取
ಘ
し
、
地
域

の
ྌ
ࢣ
さ
Μ
に
ڭ
え
を
੥
い
、
ੵ
ۃ
的
に
知
識
・
知
ܙ
・

ٕ
ज़
を
ܧ
ঝ
し
よ
う
と
౒
力
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
ੈ

୅
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
つ
く
し
て
い
き

ま
す
。

ࢲ
た
ち
の
屋
߸
で
あ
る
ࣛ
޻
๪ɹ

-PT $B[BEPSFT

は

ス
ペ
イ
ン
ޠ
で
「
ྌ
ࢣ
た
ち
」
と
い
う
意
味
で
す
。
地
域

の
ઌ
ഐ
ྌ
ࢣ
た
ち
と
ڞ
に
า
Μ
で
行
く
と
い
う
ئ
い
を
ࠐ

め
て
こ
の
屋
߸
に
し
ま
し
た
。

ഇ
غ
さ
れ
て
い
る
ࣛ
を
ࣛ
೑
と
し
て
加
޻
し
ൢ
ച
す
る

こ
と
で
生
業
の
一
つ
と
す
る
、
地
域
の
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
や
ಓ

の
Ӻ
と
協
力
し
ࣛ
೑
を
地
域
の
名
産
඼
と
す
る
、
次
ੈ
୅

の
ྌ
ࢣ
と
し
て
ٕ
ज़
を
ܧ
ঝ
し
て
い
く
、
と
い
う
一
ੴ
ࡾ

ௗ
の
取
り
組
み
を
続
け
、
こ
れ
を
ي
ಓ
に
৐
せ
て
い
く
よ

う
に
౒
力
し
て
い
ま
す
。

ݹ
དྷ
͔
Β
ͷ
৯
ࡐ
Ͱ
͋
り
ະ
དྷ
ͷ
৯
ࡐ

ࣛ
೑
は
地
域
に
よ
っ
て
は
古
来
よ
り
৯
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
全
国
的
に
は
ま
ͩ
ೃ
છ
み
の
な
い
৯
材
で
す
。
ࣛ

の
活
用
が
ي
ಓ
に
৐
る
ま
で
に
は
৭
々
৐
り
ӽ
え
る
べ
き

課
題
が
あ
り
ま
す
。
ࣛ
೑
市
場
は
ま
ͩ
ま
ͩ
ҭ
っ
て
い
な

い
で
す
し
、
࣭
の
ྑ
い
ࣛ
の
調
達
と
ࣛ
೑
の
҆
定
供
څ
な

ど
サ
プ
ラ
イ
Ϡ
ー
、
加
޻
業
者
、
ফ
費
者
の
ν
Ỿ
ン
ネ
ル

全
て
が
協
力
し
て
築
き
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

Μ
。都

市
部
で
は
ۙ
年
の
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム
に
よ
り
ࣛ
೑
ྉ
理

を
提
供
す
る
ҿ
৯
店
が
૿
え
て
き
て
ͩ
い
Ϳ
਎
ۙ
な
৯
材

◆◆◆

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ࣛ
೑
は
い
ろ
い
ろ
と
特
ੑ
が
あ
り

ま
す
し
、
ࣛ
೑
に
合
っ
た
調
理
を
す
れ
ば
ඒ
味
し
く
৯
べ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ਝ
଎
か
つ
ద
੾
に
ॲ
理
さ
れ
た
ࣛ
೑
は
ク
セ
も
ष
み
も

な
く
高
タ
ン
ύ
ク
௿
カ
ロ
リ
ー
で
మ
෼
も
๛
෋
で
ア
Ϩ
ル

ή
ン
も
な
い
৯
材
。
݈
߁
に
ؾ
を
࢖
っ
て
い
る
方
、
ア
ス

リ
ー
ト
、
高
ྸ
者
、
ア
Ϩ
ル
Ϊ
ー
体
࣭
の
方
に
お
ק
め
の

৯
材
な
の
で
す
。

ࣛ
೑
に
ೃ
છ
み
が
な
い
人
に
も
৯
べ
て
も
ら
お
う
と
、

地
域
の
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
や
ಓ
の
Ӻ
の
協
力
を
ಘ
て
ࣛ
೑
の
ফ

費
֦
大
に
౒
め
て
い
ま
す
。
最
ۙ
で
は
ۙ
ྡ
に
あ
る
৯
೑

加
޻
業
者
に
ґ
པ
し
て
ແ
ఴ
加
の
ࣛ
೑
ι
ー
セ
ー
ジ
を
開

発
ൢ
ച
し
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
޷
ධ
を
௖
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
ࣛ
೑
の
ᗉ
੡
や
ジ
Ỿ
ー
キ
ー
な
ど
の
加

޻
৯
඼
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
৯
べ
て
い
た

ͩ
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

๪޻ࣛ -PT�$B[BEPSFT ͷҊ಺νϥγ

ಓͷӺͰ͸ࣛ೑Λ͓ͨͬ࢖౔࢈඼΋ൢച

ఱવແఴՃࣛ೑ιʔηʔδ
ۙྡͷՃऀۀ޻ͷྗڠΛಘͯ։ൃ
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特 集
઒
্
ଜ
に
ͭ
͍
ͯ

઒
上
村
は
ಸ
ྑ
県
ೆ
東
部
、
大
୆
έ
ݪ
を
෼
水
ྮ
と
す

る
٢
໺
઒
（
ل
の
઒
）
の
ݯ
流
に
位
置
し
ま
す
。
ত
࿨
úû

年
の
ҏ
੎
࿷
୆
෩
を
き
っ
か
け
に
計
ը
が
࢝
ま
っ
た
大
ୌ

μ
ム
は
建
設
に
50
年
の
ࡀ
月
を
要
し
、
人
ޱ
流
出
な
ど
大

き
な
Ө
ڹ
を
༩
え
ま
し
た
。
平
成
27
年
国
੎
調
査
に
よ
れ

ば
、
人
ޱ
は
１
３
１
３
人
、
高
ྸ
化
率
は
58
・
72
％
。
໘

ੵ
は
約
２
７
０
平
方
ἅ
、
そ
の
約
Ā6
％
を
৿
林
が
઎
め
、

٢
໺
઒
の
水
を
ར
用
す
る
ಸ
ྑ
、
࿨
Վ
ࢁ
の
水
ݯ
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ࣨ
町
時
୅
か
ら
林
業
が
発
達
し
、
٢
໺
ਿ
に
୅
ද
さ
れ

る
٢
໺
林
業
の
中
心
地
と
し
て
発
展
。٢
໺
ਿ
の
特
௃
は
、

અ
が
な
く
、
ਅ
っ
す
͙
で
ࡉ
や
か
な
年
ྠ
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
特
௃
か
ら
୬
ؙ
（
୬
の
材
ྉ
）
に
用
い
ら
れ
、

ߐ
ށ
時
୅
に
は
ಿ
ޒ
ڷ
か
ら
ߐ
ށ
へ
ӡ
ば
れ
る
೔
本
ञ
の

༰
ث
と
し
て
毎
年
１
０
０
万
୬
以
上
の
ध
要
に
応
え
て
き

ま
し
た
。
ઓ
後
は
用
్
を
ม
え
、
高
ڃ
建
築
材
と
し
て
重

ๅ
さ
れ
ま
し
た
が
、
ۙ
年
は
林
業
の
௿
໎
と
と
も
に
地
域

◆◆◆

の
活
力
も
௿
下
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
ۙ
年
、
Ϣ
ネ
ス
ί
エ
ί
ύ
ー
ク
の
֦
ு
登
録
や

೔
本
Ҩ
産
な
ど
の
ࢦ
定
を
受
け
、
村
が
取
り
組
Μ
で
き
た

水
ݯ
地
の
村
づ
く
り
が
ධ
Ձ
さ
れ
て
い
ま
す
。

஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ͷ
ಋ
ೖ
ͱ
α
ϙ
ồ
τ

平
成
25
年
11
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
ಋ
入
に

つ
い
て
ݕ
౼
が
࢝
ま
り
、
ཌ
年
３
月
に
隊
員
６
人
の
࠾
用

を
ܾ
定
し
ま
し
た
。
౰
時
は
募
集
団
体
も
গ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
20
人
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
౰
時
か
ら
࠾
用
の
際
に
は
「
村
で
Կ
を
実
現
し
た

い
か
」
を
重
ࢹ
し
、
࠾
用
後
は
そ
の
隊
員
の
ࢥ
い
を
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
ಋ
入
し
て
５
年
目
と
な

り
、
現
ࡏ
は
1ú
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
൴
ら
は

「
か
Θ
か
も
Μ
」
と
愛
শ
を
定
め
、
そ
れ
ͧ
れ
の
目
標
に

取
り
組
Μ
で
い
ま
す
。
家
ఉ
の
都
合
で
１
人
が
཭
৬
し
た

ほ
か
に
任
期
３
年
の
్
中
で
ࣙ
め
た
隊
員
は
い
ま
せ
Μ
。

こ
れ
ま
で
任
期
を
ຬ
了
し
た
隊
員
は
７
人
で
、
そ
の
内
４

◆◆◆

人
が
村
に
࢒
っ
て
活
動
を
ܧ
続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
隊

員
同
࢜
で
ྭ
ま
し
あ
っ
た
り
、
૬
ஊ
し
た
り
で
き
た
か
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
起
業
支
援
と
し
て
外
部
ઐ
໳
家
に
よ
る

ア
ド
ό
イ
β
リ
ー
を
月
１
回
実
施
。
隊
員
自
਎
の
ؾ
づ
き

の
機
会
と
目
標
へ
の
意
識
付
け
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
隊
員
ͩ
け
の
会
ٞ
「
໦
̕
」
も
月
２
回
開
催
。
୭
が

Կ
に
取
り
組
み
、
Կ
に
ࠔ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
ڞ
༗
し
、

ޓ
い
に
ॿ
け
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
隊
員
の
意
欲
޲
上
と
村
民
の
理
解
の
深
化

に
期
待
し
、
村
民
޲
け
報
ࠂ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年

１
回
で
す
が
、
村
内
外
・
県
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

ủ
͔
わ
͔
΋
Μ
Ứ
ͷ
׆
ಈ
ͷ
Ұ
෦
Λ
঺
հ

○
や
ま
い
き
市
（
朝
市
）

ே
市
で
村
内
の
༨
৒
໺
ࡊ
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
は
、
高

ྸ
者
に
年
金
以
外
の
現
金
ऩ
入
や
生
き
が
い
の
提
供
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ے、
力
ҡ
࣋
や
ด
じ
こ
も
り
予
๷
、

༡
ٳ
農
地
対
ࡦ
な
ど
多
໘
的
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
٢
໺
઒
流
域
市
町
村
の
生
産
者
と
の
物

ൢ
は
生
産
者
と
村
民
の
交
流
に
も
繋
が
り
、
村
が
取
り
組

む
上
下
流
交
流
に
も
一
役
ങ
っ
て
い
ま
す
。

○
エ
コ
ツ
ア
ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ヨ
イ
ヨ
イ
か
わ
か
み
」

๛
か
な
自
વ
資
ݯ
と
隊
員
自
਎
の
特
ٕ
を
生
か
し
て
࢝

ま
り
ま
し
た
。
西
ද
ౡ
で
Ψ
イ
ド
経
ݧ
の
あ
る
移
住
者
も 

加
Θ
り
、
お
お
た
き
ཾ
ਆ
ބ
（
大
ୌ
μ
ム
ބ
）
で
の
カ
ψ

ー
体
ݧ
を
中
心
に
έ
イ
ビ
ン
グ
（
ಎ
۸
୳
ݕ
）
や
ϋ
イ
キ

◆◆◆

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
٢
໺
઒
や
٢
໺
ਿ
な
ど
地
域
資
ݯ
を
生
か
し
た
活
動
Ổ

দ
ຊ
　
উ
య

઒
্
ଜ
ఆ
ॅ
ଅ
ਐ
課ɹ

෭
課
長 ಸ

ྑ
ݝ
઒
্
ଜ

8

Τ
ί
π
Ξ
ồ
ỏ
೶
Ո
ຽ
॓
ỏ
Ո
۩
޻
๪
ͳ
Ͳ
Λ
ల
։
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ン
グ
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
μ
ム
を
৽
た
な
資
ݯ
と

し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
課
題
で
し
た
。
গ
子
高

ྸ
化
の
中
で
は
৽
た
な
事
業
を
起
こ
し
て
も
୲
い
ख
ෆ
଍

が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
൴
ら
が
活
༂
で
き
る
؀
ڥ

づ
く
り
も
村
の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
農
家
民
宿
「
暮
ら
す
宿
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」（
ハ
ナ
レ
）

࠾
用
໘
接
の
ࠒ
か
ら
॓
の
開
業
を
希
望
す
る
隊
員
が
、

国
な
ど
の
ิ
ॿ
金
を
活
用
し
て
古
民
家
を
վ
修
。
ۙ
く
に

は
国
ࢦ
定
重
要
ແ
形
民
ଏ
จ
化
財
「
٢
໺
の
୬
ؙ
੡
作
ٕ

ज़
」
を
受
け
ܧ
͙
加
޻
場
や
ඒ
し
い
中
Ԟ
઒
が
あ
り
、
ྺ

࢙
や
จ
化
、
ࢁ
の
฻
ら
し
が
ײ
じ
ら
れ
る
॓
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、移
住
者
と
村
民
や
地
域
を
繋
げ
る
役
割
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
「
む
ら
し
る
べ
」
と
名
付
け
て
、
地
域

を
ָ
し
く
紹
介
し
、ֶ
Μ
で
も
ら
う
活
動
も
࢝
め
ま
し
た
。

多
く
の
隊
員
が
関
Θ
り
、
ا
ը
や
ӡ
営
に
も
連
携
し
て
取

り
組
Μ
で
い
ま
す
。

○
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ　

Ｊ
ｉｇ
（
家
具
工
房
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
習
ಘ
し
た
加
޻
ٕ
ज़
「
Ｆ
́
ｅ
ｅɹ

̵
ｏ
́
̼  

̡
ａ
̼
̸
̽
ａ
̓
̸
ｏ
̽
」
と
٢
໺
ਿ
を
組

み
合
Θ
せ
、
国
産
਑
༿
थ
の
Մ
ೳ
ੑ
を
୳
っ
て
い
ま
す
。

٢
໺
ਿ
の
特
௃
で
あ
る
અ
が
な
く
、
ඒ
し
い
໦
目
が
生
か

さ
れ
、
ಠ
特
の
ۂ
ઢ
ඒ
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

「
国
際
家
具
デ
β
イ
ン
ί
ン
ペ
テ
ィ
シ
ἀ
ン
Ѵ
઒
２
０

１
７
」
に
応
募
し
、
ブ
ロ
ン
ζ
リ
ー
フ
৆
を
受
৆
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
ൢ
࿏
開
୓
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

○
Ｏ
ｉ
ｄ
ｅ
（
翻
訳
・
通
訳
）

ア
ϝ
リ
カ
国
੶
の
隊
員
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
ޠ
ֶ
を
生
か

し
、
地
域
の
ັ
力
や
จ
化
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
活
動
で

は
຋
༁
や
通
༁
を
行
う
一
方
、
॓
な
ど
の
外
国
人
対
応
や

؍
ޫ
ύ
ン
フ
Ϩ
ỽ
ト
等
の
多
ݴ
ޠ
化
に
も
協
力
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
林
業
・
ཆ
ڕ
の
ৼ
興
、
地
域
ӡ
営
組
৫
の

ا
ը
・
ӡ
営
、
エ
ί
π
ー
リ
ζ
ム
推
進
な
ど
に
取
り
組
む

隊
員
が
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
ͷ
ల
։
に
ͭ
͍
ͯ

઒
上
村
は
「
地
域
の
自
વ
や
จ
化
資
ݯ
を
活
用
し
た
࣋

続
Մ
ೳ
な
地
域
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
エ
ί
π
ー

リ
ζ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
協
ٞ
会
と
し
て
「
ݯ
流
π
ー
リ

ζ
ム
推
進
協
ٞ
会
」
を
発
଍
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
事
務
ہ

に
も
隊
員
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
目

標
と
し
て
、
॓
ധ
や
೔
ؼ
り
ཱྀ
行
者
な
ど
の
交
流
人
ޱ
૿

加
を
目
的
と
し
た
基
本
構
૝
の
作
成
に

取
り
組
み
、
Ψ
イ
ド
業
ͩ
け
で
な
く
ҿ

৯
店
や
॓
ധ
業
な
ど
地
域
へ
の
支
援
に

౒
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
隊
員
が
取
り
組
む
エ
ί
π
ア

ー
や
農
家
民
॓
、
林
業
・
ཆ
ڕ
の
ৼ
興

な
ど
も
対
৅
事
業
に
֘
౰
す
る
た
め
、

協
ٞ
会
の
活
動
が
隊
員
の
支
援
に
も
繋

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
通

し
て
、
ক
来
期
待
さ
れ
る
೔
本
൛
̙
̢

Ｏ
の
୲
い
ख
と
な
る
人
材
ҭ
成
に
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
と
も

に
地
域
を
創
り
、
と
も
に
ະ
来
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

μϜބͰͷΧψʔମݧʢϤΠϤΠ͔Θ͔Έʣ

΍·͍͖ࢢͷࡇँײ

ಠಛͷՃٕ޻๏ͰՈ۩੍࡞ʢTUVEJP�+JHʣ
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特 集
͸
͡
Ί
に

ࢲ
は
、
18
ࡀ
で
大
ֶ
進
ֶ
を
機
に
上
京
し
、
約
1ú
年
ؒ

東
京
で
฻
ら
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
、
μ
イ
χ
ン
グ

ό
ー
、
イ
タ
リ
ア
ン
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
と
、
10
年
以
上
ҿ
৯
業

を
し
て
き
ま
し
た
。

東
೔
本
大
਒
ࡂ
が
起
き
て
、
自
਎
の
݁
ࠗ
を
機
に
地
ݩ

で
あ
る
愛
媛
県
西㆛

ㆂ

予㇈

市
へ
ؼ
る
こ
と
を
考
え
࢝
め
、
地
ݩ

の
た
め
に
な
に
か
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
も
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
Μ
な
あ
る
೔
、
西
予
市
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
西
予
市
の
̝
Ｐ
を
֬
ೝ
す
る

と
、
な
Μ
と
క
め
੾
り
の
２
೔
લ
。
な
に
か
の
ӡ
໋
ͩ
と

信
じ
、
໎
Θ
ͣ
応
募
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
４
月
よ
り
「
せ
い
よ
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
と
し
て
ண
任
し
ま
し
た
。

٤
஡
य़
໊
ͱ
ͷ
ग़
ձ
͍

◆◆◆◆◆◆

西
予
市
Ӊ
࿨
町
。
こ
の
地
に
は
೔
本
伝
統
の
ห
ฑ
৭
に

ඬ
う
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下ɹ

重
伝
建

地
区
）
が
あ
り
ま
す
。

ߐ
ށ
中
期
か
ら
ত
࿨
ॳ
期
ま
で
Ӊ
࿨
ౡ
ൡ
の
ࡏ
ڷ
町
・

॓
場
町
と
し
て
ӫ
え
、
঎
家
が
立
ち
ฒ
ͼ
、
ന
น
、
う
ͩ

つ
、
は
じ
と
み
、
出
֨
子
な
ど
伝
統
的
な
建
築
様
式
な
ど

も
࢒
っ
て
お
り
、
付
ۙ
に
は
、
伝
統
的
໦
造
建
築
の
中
に

༸
෩
の
ア
プ
ロ
ー
ν
ܕ
の
૭
を
࠾
り
入
れ
た
Ϟ
μ
ン
建
築

が
特
௃
の
開
明
ֶ
ߍ
、
ߐ
ށ
時
୅
後
期
の
འ
ֶ
者
で
あ
る

高
໺
௕
ӳ
の
Ӆ
れ
家
な
ど
も
あ
り
、
౰
時
の
ง
ғ
ؾ
を
ײ

じ
さ
せ
る
地
区
で
す
。

ண
任
後
、
以
લ
と
ൺ
べ
て
੩
か
に
ײ
じ
た
こ
の
֗
で
、

最
ॳ
に
目
に
つ
い
た
の
が
重
伝
建
地
区
に
あ
り
、
ۭ
き
店

舗
と
な
っ
て
い
た
「
喫
茶
春
名
」
で
し
た
。

ͻ
っ
そ
り
と
た
た
ͣ
む
「
喫
茶
春
名
」
は
、
そ
の
中
に

お
い
て
も
一
際
ඒ
し
く
ݟ
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
一
目
ࠍ

れ
に
ࣅ
た
ײ
֮
で
し
た
。

お
店
を
営
ま
れ
て
い
た
お
ば
あ
ち
Ỵ
Μ
は
、
体
調
を
่

し
て
10
年
以
上
ٳ
店
ঢ়
ଶ
ͩ
と
ฉ
き
、「
こ
の
ま
ま
࿝
ٺ

化
し
て
い
く
࢟
は
ݟ
た
く
な
い
」
と
、
ࢲ
は
そ
う
強
く
ࢥ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
Ổ౻

઒
　
๎
޺

ͤ
͍
Α
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ Ѫ

ඤ
ݝ
੢
༧
ࢢ

9

఻
౷
త
໦
଄
ݐ
ங
の
٤
஡
ళ
Λ
෮
׆
ỏ
ਓ
の
ू
͑
Δ
Χ
ϑ
ỻ
に

٤஡य़໊

い
ま
し
た
。

ま
た
、
重
伝
建
地

区
で
は
現
ࡏ
ۭ
き
家

が
૿
え
て
お
り
、
؍

ޫ
٬
や
地
ݩ
住
民
が

お
茶
を
ҿ
Μ
で
ٳ
む

場
所
も
ほ
と
Μ
ど
あ

り
ま
せ
Μ
。

「
地
域
の
෩
情
を

࢒
し
な
が
ら
、
来
て

い
た
ͩ
く
օ
さ
Μ
に

Թ
か
い
お
茶
を
」
と

い
う
お
ば
あ
ち
Ỵ
Μ
の
意
ࢥ
を
ܧ
͗
、
ྑ
き
೔
本
の
࢒
さ

れ
た
伝
統
を
大
੾
に
し
な
が
ら
、
ੲ
の
よ
う
に
人
の
集
え

る
、
೐
Θ
い
の
あ
る
場
所
と
し
て
、
重
伝
建
地
区
の
ί
ϛ

ュ
χ
テ
ィ
を
こ
の
「
喫
茶
春
名
」
で
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ࢲ
は
、「
喫
茶
春
名
」
を
৽
た
に

カ
フ
ェ
ό
ー
と
し
て
ར
活
用
す
る
こ
と
に
ܾ
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
ݧ
を
活
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
֯
度
か
ら

物
事
を
ݟ
つ
め
、
෩
情
あ
る
จ
化
を
ܧ
ঝ
発
展
さ
せ
た
い

と
ࢥ
い
࢝
め
た
の
で
す
。

஍
Ҭ
՝
୊
ͱ
ί
ϯ
η
ϓ
τ

古
き
を
大
੾
に
、৽
し
き
を
取
り
入
れ
る
「
ෆ
қ
流
行
」

を
ί
ン
セ
プ
ト
に
、ਰ
ୀ
す
る
地
域
の
伝
統
を
大
੾
に
し
、

人
と
人
を
繋
͗
た
い
と
考
え
、
こ
の
「
喫
茶
春
名
」
を
֩

と
し
て
地
域
の
๊
え
る
課
題
を
で
き
る
限
り
解
ܾ
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

（
１
）
ࢁ
か
ら
ւ
ま
で
あ
る
西
予
市
は
、
と
に
か
く
৯
べ

物
が
৽
઱
๛
෋
で
ඒ
味
し
い
。
こ
の
৯
材
を
࢖
っ
て
お

◆◆◆
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い
し
い
ྉ
理
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
খ
さ
い
な
が
ら
地

ݩ
産
業
へ
の
ߩ
ݙ
と
な
ら
な
い
か
。

（
２
）
୲
い
ख
ෆ
଍
で
ഇ
ࢭ
さ
れ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
再

開
さ
せ
、
重
伝
建
地
区
の
ັ
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

（
３
）
ಇ
く
お
฼
さ
Μ
を
ॿ
け
る
関
係
と
؀
ڥ
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
子
ҭ
て
ੈ
୅
の
ෆ
҆
を
গ
し
で
も
ܰ
ݮ
し

た
い
。

（
４
）
ۭ
き
家
ར
活
用
の
ັ
力
な
ど
を
自
ら
ઌ
ಋ
し
て
伝

え
て
い
き
た
い
。

（
５
）
知
名
度
の
௿
い
西
予
市
を
、
̨
Ｎ
̨
な
ど
を
活
用

し
て
ए
者
を
中
心
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
こ
と
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ί
π
ί
π
と
実
施

し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
し
た
。

Ϋ
ϥ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ỹ
ϯ
ά

׭
ຽ
࿈
ܞ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

起
業
す
る
に
あ
た
っ
て
最
大
の
น
の
一
つ
と
い
え
る
の

が
、
資
金
の
໰
題
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
業
は
年
々
૿
加
܏
޲
に
あ
り

ま
す
が
、
起
業
を
目
ࢦ
す
県
内
外
の
協
力
隊
と
お
࿩
し
す

る
と
、
や
は
り
「
資
金
調
達
が
೉
し
い
」
と
い
っ
た
意
ݟ

が
多
く
あ
る
よ
う
に
ײ
じ
ま
す
。
ࢲ
も
そ
の
น
に
Ϳ
ち
౰

た
っ
た
一
人
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
総
務
省
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

޲
け
て
の
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
２
０
１
６
年
４

月
よ
り
৽
た
に
࢝
ま
る
と
の
一
報
を
受
け
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
応
援
す
る
、

そ
の
名
も
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
全
国
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、
全
国
の
方
に
応
援

◆◆◆

し
て
い
た
ͩ
け
る
プ
ラ
ỽ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
を
民
ؒ
ا
業
等
の

協
力
の
下
で
構
築
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ඇ
ৗ

に
ը
期
的
で
あ
り
ັ
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

課
題
で
あ
っ
た
起
業
に
か
か
る
資
金
の
調
達
ख
ஈ
と
し

て
、
ࢲ
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
௅
ઓ
す
る
こ
と
に
ܾ
め

ま
し
た
。

全
国
で
ॳ
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１

６
年
４
月
11
೔
、
都
内
に
あ
る
「
移
住
・
交
流
情
報
Ψ
ー

デ
ン
」
で
、
高
市
ૣ
බ
総
務
大
ਉ
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
者
が
一
ಊ
に
会
し
ڞ
同
ه
者
発
ද
が
行
Θ
れ
、
同
೔
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

開
࢝
さ
れ
ま
し
た
。

౰
ॳ
ࢲ
は
、「
関
心
を
࣋
っ
て
い
た
ͩ
け
る
ͩ
ろ
う
か
」

「
考
え
を
受
け
入
れ
て
い
た
ͩ
け
る
ͩ
ろ
う
か
」
な
ど
、

ෆ
҆
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
݁
果
は
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
と
し
て
い
た
３
０
０
万
円
を

大
き
く
上
回
る
ご
寄
附
を
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
方
か
ら
の
応
援
ϝ
ỽ
セ
ー
ジ
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
関
心
の
高
さ
に
、
਎
の
引
き
క
ま
る
ࢥ
い
と
、
重
伝
建

地
区
に
お
い
て
「
喫
茶
春
名
」
が
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
の
ͩ
と
強
く
ײ
じ
ま
し

た
。

஍
Ҭ
Λ
Ѫ
͠
ỏ
஍
Ҭ
に
ތ
り
Λ
࣋
ͭ

自
෼
の
や
り
た
い
こ
と
を
ָ
し
み
な
が
ら
࣋
続
さ
せ
生

活
を
営
Μ
で
い
く
こ
と
が
、
地
域
に
と
っ
て
の
޾
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
ࢲ
は
ͣ
っ
と
信
じ
て
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
Μ
、
今
も
そ
う
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
愛
し
て
、
地
域
に
ތ
り
を
࣋
ち
、
地
域
の
中
で
、

地
域
の
資
ݯ
で
、
時
に
は
അ
ࣛ
な
こ
と
を
し
て
い
る
࢟
を

ま
た
次
の
ੈ
୅
に
ݟ
せ
て
い
く
、
と
い
う
よ
り
も
一
ॹ
に

な
っ
て
ָ
し
Μ
で
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
地
域
お
こ
し
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
ࢥ
っ

て
い
ま
す
。

ࢲ
に
で
き
る
ί
ト
は
と
て
も
খ
さ
な
ί
ト
で
す
が
、
そ

の
ί
ト
が
人
を
ݺ
ͼ
、
ま
た
そ
の
人
か
ら
ί
ト
が
生
ま
れ

て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
流
れ
の
１
ϐ
ー
ス
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
গ
し
で
も
ߩ
ݙ
で
き
る
よ
う

౒
め
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

౦ژͰߦΘΕͨൃऀهදͷ༷ࢠ
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େ
ࡕ
͔
Β
ߴ
஌
΁

自
෼
が
生
ま
れ
ҭ
っ
た
大
阪
෎
ࡖ
市
か
ら
ं
を
૸
ら
せ

る
こ
と
約
４
０
０
ἅ
、
高
知
県
高
Ԭ
܊
࢛
万
े
町
の
े
࿨

と
い
う
੩
か
で
ඒ
し
い
෩
ܠ
の
広
が
る
ా
ࣷ
に
ண
き
ま

◆◆◆

す
。
こ
の
町
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
あ
る
೔

目
に
し
た
৽
ฉ
広
ࠂ
で
し
た
。

「
࢛
万
े
町ɹ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
」
と
ॻ
か
れ

た
そ
の
広
ࠂ
を
ݟ
る
ま
で
࢛
万
े
町
の
事
も
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
事
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
自
෼
は
、
࢛
万
े
町

の
事
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
に
つ
い
て
調
べ
て
み

ま
し
た
。

１
カ
月
ۙ
く
৭
々
と
考
え
て
క
め
੾
り
が
ۙ
付
い
た
あ

る
೔
、Շ
に
「
こ
れ
に
応
募
し
て
み
よ
う
か
と
ࢥ
っ
て
る
」

と
ଧ
ち
明
け
て
み
た
と
こ
ろ
「
や
っ
て
み
た
ら
ʁ
」
と
ڐ

Մ
を
໯
え
た
の
で
応
募
し
、
೰
み
࢝
め
て
か
ら
൒
年
後
に

は
࢛
万
े
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
ண
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

ϐ
β
ͱ
ͷ
ӡ
໋
త
ͳ
ग़
ձ
͍

࢛
万
े
町
に
移
住
す
る
લ
は
大
阪
に
あ
る
テ
ー
Ϛ
ύ
ー

ク
の
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
の
キ
ỽ
ν
ン
で
毎
೔
大
ྔ
の
ྉ
理
を
作

る
೔
々
を
ૹ
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
ή
ス
ト
が
来
店
す

る
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
で
の
仕
事
は
๩
し
く
ϋ
ー
ド
で
し
た
が
、

◆◆◆

こ
こ
で
ప
ఈ
し
た
Ӵ
生
؅
理
を
ֶ
べ
た
こ
と
は
後
に
役
立

つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

あ
る
時
、
ύ
ー
ク
内
に
৽
し
く
ϐ
β
を
提
供
す
る
Ϩ
ス

ト
ラ
ン
を
Φ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
開
店
લ
の

४
උ
ஈ
֊
か
ら
関
Θ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ୀ
৬
す
る

ま
で
の
約
３
年
ؒ
ϐ
β
を
ম
き
続
け
た
の
で
す
。

そ
し
て
࢛
万
े
町
へ
の
移
住
。
町
が
用
意
し
て
く
れ
た

住
୐
は
、
ഇ
ߍ
に
な
っ
た
খ
ֶ
ߍ
の
ෑ
地
内
に
あ
る
ݩ
ڭ

員
住
୐
を
վ
૷
し
た
も
の
で
し
た
が
、
な
Μ
と
、
こ
の
খ

ֶ
ߍ
に
は
ۮ
વ
に
も
੡
作
్
中
の
ϐ
β
༼
が
あ
っ
た
の
で

す
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
時
の
ॻ
ྨ
で
も
特
ٕ

は
「
ϐ
β
を
ম
く
こ
と
」
と
ॻ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
ϐ
β
༼
が
׬
成
し
た
後
は
؅
理
を
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
਋
で
ম
く
༼
は
ॳ
め
て
ͩ
っ
た

し
、
生
地
も
ι
ー
ス
も
全
て
ख
作
り
し
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ࢼ
作
を
重
Ͷ
な
が
ら
や
っ

と
ඒ
味
し
い
ϐ
β
が
ম
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
と
高
知
で
ۮ
વ
に
も
ϐ
β
に
関
Θ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
が
ୀ
任
後
の
活
動
を
ܾ
め
る
一
Ҽ
と
な
り
ま
し

た
。

े
࿨
お
͔
Έ
͞
Μ
ࢢ

さ
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
࠾
用
時
の
౰
ॳ
の
ϛ
ỽ
シ

ἀ
ン
は
ϐ
β
で
は
な
く
て
、
地
域
で
活
動
す
る
「
े
࿨
お

か
み
さ
Μ
市
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
活
ੑ
化
と
い
う
も
の
で
し
た
。
特
に
具
体
的
な
ࢦ
ࣔ
は

な
く
、
自
༝
に
活
動
さ
せ
て
い
た
ͩ
け
た
の
で
、
ಓ
の
Ӻ

で
大
人
ؾ
の
「
お
か
み
さ
Μ
市
ό
イ
キ
ン
グ
」
を
ख
伝
い

に
行
っ
た
り
、
町
内
外
へ
の
出
ு
イ
ベ
ン
ト
ൢ
ച
に
出
か

◆◆◆

ΩονϯΧʔʮϕϧσʯ

地
域
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し
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隊
と
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ち
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ా
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ϐ
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け
る
お
か
み
さ
Μ
達
に
同
行
し
て
Կ
か
վ
ળ
で
き
る
部
෼

は
な
い
か
と
考
え
た
り
、
自
෼
で
໺
ࡊ
を
出
ՙ
で
き
な
い

農
家
さ
Μ
の
家
ま
で
集
ՙ
に
行
っ
た
り
と
、
こ
の
お
か
み

さ
Μ
達
と
行
動
を
ڞ
に
で
き
た
お
か
げ
で
町
や
地
域
を
ྑ

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ͳ
͜
に
Ͱ
΋
ủ
ӡ
ϕ
ϧ
σ
Ứ

都
会
で
あ
れ
ば
人
が
集
ま
る
Ӻ
લ
に
カ
フ
ェ
を
Φ
ー
プ

ン
す
る
と
い
う
બ
୒
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
Ӻ
લ
は

特
に
人
が
多
い
Θ
け
で
も
な
く
、
一
൪
೐
や
か
な
の
は
ಓ

の
Ӻ
で
は
な
い
か
と
い
う
͙
ら
い
。

そ
こ
で
、
ࢥ
い
つ
い
た
の
が
キ
ỽ
ν
ン
カ
ー
で
の
移
動

ൢ
ച
で
す
。
人
が
集
ま
る
場
所
に
こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
て

行
け
ば
い
い
。
あ
の
お
か
み
さ
Μ
市
の
出
ு
ൢ
ച
で
あ
ち

こ
ち
に
出
か
け
て
行
っ
た
体
ݧ
が
ώ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。お

で
か
け
す
る
た
め
の
ं
も
४
උ
し
て
、
名
લ
は
「
ベ

ル
デ
」
と
付
け
ま
し
た
。「
྘
」
と
い
う
意
味
の
イ
タ
リ

ア
ޠ
で
す
。
࢛
万
े
町
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
྘
が
多
い
の

で
、
෩
ܠ
に
༹
け
ࠐ
め
る
よ
う
に
キ
ỽ
ν
ン
カ
ー
を
྘
৭

に
し
た
の
と
、「
৯
ベ
ル
デ
」「
ӡ
ベ
ル
デ
」「
બ
ベ
ル
デ
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
イ
ル
が
ܾ
ま
っ
て
次
に
考
え
た
の
は
「
Կ
を
ച
ろ

う
か
ʁ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ύ
ϯ
π
ỻ
ϩ
ỽ
ς
ỹ
ỳ
ͯ
Կ
ʁ

ൢ
ച
す
る
ϝ
χ
ュ
ー
を
ܾ
め
る
際
に
一
൪
ؾ
に
し
た
఺

は
「
ଞ
の
店
で
は
ച
っ
て
な
い
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ͣ
っ
と
ম
い
て
い
た
ϐ
β
の
ධ
൑
が
ྑ
く
て
「
ϐ
β
を
ച

◆◆◆◆◆◆

り
に
来
て
く
れ
る
と
خ
し
い
」
と
い
っ
た
੠
も
多
く
あ
っ

た
の
で
す
が
、
ܰ
自
動
ं
が
ベ
ー
ス
の
キ
ỽ
ν
ン
カ
ー
に

਋
で
ম
く
ੴ
༼
を
౥
載
す
る
の
は
ࠔ
೉
で
、
予
ࢉ
の
໘
で

も
೉
し
い
の
で
ఘ
め
ま
し
た
。

ম
く
の
が
ແ
理
な
ら
、
ϐ
β
生
地
で
具
を
แ
み
ࠐ
Μ
で

༲
げ
る
の
は
ど
う
ͩ
ろ
う
ʁ
大
阪
で
ϐ
β
を
ম
い
て
い
た

時
に
も
แ
Μ
で
ম
く
カ
ル
π
Ỽ
ー
ネ
と
い
う
ϝ
χ
ュ
ー
が

あ
っ
た
の
で
、
ま
ͣ
は
ࢼ
作
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

上
ख
く
แ
め
な
く
て
中
の
ι
ー
ス
が
出
て
き
て
し
ま
う
な

ど
ࣦ
ഊ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
地
を
作
る
時
の
ค
の
഑
合

を
ม
え
て
み
た
り
、
แ
み
方
を
޻
෉
し
て
み
る
こ
と
で
上

ख
く
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
ඒ
味
し
い
も
の
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

最
ॳ
は
「
カ
ル
π
Ỽ
ー
ネ
」
と
い
う
؃
൘
を
掲
げ
て
営

業
を
開
࢝
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
ম
い
た
も
の
を

「
カ
ル
π
Ỽ
ー
ネ
」
と
ݺ
Ϳ
ら
し
く
、༲
げ
た
も
の
は
「
ύ

ン
π
ェ
ロ
ỽ
テ
ィ
」
と
い
う
自
෼
自
਎
も
ฉ
い
た
こ
と
が

な
い
名
લ
の
৯
べ
物
ͩ
っ

た
と
い
う
事
実
が
൑
明
。

作
っ
て
い
る
人
が
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
͙
ら
い

で
す
か
ら
通
り
ֻ
か
っ
た

お
٬
さ
Μ
も
օ
؃
൘
を
ݟ

て
「
ʁ
ʁ
ʁ
」
と
い
う
إ

を
さ
れ
ま
す
。
൑
り
೉
い

よ
う
な
の
で「
༲
げ
ϐ
β
」

と
も
ද
ه
し
て
み
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
地
ݩ
の
年

഑
の
方
は
ま
ͣ
ۙ
寄
っ
て

来
ま
せ
Μ
。
ए
い
人
で
も

よ
く
෼
か
ら
な
い
ո
し
い

৯
べ
物
を
ܯ
ռ
す
る
人
が
多
い
の
で
す
。「
Θ
Ữ
、
ඒ
味

し
そ
う
」
と
خ
し
そ
う
に
ങ
っ
て
く
れ
る
の
は
都
会
か
ら

来
た
؍
ޫ
٬
で
し
た
。

地
ݩ
の
お
か
み
さ
Μ
が
ൢ
ച
し
て
い
た「
Ҷ
ఱ
」や「
ా

ࣷ
ण
࢘
」
の
よ
う
に
ੲ
か
ら
あ
る
ڷ
౔
ྉ
理
で
あ
れ
ば
、

人
ؾ
も
あ
り
、
ฒ
べ
て
い
れ
ば
ど
Μ
ど
Μ
ച
れ
て
い
く
こ

と
は
൑
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ඒ
味
し
い
も
の
を
作

っ
て
い
れ
ば
、
や
が
て
は
ೝ
知
さ
れ
ࠜ
付
い
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
ࢥ
っ
た
の
で
す
。

ଞ
の
໰
題
఺
は
生
地
と
ι
ー
ス
の
仕
ࠐ
み
に
ほ
΅
１
೔

か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
毎
೔
ച
り
に
行
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
設
උ
が
ෆ
े
෼
な
自
୐
で
の
作
業
で
作
れ
る
ྔ

に
も
限
ք
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ま
ͩ
ま
ͩ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、ক
来
は
、

加
޻
場
を
構
え
て
た
く
さ
Μ
仕
ࠐ
Μ
ͩ
物
を
複
数
の
キ
ỽ

ν
ン
カ
ー
で
ച
り
子
さ
Μ
が
ച
り
に
行
く
と
い
う
よ
う
な

展
開
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

ϐβੜ஍Ͱ۩ΛแΈࠐΜͰ༲͛ͨʮύϯπΣϩοςΟʯ
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೶
業
に
ܞ
わ
Δ

ň

農
業
の
࣋
続
Մ
ೳ
な
৽
し
い
形
を
作
り
た
いŉ
。
ֶ
生

時
୅
に
೔
本
各
地
を
८
り
、
地
域
の
農
家
さ
Μ
に
ϗ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
農
業
と
関
Θ
る
中
で
、
ࢲ
の
中
で
の
テ
ー

Ϛ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ऩ
入
が
ෆ
҆
定
、重
࿑
ಇ
、

後
ܧ
者
ෆ
଍
な
ど
、
๊
え
て
い
る
課
題
を
目
の
౰
た
り
に

し
て
き
た
中
で
、
৯
の
基
൫
と
な
っ
て
い
る
産
業
を
ະ
来

の
あ
る
形
に
ม
え
る
こ
と
が
ෆ
Մ
ܽ
で
あ
る
と
ײ
じ
て
い

ま
し
た
。

農
業
と
は
ఔ
ԕ
い
東
京
で
ҭ
っ
た
ࢲ
で
す
が
、
地
方
へ

の
関
心
は
ফ
え
る
こ
と
な
く
、
移
住
し
て
農
業
に
関
Θ
る

と
ܾ
め
て
い
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
３
年
後
、
ۮ
વ
に
も

ཱྀ
ઌ
でň

地
域
お
こ
し
協
力
隊ŉ

の
存
ࡏ
を
知
り
、
２
０

１
６
年
１
月
に
௕
࡚
県
ౡ
ݪ
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ͱ
͠
ͯ

そ
も
そ
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
も

◆◆◆◆◆◆

の
は
Կ
な
の
か
、ň

地
域
お
こ
しŉ

と
は
Կ
な
の
か
、
移

住
す
る
以
લ
よ
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

１
⁒  

ط
存
の
資
ݯ
、
人
材
を
活
用
し
、
地
域
を
੝
り
上
げ

る
。

２
⁒  

࣋
続
Մ
ೳ
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
基
൫
を
作
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
༰
は
こ
れ
ら
に
෼
ྨ
さ

れ
る
よ
う
に
ࢥ
い
ま
し
た
。
１
は
地
域
の
特
産
඼
や
޻
ܳ

඼
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
؍
ޫ
঎
඼

の
ύ
ỽ
έ
ー
ジ
化
な
ど
、
一
般
的
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
と
し
て
ݟ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
た
ͩ
、
こ
れ

ら
で
は
任
期
が
ܾ
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
ա
ੑ
の

も
の
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
ক
来
的
に
ݟ
る
と
２

の
ଆ
໘
を
࣋
っ
た
取
り
組
み
が
ෆ
Մ
ܽ
と
な
り
ま
す
。

３
年
と
い
う
୹
期
ؒ
で
は
݁
果
が
ݟ
え
に
く
い
で
す

が
、
ະ
来
へ
޲
け
た
人
材
の
ҭ
成
や
産
業
の
基
൫
を
作
る

こ
と
、
こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
地
域
お
こ
し
で
あ
り
、
࣋

続
Մ
ೳ
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
で
し

Ỷ
う
か
。

移
住
౰
時
の
ࢲ
自
਎
こ
れ
ら
の
考
え
の
も
と
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
農
業
෼
໺
で
具
体
的
に
Կ
を
す
る
の

か
ݟ
え
な
い
中
で
も
、
１
年
以
内
に
事
業
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
農
家
さ
Μ
と
৽
し
い
農
業
の
形
を
作
っ
て
い
く
と

の
ビ
ジ
ἀ
ン
を
࣋
っ
て
い
ま
し
た
。

஍
Ҭ
Λ
ỏ
೶
業
Λ
஌
Δ

農
業
を
Կ
と
か
し
た
い
と
は
い
え
、
ࢲ
自
਎
が
全
く
の

ૉ
人
で
あ
り
、
ౡ
ݪ
と
い
う
地
域
の
こ
と
を
Կ
一
つ
知
ら

な
い
ま
ま
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
農
家
さ
Μ
と
の

つ
な
が
り
も
な
け
れ
ば
、
協
力
者
も
市
役
所
の
方
を
আ
け

ば
１
人
も
い
ま
せ
Μ
。
ま
ͣ
は
地
域
の
人
と
の
ネ
ỽ
ト
ワ

ー
ク
を
作
り
、
ౡ
ݪ
の
こ
と
、
農
業
の
こ
と
を
知
る
、
を

テ
ー
Ϛ
に
、
４
カ
月
ؒ
様
々
な
人
に
会
い
、
࿩
し
、
繋
が

り
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
累
計
２
０
０
人
ほ
ど
の
方
と
会

う
中
で
、
多
様
な
ౡ
ݪ
の
情
報
を
集
め
る
と
ڞ
に
、
地
域

の
農
業
の
課
題
や
໰
題
఺
、
൓
対
に
ྑ
い
と
こ
ろ
を
ֶ
ͼ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
４
月
よ
り
、
ౡ
ݪ
の
農
業
に
ద

し
た
事
業
計
ը
を
具
体
的
に
立
て
࢝
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。ౡ

ݪ
の
農
業
の
ૉ
੖
ら
し
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
ౡ
ݪ
൒

ౡ
と
い
う
産
地
ͩ
け
で
も
多
種
多
඼
目
の
農
作
物
が
࠿
ഓ

さ
れ
て
お
り
、
඼
࣭
や
味
も
最
高
に
ඒ
味
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
൓
対
に
課
題
と
な
る
も
の
は
、
流
通
の
条
件
が

ඇ
ৗ
に
ѱ
く
、
そ
れ
も
あ
っ
て
ൢ
࿏
の
બ
୒
ࢶ
が
গ
な
い

（
大
൒
の
農
家
さ
Μ
が
Ｊ
̖
や
市
場
へ
の
出
ՙ
）、
ま
た
１

年
を
通
し
て
ऩ
入
が
҆
定
し
な
い（
ఱ
ީ
や
૬
場
の
Ө
ڹ
）

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現
ঢ়
で
は
ු
き
出
た
໰
題
で
は
あ

り
ま
せ
Μ
が
、
ক
来
的
に
ݟ
る
と
農
業
規
模
、
人
ޱ
が
ॖ

খ
さ
れ
つ
つ
あ
る
ঢ়
گ
か
ら
ݟ
て
も
ة
機
ײ
を
ײ
じ
͟
る

を
ಘ
ま
せ
Μ
。

◆◆◆

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
「
し
ま
ば
ら
໺
ࡊ
」
に
よ
る
৽
し
い
農
業
の
形
を
Ổ

ޫ
໺
　
ཽ
࢘

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
τ
τ
ϊ
΢ 

୅
ද
औ
క
໾

ౡ
ݪ
ࢢ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ

௕
࡚
ݝ
ౡ
ݪ
ࢢ

11

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
Ͱ
೶
ۀ
Λ
ܦ
Ӧ

2017・８月号 ��地域づくり 特集編



強
み
を
活
か
し
、
課
題
を
解
ܾ
し
て
い
く
こ
と
で
ઌ
を

ݟ
た
࣋
続
Մ
ೳ
な
農
業
の
形
を
つ
く
っ
て
い
く
役
割
を
୲

う
会
社
と
な
る
。
こ
れ
を
ݟ
ਾ
え
た
「
株
式
会
社
ト
ト
ϊ

ウ
」
を
計
ը
し
ま
し
た
。

ň

ト
ト
ϊ
ウŉ

と
は
「
農
業
の
形
を
৽
し
い
も
の
に
੔

え
て
い
く
」「
都㈊

と
農㈐

㇦

を
つ
な
͙
、
ྑ
い
関
係
ੑ
を
構
築

す
る
」
と
の
意
味
が
ࠐ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

৽
͠
͍
೶
業
ͷ
ܗ
Λ
࡞
Δ
τ
τ
ϊ
΢

農
業
の
あ
り
方
、
立
ち
位
置
を
ม
え
る
こ
と
、
ະ
来
へ

࣋
続
Մ
ೳ
な
形
を
作
る
こ
と
、
こ
れ
は
લ
に
述
べ
た
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
基
൫
を
作
る
こ
と
に
深
く
関
Θ
っ
て
き

ま
す
。
ࢲ
が
農
業
を
ݟ
て
き
た
中
で
最
大
の
ܽ
఺
は
、
ऩ

入
が
ෆ
҆
定
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
Θ
ば
Ϊ
Ỿ
ン
ブ
ル
み

た
い
な
も
の
で
、ఱ
ީ
や
૬
場
に
大
き
く
Ө
ڹ
さ
れ
ま
す
。

こ
の
໰
題
を
ࠜ
本
か
ら
解
ܾ
す
る
た
め
に
農
業
に
取
り

ࠐ
む
べ
き
は
、
ݻ
定
څ
と
い
う
֓
೦
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
Ϛ

ン
と
同
じ
で
、
ֶ
生
の
ब
活
の
બ
୒
ࢶ
の
一
つ
と
な
る
も

の
に
し
ま
す
。
農
家
さ
Μ
を
構
成
員
と
し
た
法
人
を
作
る

こ
と
で
、
こ
の
形
が
目
ࢦ
せ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

単
な
る
農
作
業
ͩ
け
で
は
な
く
、
経
営
と
い
う
ࢹ
఺
か
ら

の
農
業
を
考
え
る
機
会
が
作
れ
そ
う
で
す
。
こ
の
ઌ
、
特

に
ະ
来
あ
る
ए
ख
の
農
家
さ
Μ
に
は
ඞ
要
ෆ
Մ
ܽ
と
な
っ

て
く
る
ࢹ
఺
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

株
式
会
社
ト
ト
ϊ
ウ
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、
ౡ
ݪ
൒

ౡ
の
農
家
さ
Μ
（
特
に
ए
ख
）
に
ア
プ
ロ
ー
ν
し
て
、
出

資
い
た
ͩ
く
こ
と
で
発
起
人
の
一
員
、
ݴ
い
׵
え
れ
ば
株

主
と
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ト
ト
ϊ
ウ
の
経
営
に
直
接

関
Θ
っ
て
い
た
ͩ
く
こ
と
で
、
ক
来
は
取
క
役
や
ै
業
員

と
し
て
農
作
物
の
対
Ձ
を
単
な
る
ച
ങ
ܖ
約
で
は
な
く
ݻ

定
څ
と
し
て
支
෷
い
で
き
る
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

౎
ձ
ͱ
೶
Ո
Λ
ͭ
ͳ
͙
τ
τ
ϊ
΢

ト
ト
ϊ
ウ
が
株
式
会
社
で
あ
る
以
上
、
ར
ӹ
の
௥
ٻ
は

ඞ
ਢ
で
す
。
た
ͩ
ౡ
ݪ
൒
ౡ
に
お
い
て
農
業
の
形
は
׬
成

◆◆◆◆◆◆

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
৽
し
い
農
業
の
形
と
は
ఔ
ԕ
い
も

の
で
す
。

「
自
෼
が
作
っ
て
い
る
໺
ࡊ
は
、
୭
が
৯
べ
て
ど
Μ
な

ײ
૝
を
࣋
っ
て
い
た
ͩ
い
て
い
る
の
ͩ
ろ
う
か
」
あ
る
１

人
の
農
家
さ
Μ
か
ら
ฉ
い
た
ݴ
༿
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た

こ
と
は
、
農
業
と
は
ԕ
い
都
会
に
い
る
ফ
費
者
と
生
産
現

場
の
農
家
さ
Μ
を
直
接
つ
な
͗
、
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ౡ
ݪ
൒
ౡ
に
は
多
種
多
඼
目
の
࣭

の
高
い
農
作
物
が
ଗ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
最
大
限
活
用
し

な
い
ख
は
あ
り
ま
せ
Μ
。

ফ
費
者
に
は
農
家
さ
Μ
か
ら
直
接
お
い
し
い
໺
ࡊ
が
ಧ

く
ͩ
け
で
は
な
く
、
農
業
や
໺
ࡊ
の
情
報
に
よ
る
৯
、
農

業
に
対
す
る
理
解
の
ଅ
進
、
生
産
者
に
は
直
接
৯
べ
た
方

の
੠
が
ಧ
く
こ
と
に
よ
る
さ
ら
な
る
࣭
の
޲
上
が
期
待
で

き
ま
す
。
૬
ޓ
に
͆
̸
̽
͆
̸
̽
の
関
係
ੑ
を
構
築
で
き

る
仕
組
み
を
目
ࢦ
す
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ỽ
ト
に
よ
る
直

ൢ
か
ら
࢝
ま
り
ま
し
た
。
サ
イ
ト
に
は
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
ֻ
け
を
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
࢝
が
２
０
１
７
年
１
月
。
現
ࡏ
で
は
Ϣ
ー

β
ー
の
約
７
割
が
東
京
、
大
阪
の
ट
都
ݍ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

τ
τ
ϊ
΢
ͷ
͜
ͷ
ઌ

イ
ン
タ
ー
ネ
ỽ
ト
ൢ
ച
か
ら
࢝
ま
っ
た
ト
ト
ϊ
ウ
は
、

①
৽
規
ब
農
者
૿
加
の
た
め
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
②
農

業
の
方
法
を
ม
え
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
③
農
業
ٕ
ज़
の
ւ

外
༌
出
、
を
ॱ
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

۝
भ
全
体
に
広
め
て
い
く
こ
と
で
、「
̼
ａ
̳
ｅ 

̸
̽ 

۝
भ
」
と
い
う
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
֬
立
す
る
こ
と
を
目

ࢦ
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ౡݪͷ೶ۀ෩ܠʢೆ۲ࢁͷ୨ాʣ ͠·͹Β໺ࡊͷ٧Ί߹Θͤ঎඼
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特 集
ڠ
ྗ
ୂ
に
Ԡ
ื
͠
た
͖
ỳ
͔
け

ࢲ
は
協
力
隊
に
応
募
す
る
以
લ
は
、
੔
体
ࢣ
・
フ
ィ
ỽ

ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。そ
う
し
た
中
で
、現
୅
は
年
୅
ੑ
別
に
関
Θ
ら
ͣ
様
々

な
体
の
ෆ
調
や
ප
ؾ
に
೰
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
多
く
み
ら

れ
、
一
方
で
テ
Ϩ
ビ
や
ࡶ
ࢽ
な
ど
で
は
݈
߁
に
関
す
る
特

集
を
目
に
し
な
い
೔
は
な
い
く
ら
い
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ໃ
६
を
ͣ
っ
と
ײ
じ
て
い
ま
し
た
。
も

っ
と
自
෼
で
出
来
る
݈
߁
づ
く
り
や
ප
ؾ
の
予
๷
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
広
め
る
活
動
が
出
来

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
Μ
な
時
に
٠
஑
市
に
住
Μ
で
い
る
知
人
か
ら
、「
地

域
݈
߁
プ
ラ
ン
φ
ー
」
と
い
う
募
集
が
あ
る
と
ฉ
き
、
自

෼
の
考
え
て
い
る
活
動
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
ࢥ
い

す
͙
に
応
募
し
ま
し
た
。

٠
஑
ࢢ
ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ
՝
୊

◆◆◆◆◆◆

ࢲ
が
活
動
し
て
い
る
٠
஑
市
は
、
۽
本
県
の
๺
東
部
に

位
置
す
る
人
ޱ
約
５
万
人
の
、
๛
か
な
水
や
自
વ
に
ܙ
ま

れ
た
地
域
で
す
。
҆
心
҆
全
な
農
ச
産
物
は
県
内
外
か
ら

も
人
ؾ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
٠
஑
Թ
ઘ
も
「
化
হ
の
౬
」

と
し
て
༗
名
で
、
平
成
2ú
年
に
は
「
೔
本
の
名
౬
ඦ
બ
」

に
も
બ
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
Μ
な
٠
஑
市
も
、
ଞ
の
地
方
都
市
と
同
様
に
様
々
な

໰
題
・
課
題
を
๊
え
て
い
ま
す
。
ࢲ
の
୲
౰
す
る
݈
߁
推

進
の
෼
໺
で
は
、
ҩ
ྍ
費
の
高
ಅ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
要
Ҽ
と
し
て
は
গ
子
高
ྸ
化
や
生
活
習
׳
ප
ױ
者
数

の
૿
加
、
そ
れ
と
特
定
݈
਍
の
௿
い
受
਍
率
に
み
ら
れ
る

ϔ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
௿
さ
な
ど
が
ڍ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
ޱ
ݮ
গ
に
൐
う
ա
ૄ
化
も
進
Μ
で
お
り
、
一

人
฻
ら
し
の
高
ྸ
者
の
૿
加
や
、
地
域
ί
ϛ
ュ
χ
テ
ィ
の

希
ബ
化
に
よ
り
高
ྸ
者
の
集
ま
る
場
が
な
く
、
݁
果
と
し

て
ප
Ӄ
が
サ
ロ
ン
化
し
て
い
る
の
も
໰
題
ͩ
と
ײ
じ
ま
し

た
。
ि
に
１
度
で
も
地
域
の
方
々
が
集
ま
れ
る
（
理
૝
は

า
い
て
行
け
る
）
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

஍
Ҭ
ͷ
ެ
ຽ
ؗ
Λ
׆
༻
͠
た 

݈
߁
ڭ
ࣨ
Λ
։
࢝

そ
れ
ら
の
課
題
解
ܾ
の
た
め
に
࢝
め
よ
う
と
考
え
た
の

が
、
各
地
区
の
ެ
民
ؗ
で
の
݈
߁
ڭ
ࣨ
で
し
た
。
自
෼
の

਎
体
は
自
෼
で
੔
え
る
と
い
う
セ
ル
フ
έ
ア
の
意
識
と
重

要
ੑ
を
伝
え
ϔ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
޲
上
を
図
る
こ
と

で
、
ҩ
ྍ
費
の
཈
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
ۙ
く

に
そ
の
ڭ
ࣨ
が
あ
れ
ば
、
一
人
฻
ら
し
の
方
や
ප
Ӄ
を
サ

ロ
ン
み
た
い
に
ར
用
し
て
い
た
方
も
そ
の
ڭ
ࣨ
で
ָ
し
み

な
が
ら
地
域
交
流
が
出
来
る
の
で
は
と
。

そ
こ
で
、
ま
ͣ
は
地
域
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
٠
஑

市
で
行
Θ
れ
て
い
る
様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
区
の
区
௕
や
ެ
民
ؗ
௕
の
集
会
な
ど
に
も

参
加
し
て
݈
߁
ڭ
ࣨ
の
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
な
が
ら
、
গ
し
ͣ
つ
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
自
෼
の
地
区
で
ڭ
ࣨ
を
お
ئ
い

し
た
い
と
の
੠
が
上
が
り
、
６
月
に
ॳ
め
て
地
区
の
ެ
民

◆◆◆

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
地
域
݈
߁
プ
ラ
ン
φ
ー
と
し
て
市
民
の
݈
߁
を
サ
ポ
ー
ト
Ổ

๺
ཬ
　
Յ
޾

٠
஑
ࢢ
地
域
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ

地
域
݈
߁
ϓ
ϥ
ϯ
φ
ồ

۽
ຊ
ݝ
٠
஑
ࢢ

12

݈
߁
ͮ
͘
Γ
Ͱ
地
域
ͮ
͘
Γ
Λ

ࢠͷ༷ࣨڭ߁݈
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ؗ
を
活
用
し
た
݈
߁
ڭ
ࣨ
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ޱ
ί
ϛ
で
ଞ
の
地
区
か
ら
も
੠
が
か
か
り
࢝
め
、
ॳ
年
度

は
約
20
件
の
活
動
を
各
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
加
え
て
ଞ
の
団
体
が
主
催
の
݈
߁
づ
く
り
ڭ
ࣨ
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
講
ࢣ
と
し
て
ࢦ
ಋ
を
行
い
ま
し
た
。

２
年
目
は
４
月
か
ら
݈
߁
ڭ
ࣨ
の
予
定
が
多
く
入
っ
て

い
る
ঢ়
ଶ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
今
年
度
は
１
０
０
件
以

上
を
目
ࢦ
し
て
い
こ
う
と
ࢥ
っ
て
い
た
໼
ઌ
に
۽
本
地
਒

が
起
こ
り
、
౰
વ
予
定
し
て
い
た
活
動
も
ほ
と
Μ
ど
キ
Ỿ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
中
の
５
月
に
、
৽
し
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
݈
߁
プ
ラ
ン
φ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー

π
ト
Ϩ
ー
φ
ー
の
加
౻
ৎ
༤
さ
Μ
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
約
２
カ
月
ؒ
は
加
౻
さ
Μ
と
２
人
で
、
ආ
೉
所

を
८
回
し
て
ආ
೉
さ
れ
て
い
る
方
々
の
਎
体
の
έ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
਒
ࡂ
の
Ө
ڹ
が
མ
ち
ண
い
て
来
た
ล
り
か
ら

݈
߁
ڭ
ࣨ
の
要
੥
も
ঃ
々
に
૿
え
て
き
て
、
２
年
目
は
約

80
件
の
݈
߁
ڭ
ࣨ
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
੔
体
ࢣ
の

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
地
域
や
家
଒
の
方
に
؆
単
な
ख
౰

て
や
਎
体
の
έ
ア
が
出
来
る
人
を
ཆ
成
す
る
連
続
講
࠲

「
٠
஑
༊
し
人
ཆ
成
講
࠲
」
を
３
つ
の
ެ
民
ؗ
で
開
催
し
、

約
20
人
の
方
が
講
࠲
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
目
は
、

݈
߁
ڭ
ࣨ
１
２
０
件
を
年
ؒ
目
標
に
活
動
中
で
す
が
、
現

時
఺
で
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
ͷ
՝
୊

２
年
か
け
て
行
っ
て
き
た
活
動
で
、
定
期
的
に
݈
߁
ڭ

ࣨ
を
行
う
地
区
も
૿
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
来
ら
れ
て

い
る
一
人
฻
ら
し
の
70
୅
の
方
は
「
家
に
い
て
も
୭
と
も

࿩
す
こ
と
が
な
い
か
ら
、
ڭ
ࣨ
に
来
て
体
ૢ
し
て
み
Μ
な

と
࿩
し
な
が
ら
৯
事
を
す
る
の
が
Կ
よ
り
の
ָ
し
み
で

す
。
৽
し
い
༑
達
も
出
来
ま
し
た
」
と
ޠ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
ฉ
い
た
時
は
と
て
も
خ
し
く
て
、
活
動
を
続

け
て
き
て
本
౰
に
よ
か
っ
た
と
ࢥ
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う

方
が
も
っ
と
૿
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
そ
の
活

動
が
地
域
の
方
が
主
体
と
な

っ
て
ܧ
続
し
て
い
け
る
仕
組

み
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
݈
߁
ڭ
ࣨ
が
ど
の
ެ
民

ؗ
で
も
୭
で
も
で
き
る
よ
う

に
内
༰
を
ύ
ỽ
έ
ー
ジ
ン
グ

し
て
、
例
え
ば
そ
れ
を
地
区

の
ެ
民
ؗ
௕
が
୲
౰
し
て
行

う
と
い
う
よ
う
な
体
制
に
し

て
お
け
ば
、
ど
の
地
区
で
も

ܧ
続
し
て
や
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

◆◆◆

す
。
今
年
度
は
そ
の
ύ
ỽ
έ
ー
ジ
ン
グ
と
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
、
い
く
つ
か
の
地
区
や
団
体
に
ಋ
入
す
る
と

こ
ろ
ま
で
࣋
っ
て
い
き
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

೚
ظ
ऴ
ྃ
ޙ
に
ͭ
͍
ͯ

協
力
隊
の
任
期
終
了
後
は
、
٠
஑
市
で
Ϥ
Ψ
・
ϐ
ラ
テ

ィ
ス
な
ど
Ϙ
デ
ィ
ワ
ー
ク
の
Ϩ
ỽ
ス
ン
や
、
੔
体
施
ज़
が

出
来
る
ス
タ
ジ
Φ
を
ӡ
営
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ス
タ
ジ

Φ
は
ۭ
き
家
を
վ
修
し
て
古
民
家
෩
に
し
て
、
そ
こ
に
٠

஑
産
の
৯
材
を
࢖
っ
た
਎
体
に
༏
し
い
৯
事
や
お
茶
が
出

来
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
഑
置
し
、
地
域
ί
ϛ
ュ
χ
テ
ィ

の
ڌ
఺
に
も
な
る
よ
う
な
場
所
を
イ
ϝ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
定
期
的
に
৭
Μ
な
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ἀ

ỽ
プ
な
ど
も
開
催
し
、
さ
ら
に
は
県
外
や
ւ
外
か
ら
も
॓

ധ
ܕ
の
リ
ト
リ
ー
ト
で
来
て
௖
け
る
よ
う
な
場
所
に
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
き
た
各
ެ
民
ؗ
で
の
݈
߁
ڭ

ࣨ
な
ど
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
個
人
的

に
行
っ
て
い
く
よ
り
は
、
せ
っ
か
く
こ
れ
ま
で
市
役
所
や

ҩ
ྍ
機
関
の
方
々
と
一
ॹ
に
や
っ
て
き
た
の
で
、
ܧ
続
的

に
事
業
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ࢲ
は
ਖ਼
直
、
地
域
お
こ
し
や
地
域
づ
く
り
な
Μ
て
自
෼

に
は
ԑ
が
な
い
し
、
自
෼
に
は
そ
Μ
な
こ
と
は
で
き
な
い

と
ࢥ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
෼
が
や
り
た
く
て
や
っ
て
い

る
事
が
݁
果
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
、
な
Μ
ͩ
か
໘
ന
く
て
ෆ
ࢥ
ٞ
ͩ
な
と
ײ

じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ま
ͣ
は
自
෼
が
ָ
し
み
な
が
ら
、

地
域
に
ݩ
ؾ
な
人
が
૿
え
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

◆◆◆

ࣄΓͰͷ৯دͷ࣋ͪޙࣨڭ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
づ
く
り

Ổ
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
・
強
化
が
ඞ
要
Ổ

中
井
　
孝
一

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
課
長
補
佐

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
推
進
に
向
け
て

͸
͡
Ί
に

都
市
部
の
ए
者
等
が
ա
ૄ
地
域
等
に
移
住
し
て
、
֓
Ͷ

１
年
以
上
３
年
以
下
の
期
ؒ
、
地
場
産
඼
の
開
発
、
農
林

水
産
業
へ
の
ै
事
等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
に
定
住
・
定
ண
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
総
務
省

が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
創
設
し
て
か
ら
、
̔
年
が

経
ա
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
資
ྉ
）。
本
ߘ
で
は
、
今
年
度
、

̕
年
目
を
迎
え
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
ঢ়
と
総
務
省

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
จ
中
意
ݟ
に
Θ
た
る
部
෼
は
ࢲ
ݟ
で
あ
る
。

஍
Ҭ
お
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ͷ
ݱ
ঢ়
ͱ 

ࠓ
ޙ
ͷ
՝
୊

○
「
ま
ͪ
・
ͻ
と
・
し
͝
と
創
生
૯
߹
ઓ
ུ
」
の
໨
ඪ

ॳ
年
度
で
あ
る
平
成
21
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

隊
員
数
8Ā
人
・
取
り
組
み
団
体
数
ú1
団
体
で
あ
っ
た
が
、

平
成
26
年
６
月
、
҆
ഒ
৾
ࡾ
内
ֳ
総
理
大
ਉ
が
ౡ
ࠜ
県
と

ௗ
取
県
を
ࢹ
࡯
さ
れ
た
際
、
今
後
３
年
ؒ
で
隊
員
数
（
౰

時
約
１
千
人
）
を
３
ഒ
に
す
る
よ
う
に
総
務
大
ਉ
に
ࢦ
ࣔ

を
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、「
ま
ち
・
ͻ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
ઓ
ུ
」

に
お
い
て
、「
平
成
28
年
に
３
千
人
、
平
成
ú2
年
に
４
千

人
を
め
ど
に
֦
充
」
と
の
数
஋
目
標
が
明
ه
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
後
、
こ
の
目
標
に
޲
け
て
取
り
組
Μ
で
き
た
が
、
平

成
28
年
に
活
動
し
た
隊
員
は
４
１
５
̔
人
、
取
り
組
み
団

体
は
̔
６
３
団
体
と
な
っ
た
。
隊
員
の
約
４
割
が
ঁ
ੑ
で

あ
り
、
20
ࡀ
୅
、
ú0
ࡀ
୅
の
隊
員
が
約
７
割
を
઎
め
て
い

る
な
ど
、
ए
い
方
々
の
ײ
ੑ
で
地
域
を
ݩ
ؾ
に
し
て
く
れ

て
い
る
。

○
ࠓ
後
の
課
୊

こ
の
よ
う
に
、
平
成
ú2
年
の
目
標
を
４
年
લ
౗
し
で
達

成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
次
の

３
఺
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
ͣ
、
隊
員
を
受
け
入
れ
る
地
方
自
治
体
（
以
下
「
受

け
入
れ
自
治
体
」）
が
ٸ
ܹ
に
૿
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

受
け
入
れ
自
治
体
が
地
域
住
民
と
連
携
し
、
隊
員
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
や
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
・
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
受
け
入
れ
自
治
体
や
地
域
と
隊
員
ީ
ิ
者
の

Ϛ
ỽ
ν
ン
グ
を
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
活
動
に
ࢥ
い
を
寄
せ
る
隊
員
の
な
り
ख
を
۷
り
起
こ

し
、
੄
໺
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
ඞ
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
多
く
の
隊
員
が
定
住
に
際
し
て
起
業
し
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
希
望
を
か
な
え
、

任
期
終
了
後
に
地
域
で
起
業
を
実
現
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を

構
築
す
る
こ
と
が
ඞ
要
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ଈ
し
て
、
総
務
省
の
取
り
組

み
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ड
け
ೖ
Ε
ɾ
α
ϙ
ồ
τ
ମ
੍
ͷ
ڧ
Խ

○  

「
地
域
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
の
ड
͚
ೖ
Ε
に
ؔ
す
る
手
Ҿ
き
」

の
ࡦ
ఆ

隊
員
は
、
そ
れ
ͧ
れ
の
人
生
に
お
け
る
大
き
な
ܾ
அ
を

し
て
移
住
し
、
׳
れ
な
い
生
活
の
中
、
地
域
協
力
活
動
に

ै
事
す
る
こ
と
と
な
る
。
受
け
入
れ
自
治
体
は
、
こ
の
よ

う
な
隊
員
を
業
務
໘
の
み
な
ら
ͣ
、
生
活
໘
も
ؚ
め
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。
ま
た
、
受
け
入
れ
自
治
体
が

隊
員
を
受
け
入
れ
地
域
に
つ
な
͗
、
受
け
入
れ
自
治
体
・

受
け
入
れ
地
域
・
隊
員
の
３
者
で
「
૝
い
」
を
ڞ
༗
す
る

こ
と
に
よ
り
、
隊
員
の
円
׈
か
つ
༗
意
義
な
地
域
協
力
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
隊
員
の
活
動
は
、
地
域
住
民
と
の
信
པ
関
係

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
信
པ
関
係
を
ଛ

Ͷ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
隊
員
の
෰
務
規
཯
、
活
動
規
཯

を
े
෼
に
֬
保
す
る
こ
と
が
ඞ
要
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
、
総
務
省

は
、
隊
員
を
受
け
入
れ

る
際
に
ཹ
意
す
べ
き
఺

や
ν
ェ
ỽ
ク
リ
ス
ト
等

を
と
り
ま
と
め
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

入
れ
に
関
す
る
ख
引

き
」（
以
下
「
ख
引
き
」）

を
作
成
し
、
受
け
入
れ

自
治
体
に
実
務
上
の
参

考
と
し
て
活
用
し
て
い

た
ͩ
く
こ
と
と
し
た
。

（
１
）
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
に
౰

た
っ
て
の
ཹ
意
఺

各
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
、
現
ঢ়
、
主
に

以
下
の
２
つ
の
任
用
形

ଶ
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
存
ࡏ
す
る
。

・  

一
般
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員

・  

特
別
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員

こ
の
ほ
か
、
地
方
自

治
体
が
任
用
せ
ͣ
、
ҕ

ୗ
ܖ
約
を
క
݁
す
る
場

合
等
も
ݟ
ら
れ
る
。

地
方
ެ
務
員
と
し
て

任
用
す
る
場
合
、
ど
の

業
務
に
ど
の
よ
う
な
任

用
・
ۈ
務
形
ଶ
の
৬
員

を
充
て
る
か
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
൑
அ
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
関
係
す
る
法
ྩ
等
の
ద

用
関
係
を
ద
੾
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、「
ྟ
時
・
ඇ
ৗ

ۈ
৬
員
ٴ
ͼ
任
期
付
৬
員
の
任
用
等
に
つ
い
て
」（
平
成

26
年
７
月
４
೔
付
総
務
省
自
治
行
政
ہ
ެ
務
員
部
௕
通

知
）
等
の
झ
ࢫ
を
े
෼
に
౿
ま
え
る
ඞ
要
が
あ
る
。

一
般
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
と
し
て
任
用
す
る
場
合
、
地
方
ެ

務
員
法
に
お
い
て
、
営
ར
ا
業
等
の
ै
事
制
限
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
ै
事
す
る
場
合
は
任
໋
ݖ
者
の
ڐ
Մ
が
ඞ
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ڐ
Մ
に
あ
た
っ
て
は
、
ެ
務
に

支
ো
を
来
し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
े
෼
ཹ
意
し

つ
つ
、
ۈ
務
形
ଶ
等
を
צ
Ҋ
し
て
ඞ
要
に
応
じ
஄
力
的
な

ӡ
用
を
行
う
こ
と
は
Մ
ೳ
で
あ
る
。
こ
の
఺
、
一
般
৬
ඇ

ৗ
ۈ
৬
員
と
し
て
任
用
し
て
い
る
隊
員
に
つ
い
て
、
ڐ
Մ

ݖ
者
を
隊
員
の
ී
ஈ
の
活
動
に
ਫ਼
通
し
て
い
る
୲
౰
課
の

؅
理
৬
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。݉
業
等
を
通
じ
て
、

隊
員
が
任
期
中
か
ら
起
業
や
ब
業
に
޲
け
た
४
උ
を
し
、

ͻ
い
て
は
任
期
終
了
後
に
活
動
地
域
へ
の
定
住
・
定
ண
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

特
別
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
に
つ
い
て
は
、
一
般
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬

員
と
ҟ
な
り
、
地
方
ެ
務
員
法
の
ద
用
が
আ
外
さ
れ
て
い

る
た
め
、
特
別
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
に
係
る
制
度
上
の
課
題
と

し
て
は
、
෰
務
の
໘
で
、
क
ൿ
義
務
、
政
治
的
行
ҝ
の
制

限
な
ど
ެ
ڞ
の
ར
ӹ
保
࣋
に
ඞ
要
な
ॾ
制
約
が
課
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
が
ڍ
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
ঢ়
、
特
別
৬

ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
と
し
て
任
用
し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
お
い

て
は
、
各
地
方
自
治
体
の
設
置
要
ߝ
等
に
、
隊
員
の
活
動

内
༰
に
応
じ
て
、
෰
務
等
に
係
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が

ඞ
要
と
な
る
。

ま
た
、「
地
方
ެ
務
員
法
ٴ
ͼ
地
方
自
治
法
の
一
部
を

վ
ਖ਼
す
る
法
཯
」（
平
成
2Ā
年
法
཯
ୈ
2Ā
߸
）
が
、
平
成

ྉࢿ
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2Ā
年
５
月
17
೔
に
ެ
෍
さ
れ
、
平
成
ú2
年
４
月
１
೔
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
別
৬
の
任
用
の
ݫ
֨
化

等
に
൐
い
、
隊
員
は
、
ݪ
ଇ
、
一
般
৬
の
「
会
計
年
度
任

用
৬
員
」
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
ద
౰
と
な
る
。
法
վ

ਖ਼
の
झ
ࢫ
を
౿
ま
え
、ଞ
の
特
別
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
と
同
様
、

෰
務
等
の
໘
で
ద
ਖ਼
化
を
図
る
た
め
、
法
施
行
લ
に
お
い

て
も
、
実
情
に
応
じ
て
、
一
般
৬
ඇ
ৗ
ۈ
৬
員
に
任
用
ࠜ

ڌ
の
ݟ
直
し
を
行
う
ඞ
要
が
あ
る
。

（
２
）
ν
ェ
ỽ
ク
リ
ス
ト

そ
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
の
ஈ
֊
に
応
じ
た
ν
ェ
ỽ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
ख
引
き
に
掲
載
し
た
。

ま
ͣ
、「
ス
テ
ー
ジ
１ɹ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
લ
」

と
し
て
、
事
લ
に
े
෼
な
४
උ
を
す
る
た
め
に
、
受
け
入

れ
自
治
体
に
ԡ
さ
え
て
お
い
て
い
た
ͩ
き
た
い
߲
目
を
具

体
的
に
ڍ
げ
て
い
る
。
隊
員
の
募
集
を
࢝
め
る
લ
に
、
受

け
入
れ
自
治
体
と
受
け
入
れ
地
域
等
が
「
૝
い
」
を
ڞ
༗

し
て
い
る
か
、
受
け
入
れ
४
උ
が
े
෼
に
੔
っ
て
い
る
か

な
ど
に
つ
い
て
֬
ೝ
し
て
い
た
ͩ
き
た
い
。

次
に
、「
ス
テ
ー
ジ
２ɹ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
・

࠾
用
時
」
と
し
て
、
募
集
要
߲
の
作
成
か
ら
࠾
用
の
方
法

ま
で
、
֬
ೝ
し
て
い
た
ͩ
き
た
い
߲
目
を
具
体
的
に
ڍ
げ

て
い
る
。
隊
員
の
ಋ
入
に
౰
た
っ
て
は
、
様
々
な
個
ੑ
を

も
っ
た
隊
員
と
受
け
入
れ
地
域
と
の
Ϛ
ỽ
ν
ン
グ
が
重
要

で
あ
る
。
募
集
や
࠾
用
時
に
お
い
て
も
、
े
෼
に
഑
ྀ
す

る
ඞ
要
が
あ
る
。

最
後
に
、「
ス
テ
ー
ジ
３ɹ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

開
࢝
Ỗ
任
期
中
」
で
あ
る
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取

り
組
み
は
、
隊
員
の
任
期
中
に
、
隊
員
そ
れ
ͧ
れ
の
特
௃

や
地
域
の
ঢ়
گ
に
応
じ
て
ॊ
ೈ
に
ӡ
用
す
る
ඞ
要
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
の
リ
ス
ト
は
受
け
入
れ
自
治
体
・
受
け
入

れ
地
域
・
隊
員
と
い
っ
た
３
者
の
立
場
か
ら
վ
め
て
֬
ೝ

で
き
る
よ
う
に
ν
ェ
ỽ
ク
ཝ
を
３
つ
用
意
し
て
い
る
。
ଞ

の
立
場
か
ら
の
ݟ
え
方
を
ؚ
め
て
活
用
し
て
い
た
ͩ
き
た

い
。

○
「
地
域
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
α
ϙ
ー
ト
σ
ス
ク
」
の
ӡ
Ӧ

総
務
省
で
は
、
隊
員
や
地
方
自
治
体
৬
員
等
か
ら
の
ి

࿩
や
ి
子
ϝ
ー
ル
に
よ
る
૬
ஊ
に
一
ݩ
的
に
対
応
す
る
た

め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」（
以
下
「
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」）
を
平
成
28
年
̕
月
か
ら
開
設
し
て
い

る
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
で
は
、
一
般
行
政
૬
ஊ
員
の

ほ
か
、
ઐ
໳
૬
ஊ
員
（
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
５
人
（
う
ち

ঁ
ੑ
２
人
）
が
対
応
し
て
い
る
。

平
成
2Ā
年
４
月
຤
ま
で
の
営
業
೔
１
７
７
೔
ؒ
に
お
い

て
、
６
̕
７
件
の
૬
ஊ
に
対
応
し
て
い
る
。
૬
ஊ
者
の
区

෼
は
、
地
方
自
治
体
関
係
者
３
１
１
件
（
ûû
・
６
％
）、
隊

員
３
１
０
件
（
ûû
・
５
％
）、
協
力
隊
希
望
者
25
件
（
３
・

６
％
）、
そ
の
ଞ
51
件
（
７
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

○
ݚ
म
ػ
ձ
の
ॆ
࣮

総
務
省
で
は
、隊
員
等
を
対
৅
と
し
て
ॳ
任
者
研
修
会
、

ス
テ
ỽ
プ
ア
ỽ
プ
研
修
会
、
起
業
・
事
業
化
に
޲
け
た
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方
自
治
体
৬
員
޲
け
の

研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

一
方
で
、
લ
述
の
と
お
り
、
隊
員
数
が
４
千
人
を
超
え

る
現
ঢ়
を
౿
ま
え
る
と
、
ブ
ロ
ỽ
ク
単
位
、
都
ಓ
෎
県
単

位
の
研
修
等
の
開
催
に
よ
る
研
修
機
会
の
充
実
が
ඞ
要
で

あ
る
。

受
け
入
れ
自
治
体
が
実
施
す
る
隊
員
を
対
৅
と
す
る
研

修
等
に
要
す
る
経
費
は
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
財
政
措
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
都
ಓ
෎
県
が
実
施
す
る
同
様
の
研
修

等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
ී

通
交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

都
ಓ
෎
県
単
位
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
例
と
し
て
、

ذ
ෞ
県
が
、
県
内
の
活
動
事
例
の
紹
介
や
現
地
ࢹ
࡯
を
行

う
ॳ
任
者
研
修
の
ほ
か
、「
特
産
඼
づ
く
り
」「
ۭ
き
家
活

用
」
等
の
テ
ー
Ϛ
ご
と
の
ス
キ
ル
ア
ỽ
プ
研
修
、
任
期
終

了
後
を
考
え
る
研
修
な
ど
、
各
ஈ
֊
に
応
じ
た
内
༰
の
研

修
を
複
数
回
開
催
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
は
、
ॳ
任
者

研
修
１
回
、
ス
キ
ル
ア
ỽ
プ
研
修
３
テ
ー
Ϛ
（
各
テ
ー
Ϛ

３
回
）、
任
期
終
了
後
に
޲
け
た
研
修
１
回
の
ほ
か
、
セ

ϛ
φ
ー
ٴ
ͼ
交
流
会
を
各
１
回
実
施
し
て
い
る
。

隊
員
の
円
׈
な
地
域
協
力
活
動
の
実
施
や
任
期
終
了
後

の
定
住
・
定
ண
の
支
援
に
加
え
、
隊
員
同
࢜
の
交
流
の
機

会
を
֬
保
す
る
؍
఺
か
ら
も
、
各
地
域
で
の
研
修
機
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
た
ͩ
き
た
い
。

ୂ
һ
ͷ
ͳ
り
ख
ͷ
۷
り
起
͜
͠

○
「
地
域
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
શ
ࠃ
α
ϛ
ッ
ト
」
の
開
࠵

総
務
省
で
は
、
隊
員
や
地
方
自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
、

広
く
一
般
の
方
の
参
加
も
ಘ
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

全
国
サ
ϛ
ỽ
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。
事
例
報
ࠂ
や
Ｐ
Ｒ

等
に
よ
り
広
く
制
度
を
प
知
し
、
隊
員
の
な
り
ख
の
۷
り

起
こ
し
を
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
同
࢜
の
ֶ
ͼ
、
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
28
年
11
月
、
ベ
ル
サ
ー
ル
東
京
೔
本
ڮ
に
お
い

て
開
催
し
た
ୈ
３
回
に
は
、
約
１
千
人
（
う
ち
隊
員
は

５
̔
０
人
ఔ
度
）
が
参
加
さ
れ
た
。
今
年
度
も
開
催
予
定

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
都
市
部
の
住
民
に
対
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
प
知
を
行
い
、
隊
員
の
な
り
ख
の
۷
り

起
こ
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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地域͓͜͠ୂྗڠͱ·ͪづくり
○
ޮ
Ռ
త
ͳ
৘
ใ
ൃ
৴

地
域
で
の
活
動
に
関
心
や
意
欲
の
あ
る
人
材
に
効
果
的

に
募
集
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う

な
情
報
発
信
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

①
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
」）
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
募
集
情
報
を
掲
載
す

る
。

②
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
「
隊
員
希
望
者
登

録
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
条
件
に
合
う
隊
員
希
望
者

に
直
接
連
絡
を
す
る
。

③
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
主
要
都
市
に
お
い
て
募
集

説
明
会
を
開
催
す
る
（
募
集
説
明
会
は
県
単
位
・
エ
リ

ア
単
位
で
複
数
自
治
体
に
よ
る
合
同
募
集
説
明
会
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
）。

④
毎
年
１
月
に
都
内
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
地
域
お

こ
し
協
力
隊
合
同
募
集
説
明
会
」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

隊
員
希
望
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
。

な
お
、
総
務
省
で
は
１
自
治
体
あ
た
り
２
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
、
隊
員
の
募
集
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

も
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

○
̛
ａ
̲
ｅ
̱
ｏ
ｏ
̺
の
ӡ
Ӧ

隊
員
や
こ
れ
か
ら
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
受
け

入
れ
自
治
体
関
係
者
等
の
役
に
立
つ
情
報
を
発
信
す
る
た

め
、
平
成
28
年
10
月
に
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
等
の
情
報
を
随
時
発
信
す
る
と
と
も
に
、

個
々
の
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
動
の
様
子
も
紹
介

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

広
く
理
解
を
深
め
、
都
市
部
の
住
民
の
興
味
、
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
。

定
住
促
進
に
向
け
た
起
業
支
援

○
ى
業
・
ࣄ
業
Խ
ݚ
म
の
ॆ
࣮

任
期
終
了
後
も
、
隊
員
の
約
６
割
は
引
き
続
き
同
じ
地

域
に
定
住
し
、
同
一
市
町
村
内
に
定
住
し
た
隊
員
の
約
２

割
は
自
ら
起
業
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
株
式
会
社
や

一
般
社
団
法
人
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
農
業
法
人
の
設

立
等
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
隊
員
が
定
住
に
際
し
て
、
起
業
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
27
年
度
に
は
65
％
、
平
成
28
年
度
に
は
71
％
の
隊
員

が
「
起
業
し
た
い
（
農
林
水
産
業
以
外
）」
ま
た
は
「
農
業
、

林
業
、
水
産
業
の
自
営
（
起
業
）」
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
起
業
を
希
望
す
る
よ
り
多
く
の

隊
員
が
希
望
を
か
な
え
、
任
期
終
了
後
に
地
域
で
の
起
業

を
実
現
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
隊
員
が
起
業
す
る
際

の
経
費
を
支
援
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
28
年
度
に
は
、
起
業
・
事
業
化

研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
に
は
、
55
人
の
隊
員
が
参

加
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
基
礎
知
識
等
に
関
す
る
講
義

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
演
習
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、よ
り
多
く
の
隊
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
起
業
・
事
業
化
研
修
の
充
実
・
強
化
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

○  

地
域
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
ク
ラ
ウ
ド
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ィ
ϯ
ά
׭
民

連
携
ࣄ
業

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
隊
員
や
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
地

域
で
起
業
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
た
寄
附
を
通
じ
て
応
援
す
る
仕
組
み

で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
官
民
連
携
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。

平
成
28
年
度
に
は
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、

資
金
調
達
の
累
計
額
は
約
１
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
例

え
ば
、
愛
媛
県
西
予
市
の
隊
員
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
あ
る
喫
茶
店
を
復
活
さ
せ
、
人
と
人
と
を

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
、「
古

民
家
・
古
店
舗
「
喫
茶 

春
名
」
再
生
資
金
調
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
目
標
金
額
３
０
０
万
円
の
と

こ
ろ
、
最
終
金
額
３
６
０
万
７
０
０
１
円
（
達
成
率
約

１
２
０
・
２
％
）と
な
り
、２
５
３
人
か
ら
支
援
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、来
年
度
で
10
年
目
を
迎
え
る
。

平
成
21
年
度
の
創
設
以
降
、
隊
員
本
人
や
受
け
入
れ
自

治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
地
域
の
方
々
な
ど
、
多

く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
全
国
で
４
千
人
を
超
え

る
規
模
と
な
り
、国
民
に
広
く
知
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
す
る
地
域
の
期
待
は
、

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
３
つ
の
課

題
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
さ
ら
な
る

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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